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＜分冊１ ２６日第２部 南砺市（富山県）＞                        
 

◆Ⅱ 南砺市（富山県）の教育改革～３年間の成果と課題 

松本 謙一(南砺市 教育長) 

◆指定討論・意見交換 

福畠 真治（福知山公立大学 准教授） 

 

＜分冊２ ２７日第２部 川根本町（静岡県）＞ 
 
◆Ⅱ 川根本町（静岡県）の教育改革～３年間の成果と課題  

山下 斉（川根本町 教育長） 
松本 治樹（川根本町教育委員会 管理主事） 

渡邉 哲也（川根本町立 中川根第一小学校校長） 

◆指定討論・意見交換 

佐々木 織恵（開智国際大学 准教授） 

 

＜分冊３ ２６日第３部 複雑系アプローチの学校改善の実践研究＞ 
 
◆Ⅲ 複雑系アプローチの学校改善の実践研究 

赤星 信太朗（静岡大学教職大学院 現職教員院生） 

◆指定討論・意見交換 

小岱 和代(静岡大学教職大学院 特任教授 実務家教員) 

◆おわりに 
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◆指定討論 
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お申し込みはこちら

お問い合わせ先 ： umezawa.osamu@shizuoka.ac.jp（梅澤収 教授）

主催 ： 静岡大学・川根本町教育委員会・南砺市教育委員会

参加費
無料

プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

南砺市(26日)・川根本町(27日)の教育改革

赤星信太朗「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」(26日)
梅澤収「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」(27日)

日 月

Z o o m 開 催

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１
第3回(3年次)シンポジウム ２自治体

(川根本町・南砺市)
の事例を通して

２自治体
(川根本町・南砺市)

の事例を通して

第１部

第2部

第3部

右記申し込みフォームより必須事項をご記入の上、お申し込みください。

〜令和の教育にビルドインする〜
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄

〜令和の教育にビルドインする〜

27日
,
 

ì繭人大学



複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30
~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する
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複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30

~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する
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巻頭言

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム（基幹大学：静岡大学教育学部）は、2016 年度からユネス
コ活動費補助金の採択をこれまで３件（各最大 3 年間）受けています。2020 年度からは「SDGs 達成
の担い手育成(ESD)推進事業」の公募採択により、次のプロジェクト事業を行ってきました。
〇「ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発」（SDGsP1）
このプロジェクト（SDGsP1）は、公募分類 1（カリキュラム等開発・実践）のプロジェクトですが、

3 年目（2022 年度）の公募申請が不採択となりました。そこで、静岡大学の（プロジェクト事業）「終
了後の（経費）支援」を受けてプロジェクト内容・規模を縮小し、今年度活動を実施しました。
本報告書は、この３年次 2022（最終年度）の活動報告書（2023 年 3 月発行）です。初年次 2020（第

1 回）報告書は 2021 年 2 月、２年次 2021（第２回）報告書は 2022 年 2 月に発行しました。

SDGsP1 の目的は、SDGs 未来都市・南砺市（富山県）及び川根本町（静岡県）のホリスティックな
学校改革を支援しながら、モデル開発の研究成果を全国に発信することです。2 年次には、2 つの参
加自治体に加えて、帰還困難地の教育創造に取組む大熊町（会津若松市、3 年目は辞退）を得ました。
今回は、事業開始から３年経過しているので、その活動の全体総括も含めた報告書となっています。

P1 事業の特色は、「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を学校改革とシステム転
換に繋げる」という理論枠組みのもと、若手教育研究者（8 名から 9 名へ）を結集した組織「ESD ほ
りぷ」を立ち上げたことです。当初は、事業自体と各自治体の教育改革支援の全体像の可視化のため
に社会的インパクト評価手法であるロジック・モデル（LM）を作成し、支援活動を行う方向性を探
究しました。しかし、２年次に日本教育政策学会と共同開催した公開シンポジウム「ＥＢＰＭ時代における
教育実践と制度改革の枠組みの構築～公立学校の変革支援の枠組みをどう創るか～」を契機に次のような
取組みに転換しました。すなわち、「自治体の教育改革支援の枠組みと大学教育・教師教育の改革枠組みを
「機関包括型（whole-institution）アプローチで探究する方向性」です。

これを受けて３年次は、自治体の改革支援のさらなる推進と検証、モデル開発の理論的・実践的な総括的
な検討を行って、全国にその成果と課題を発信することとしました。主な活動は 5 点です。
１． 自治体の教育改革支援の活動等は、引き続きそれぞれの自治体で展開しています。2 つの自治体の

教育改革はプロジェクト開始から 3年経過しましたので、改革の進捗状況と成果と課題を整理しました。
２． 「モデル開発」の枠組みに基づいてまとめた「教職大学院の改革方向性」を確認して、教職大学院改革

プロジェクトを立ち上げて活動を開始し、全国５大学の教職大学院のインタビュー調査を行いました。
３． 全国５大学の教職大学院のインタビュー調査では、プロジェクトメンバーだけでなく、静岡大学教職大

学院の現職大学院生も調査に参加していただきました。他の教職大学院の現職教員との意見交換の
機会は非常に有意義であったようですので、今後の展開が期待されます。

４．若者（youth）が ESD/SDGｓの活動を企画実施する活動を行いました。大学教員が支援し、大学生が中
学校の生徒に防災・減災学習を、ESD/SDGｓの視点を入れて授業を行いました。

５．第 1 回（2021.2.4）、昨年度第 2 回（2022.1.25）に続き、プロジェクトの最終成果報告会を兼ねて、第３回
シンポジウム「複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み～令和の教育にビルドインする～」をZoomに
より、2 日間にわたり開催しました（2023.2.26<日>,27<(月)>）。

さて、中央教育審議会は「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会を置き、昨年 12 月 19 日に答
申を出し、改革工程表を示しました。答申は、学校と教師の役割の現代的な変化を指摘し、それを教師の資質・能
力向上とNITS（教職員支援機構）の整備充実による研修（学び支援）、管理職による教師に対する学びの管理と指
導の枠組みを柱にして提示しています。本プロジェクトは、答申の考え方を取り入れながらも本格的に学校のシス
テム転換を視野に入れた教育政策と学校・教師改革の実践・検証を繋げることです。
具体的には、「教師の内発的実践力を引き出し、学校制度（システム）を質的に転換する枠組み（システム思考）

を理論的実践的に探究する」ことです。残念ながら、答申には、学校と教師の構造的なシステム改革（変容）という
転換期の視点が希薄な（ない）ために、結局は教師に過重な責任を押し付ける論理（考え方）となっています。問わ
れるべきは、学校・教師のシステム構造改革に重大かつ多大な責任を負う（期待も大きい）教育政策担当者、及び
教育行政担当者のあり方・役割、指導主事や校長・副校長・教頭等の教育リーダー・学校管理職の役割（リーダー
シップ）と責任等の観点です。
内発的実践者としての教師と、教育政策・行政担当者や校長等が双方向（実践⇔学校⇔政策）の良好な円環関

係を構築できることによってのみ、実効性のある教育改革の実践を創造することができると考えます。
最終年度の本報告書がどれだけ上記の内容に迫っているかは、みなさんの評価に待つことにしますが、

この方向性で、みなさんとともに令和の教師教育改革を創造していくことを期待しており
ます。

2023（令和 5）年 3 月 10 日
梅 澤 収（静岡大学特任教授）プロジェクト（P1）リーダー  

cESDふじくん
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ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム（ᇶᖿ大学㸸㟼ᒸ大学教育学部）は、2016 年度からユネス
コ活ື㈝⿵ຓ㔠の᥇ᢥをこれまで㸱௳（ྛ最大 3 年間）ཷけています。2020 年度からは「SDGs 㐩成
の担いᡭ育成(ESD)᥎㐍事ᴗ」のබເ᥇ᢥにより、次のプロジェクト事ᴗを行ってきました。
ESD」ࠐ 実践のᇶ┙となるබ立学校の⤌⧊・ࣗ࢟ࣜ࢝ラムのモデル㛤発」（SDGsP1）
このプロジェクト（SDGsP1）は、බເ分㢮 、のプロジェクトですが（ラム➼㛤発・実践ࣗ࢟ࣜ࢝）1

3 年┠（2022 年度）のබເ⏦ㄳが不᥇ᢥとなりました。そこで、㟼ᒸ大学の（プロジェクト事ᴗ）「終
了後の（⤒㈝）支援」をཷけてプロジェクトෆᐜ・つᶍを⦰小し、今年度活ືを実᪋しました。
本報告᭩は、この㸱年次 2022（最終年度）の活ື報告᭩（2023 年 3 ᭶発行）です。ึ年次 2020（第

1 回）報告᭩は 2021 年 2 ᭶、㸰年次 2021（第㸰回）報告᭩は 2022 年 2 ᭶に発行しました。

SDGsP1 の┠的は、SDGs ᮍ᮶㒔市・南砺市（ᐩᒣ┴）ཬび川根本町（㟼ᒸ┴）のホࣜスティックな
学校改革を支援しながら、モデル㛤発の◊✲成ᯝを඲国に発ಙすることです。2 年次には、2 つの参
加自἞体に加えて、ᖐ㑏ᅔ㞴ᆅの教育創造にྲྀ⤌む大⇃町（఍ὠⱝᯇ市、3 年┠は㎡㏥）をᚓました。
今回は、事ᴗ㛤ጞから㸱年⤒㐣しているので、その活ືの඲体⥲括もྵࡵた報告᭩となっています。

P1 事ᴗの≉Ⰽは、「教師がෆ発的・創造的に実践・活ືを行い、その成ᯝを学校改革とシステム㌿
᥮に⧅ࡆる」という理論ᯟ⤌みのもと、ⱝᡭ教育◊✲者（8 ྡから 9 を⤖㞟した⤌⧊「ESD（࡬ྡ ほ
りぷ」を立ち上ࡆたことです。当ึは、事ᴗ自体とྛ自἞体の教育改革支援の඲体ീのྍ視化のたࡵ
に♫఍的インࣃクト評価ᡭἲであるロジック・モデル（LM）を作成し、支援活ືを行う方向性を᥈
✲しました。しかし、㸰年次に᪥本教育ᨻ⟇学会と共ྠ開催したබ開シン䝫ジウ䝮「䠡䠞䠬䠩時代における
教育実㊶とไ度ᨵ㠉のᯟ組みのᵓ⠏～බ立学校の変㠉ᨭ᥼のᯟ組みをどう๰るか～」をዎ機に次のような
取組みに転換しました。すな䜟䛱、「⮬治体の教育ᨵ㠉ᨭ᥼のᯟ組みと኱学教育・教ᖌ教育のᨵ㠉ᯟ組みを
「機関ໟᣓᆺ（whole-institution）䜰プロー䝏で᥈✲する方向ᛶ」です。

これを受けて３年次は、⮬治体のᨵ㠉ᨭ᥼のさらなる推進と検証、モデル開Ⓨの⌮ㄽ的・実㊶的な⥲ᣓ的
な検討を行って、全ᅜにそのᡂᯝとㄢ㢟をⓎಙすることとしました。主なάືは 5 Ⅼです。
䠍䠊 ⮬治体の教育ᨵ㠉ᨭ᥼のάື等は、ᘬき続きそれぞれの⮬治体でᒎ開しています。2 つの⮬治体の

教育ᨵ㠉はプロジェクト開ጞから 3年⤒㐣しましたので、ᨵ㠉の進ᤖ≧ἣとᡂᯝとㄢ㢟を整⌮しました。
２䠊 「モデル開Ⓨ」のᯟ組みにᇶ䛵いてまとめた「教職኱学㝔のᨵ㠉方向ᛶ」を☜ㄆして、教職኱学㝔ᨵ㠉

プロジェクトを立䛱ୖ䛢てάືを開ጞし、全ᅜ䠑኱学の教職኱学㝔のイン䝍䝡ュー調ᰝを行いました。
３䠊 全ᅜ䠑኱学の教職኱学㝔のイン䝍䝡ュー調ᰝでは、プロジェクト䝯ンバーだけでなく、㟼ᒸ኱学教職኱

学㝔の現職኱学㝔生も調ᰝに参加していただきました。他の教職኱学㝔の現職教員との意見஺換の
機会は㠀ᖖに有意義で䛒ったようですので、今後のᒎ開がᮇᚅされます。

４䠊ⱝ者（youth）が ESD/SDG䡏のάືを௻画実施するάືを行いました。኱学教員がᨭ᥼し、኱学生が中
学校の生徒に㜵⅏・ῶ⅏学⩦を、ESD/SDG䡏の視Ⅼをධれて授業を行いました。

䠑䠊➨ 1 回（2021.2.4）、᫖年度➨ 2 回（2022.1.25）に続き、プロジェクトの最⤊ᡂᯝሗ࿌会を兼䛽て、➨３回
シン䝫ジウ䝮「」㞧⣔の実㊶䋽ไ度の䜰プロー䝏のᯟ組み～令和の教育に䝡ルドインする～」をZoomに
より、2 ᪥間に䜟たり開催しました（2023.2.26<᪥>,27<(月)>）。

さて、中ኸ教育ᑂ議会は「令和の᪥本ᆺ学校教育」を担う教ᖌのᅾり方≉別部会を⨨き、᫖年 12 月 19 ᪥に⟅
⏦をฟし、ᨵ㠉ᕤ⛬表を♧しました。⟅⏦は、学校と教ᖌのᙺ๭の現代的な変化を指᦬し、それを教ᖌの資質・能
力向ୖとNITS（教職員ᨭ᥼機ᵓ）の整備඘実による研修（学びᨭ᥼）、⟶⌮職による教ᖌに対する学びの⟶⌮と指
導のᯟ組みをᰕにしてᥦ♧しています。本プロジェクトは、⟅⏦の考え方を取りධれながらも本᱁的に学校のシス
テ䝮転換を視㔝にධれた教育ᨻ⟇と学校・教ᖌᨵ㠉の実㊶・検証を⧅䛢ることです。
具体的には、「教ᖌの内Ⓨ的実㊶力をᘬきฟし、学校ไ度（システ䝮）を質的に転換するᯟ組み（システ䝮思考）

を⌮ㄽ的実㊶的に᥈✲する」ことです。ṧᛕながら、⟅⏦には、学校と教ᖌのᵓ㐀的なシステ䝮ᨵ㠉（変ᐜ）という
転換ᮇの視Ⅼがᕼⷧな（ない）ために、⤖ᒁは教ᖌに㐣㔜な責任をᢲし付けるㄽ⌮（考え方）となっています。ၥ䜟
れる䜉きは、学校・教ᖌのシステ䝮ᵓ㐀ᨵ㠉に㔜኱かつከ኱な責任を㈇う（ᮇᚅも኱きい）教育ᨻ⟇担当者、ཬび
教育行ᨻ担当者の䛒り方・ᙺ๭、指導主事や校長・๪校長・教頭等の教育リーダー・学校⟶⌮職のᙺ๭（リーダー
シップ）と責任等の観Ⅼです。
内Ⓨ的実㊶者としての教ᖌと、教育ᨻ⟇・行ᨻ担当者や校長等が཮方向（実㊶䋽学校䋽ᨻ⟇）のⰋዲな෇⎔関

係をᵓ⠏できることによってのみ、実ຠᛶの䛒る教育ᨵ㠉の実㊶を๰㐀することができると考えます。
最終年度の本報告᭩がどれだけ上グのෆᐜに㏕っているかは、みなさんの評価にᚅつことにしますが、

この方向性で、みなさんとともに令和の教師教育改革を創造していくことを期ᚅしており
ます。

2023（令和 5 ）年 3 ᭶ 10 日
梅 澤 ཰（㟼ᒸ大学≉任教ᤵ）プロジェクト（P 1）ࣜーࢲー  

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 3 年次（第 3 回）シンポジウム

ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発
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みなさま、こんにちは。㟼ᒸ大学教育学部㛗の⇃಴です。

本日はおᛁしい中を「㹃㹑㹂・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１」の第 3
回シンポジウムにご参加いただき、ㄔにありがとうございます。

とりわけ、今回ご発⾲いただきます南砺市教育㛗・ᯇ本ㅬ一ᵝ、川根本町教育㛗・ᒣୗᩧᵝ、

⟶理୺事・ᯇ本἞ᶞᵝ、また、指ᐃウ論者として、⚟▱ᒣබ立大学෸教ᤵ・⚟␊┿἞ᵝ、㛤ᬛ

国際大学෸教ᤵ・佐々木⧊ᜨᵝ、インࣃクトマネジ࣓ントラ࣎共ྠ代⾲・千葉┤⣖ᵝをはじࡵ

としまして、ከᩘの方にご参加いただき、ឤㅰ⏦し上ࡆます。   

さて、本事ᴗに先立ち、2016 年度ユネスコ活ື㈝⿵ຓ㔠「ࢢローバルேᮦの育成に向けた

ESD の᥎㐍事ᴗ」として「ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム」が᥇ᢥされ、活ືを᥎㐍

してまいりました。このコンソーシアムをẕ体として、さらに発展的に㸰つのプロジェクト、

一つは「㹃㹑㹂をᇶ㍈とした㉁の㧗いᗂඣ教育の᥎㐍と学校✀間の᥋⥆」が 2019 年度に、そ

してもう一つ、本日のプロジェクト１「㹃㹑㹂の実践のᇶ┙となるබ立学校の⤌⧊、ࣗ࢟ࣜ࢝

ラムのモデル㛤発」が 2020 年度に、いずれも文部科学省⿵ຓ事ᴗ「SDGs 㐩成の担いᡭ育成᥎

㐍事ᴗ」に᥇ᢥされました。

本プロジェクト１は、SDGs ᮍ᮶㒔市に㑅ᐃされたᐩᒣ┴南砺市や㟼ᒸ┴川根本町➼と㐃ᦠ

して、「බ立小中学校の⤌⧊・ࣗ࢟ࣜ࢝ラムのモデル㛤発を行い、ESD 実践の᥎㐍と学校改革

を両立させる▱見を඲国に発ಙ」することを┠的としています。今年度が 3 年┠に当たりま

す。

本シンポジウムでは、南砺市と川根本町における教育改革について、3 年間の成ᯝと課題を

ご報告いただくとともに、3 年間のまとࡵとして、本学教⫋大学㝔生の㉥ᫍಙኴᮁẶからは、

「複雑系アプローࢳの学校改ၿの実践◊✲」について、本学教⫋大学㝔の小岱和代≉任教ᤵか

らは、実践◊✲にᑐする指ᐃウ論者としての問題提㉳について、そして最後に、本プロジェク

トࣜーࢲーである梅澤཰≉任教ᤵより「複雑系の実践⇔制度のアプローࢳの教育改革」につい

て、発⾲させていただくணᐃです。

本日、明日と 2 日間にわたって、3 年間のྲྀ⤌みの成ᯝをⓙᵝと共有するとともに、今後の

教育改革、学校改革の᥎㐍に向け、有意義な意見஺᥮ができればと思います。そして、本プロ

ジェクトのྲྀ⤌みの成ᯝを඲国に発ಙし、SDGs 㐩成に向けたこれからの学校ࣗ࢟ࣜ࢝ラムの

あり方に、大きな一▼をᢞじることを大いに期ᚅしたいと思います。

オンラインというᙧែではありますが、活発な意見஺᥮や議論を㏻して、今後に向けて、本

事ᴗを㏻した教育改革がఙ展することを♳ᛕしまして、ごᣵᣜとさせていただきます。

本日、明日と 2 日間、どうࡒよࢁしくお願いいたします。

ॺᆪྙ࠯ఴ
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プロジェクトのᴫ要とシンポジウムの㊃᪨についてお話しさせていただきます。

今年度は、「ESD 実践のᇶ┙となるබ立学校の⤌⧊ࣗ࢟ࣜ࢝ラムのモデル㛤発」（SDGs P1）
のプロジェクトの 3 年次（最終年度）です。そこで、本モデル㛤発の考え方を明☜にするたࡵ

に、今年度シンポジウム・テーマは、「複雑系の実践⇔制度のアプローࢳのᯟ⤌み㹼令和の教

育にビルドインする㹼」としました。その㊃᪨は 3 つあります。第１に、プロジェクトの中で

2 つの自἞体（川根本町・㟼ᒸ┴と南砺市・ᐩᒣ┴）が 3 年間ྲྀり⤌んできた活ື報告につい

て、プロジェクトの成ᯝを㋃まえてお話をしていただくことです。第㸰に、教⫋大学㝔の現⫋

教員㝔生が、プロジェクトの࿡方・考え方を参考にして学校改ၿの実践◊✲を行った成ᯝを報

告していただきます。第㸱にプロジェクトの理論的ᯟ⤌みのさらなる深ᇼのたࡵに、考え方の

方向性を報告した๓回シンポジウムからの成ᯝを㋃まえて⥲括的に報告します。

第 2 回シンポジウムは、᫖年（2022 年 1 ᭶ 25 日）に行いました。「義ົ教育学校をホࣜス

ティックに構想する」というテーマで、ᖐ㑏ᅔ㞴ᆅᇦの大⇃町・⚟ᓥ┴を加えて、㸱つの自἞

体の教育改革を報告していただきました。さらに、先にも㏙べましたが「モデル㛤発のᯟ⤌み

を Whole Institution Approach の考え方で行うこと」を提᱌いたしました。

第 1 回シンポジウムは、2021 年 2 ᭶ 4 日に「ホࣜスティックな学校⤌⧊ࣗ࢟ࣜ࢝ラム改革

を考える㹼㐣␯化の㐍む川根本町と南砺市のᆅᇦ学校改革を㏻して㹼」というテーマでした。

当ึは、これを「ロジックモデル」を使ってⱝᡭ◊✲者（ほりぷ）と学校現場で一緒に㐃ᦠ・

༠ാして㐍ࡵていくことを企ᅗしました。しかし、2 年┠のプロジェクト活ືにおいて、ロジ

ックモデルよりも、もっと大きなᯟ⤌みで新しい見方・考え方が必要ではないかということで、

Whole School Approach とか Whole Institution Approach という考え方をᇶ本にᤣえる方向

にኚえたわけです。

ӡSDG㖦׽פל׭آ، 㖉㕱Ӣ֭㕲֣֭๶ౝӱӡ֭֜㕱Ӣேጵ་ॺ֭ੱࡿጊถूॹ

この SDGs P1 の１つࡵの๓ྐですが、国立大学の教員養成学部・大学㝔の改革が 2000 年

๓後からጞまっており、そのもとで学部・大学㝔においてこの ESD㸭SDGs のྲྀ⤌みがጞま

りました。⾲ 1 のように、2001 年の「在り方᠓」（国立の教員養成系大学・学部の在り方に関

する᠓ㄯ఍報告）で⃭㟈が㉮って以㝆、（国立）教員養成学部は大きな改革期に入りました。

2004 年には「国立大学のἲே化」があり、2006 年には教育ᇶ本ἲも改ᐃされました。教育学

部もつᶍがどんどん⦰小されていき、また教⫋大学㝔がつくられていく中で、㟼ᒸ大学は、

2009 年にこれまでのಟኈ課程に教⫋大学㝔をేタし、2012 年にはឡ▱教育大学と共ྠ༤ኈ課

程（共ྠ教科㛤発学ᑓᨷ、後期 3 年のみ）をつくりました。2013 年には「࣑ッシࣙンの෌ᐃ

義（教員養成分㔝）」を行うことになり、㟼ᒸ大学は教員養成学部をどうしていくのかについ

て改革構想をまとࡵて、文部科学省に提♧しました。当時学部㛗をົࡵさせていただき、さま

ざまな改革を行っていましたが、࢟ー࣡ードは「教員養成の㧗度化」でした。その㇟ᚩとなる

のは、「教員養成◊ಟ㧗度化᥎㐍ࢭンࢱー」のタ⨨でした。2016 年には、ึ➼学習㛤発学ᑓᨷ

（学習科学をᇶ㍈にして教育実践を見┤すᑓᨷ）、ཬび養ㆤ教育ᑓᨷ（心とからだの問題を担

う養ㆤ教ㅍ養成のᑓᨷ）をタ⨨しました。

その後、2020 年度にはಟኈ課程をᗫṆし教⫋大学㝔に一本化した新教⫋大学をタ⨨すると

৫बೡ౯֭ؒب׬ጅ֧ॗ֭׽פל׭آ،
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৫बೡ౯֭ؒب׬ጅ֧ॗ֭׽פל׭آ،

კᦁ ೭ӡอࣰ་ॺၟ႞ੱ೨�،׽פל׭آ㕱ӡP1ӢՔ؟՛׵՛Ӣ

プロジェクトのᴫ要とシンポジウムの㊃᪨についてお話しさせていただきます。

今年度は、「ESD 実践のᇶ┙となるබ立学校の⤌⧊ࣗ࢟ࣜ࢝ラムのモデル㛤発」（SDGs P1）
のプロジェクトの 3 年次（最終年度）です。そこで、本モデル㛤発の考え方を明☜にするたࡵ

に、今年度シンポジウム・テーマは、「複雑系の実践⇔制度のアプローࢳのᯟ⤌み㹼令和の教

育にビルドインする㹼」としました。その㊃᪨は 3 つあります。第１に、プロジェクトの中で

2 つの自἞体（川根本町・㟼ᒸ┴と南砺市・ᐩᒣ┴）が 3 年間ྲྀり⤌んできた活ື報告につい

て、プロジェクトの成ᯝを㋃まえてお話をしていただくことです。第㸰に、教⫋大学㝔の現⫋

教員㝔生が、プロジェクトの࿡方・考え方を参考にして学校改ၿの実践◊✲を行った成ᯝを報

告していただきます。第㸱にプロジェクトの理論的ᯟ⤌みのさらなる深ᇼのたࡵに、考え方の

方向性を報告した๓回シンポジウムからの成ᯝを㋃まえて⥲括的に報告します。

第 2 回シンポジウムは、᫖年（2022 年 1 ᭶ 25 日）に行いました。「義ົ教育学校をホࣜス

ティックに構想する」というテーマで、ᖐ㑏ᅔ㞴ᆅᇦの大⇃町・⚟ᓥ┴を加えて、㸱つの自἞

体の教育改革を報告していただきました。さらに、先にも㏙べましたが「モデル㛤発のᯟ⤌み

を Whole Institution Approach の考え方で行うこと」を提᱌いたしました。

第 1 回シンポジウムは、2021 年 2 ᭶ 4 日に「ホࣜスティックな学校⤌⧊ࣗ࢟ࣜ࢝ラム改革

を考える㹼㐣␯化の㐍む川根本町と南砺市のᆅᇦ学校改革を㏻して㹼」というテーマでした。

当ึは、これを「ロジックモデル」を使ってⱝᡭ◊✲者（ほりぷ）と学校現場で一緒に㐃ᦠ・

༠ാして㐍ࡵていくことを企ᅗしました。しかし、2 年┠のプロジェクト活ືにおいて、ロジ

ックモデルよりも、もっと大きなᯟ⤌みで新しい見方・考え方が必要ではないかということで、

Whole School Approach とか Whole Institution Approach という考え方をᇶ本にᤣえる方向

にኚえたわけです。

ӡSDG㖦׽פל׭آ، 㖉㕱Ӣ֭㕲֣֭๶ౝӱӡ֭֜㕱Ӣேጵ་ॺ֭ੱࡿጊถूॹ

この SDGs P1 の１つࡵの๓ྐですが、国立大学の教員養成学部・大学㝔の改革が 2000 年

๓後からጞまっており、そのもとで学部・大学㝔においてこの ESD㸭SDGs のྲྀ⤌みがጞま

りました。⾲ 1 のように、2001 年の「在り方᠓」（国立の教員養成系大学・学部の在り方に関

する᠓ㄯ఍報告）で⃭㟈が㉮って以㝆、（国立）教員養成学部は大きな改革期に入りました。

2004 年には「国立大学のἲே化」があり、2006 年には教育ᇶ本ἲも改ᐃされました。教育学

部もつᶍがどんどん⦰小されていき、また教⫋大学㝔がつくられていく中で、㟼ᒸ大学は、

2009 年にこれまでのಟኈ課程に教⫋大学㝔をేタし、2012 年にはឡ▱教育大学と共ྠ༤ኈ課

程（共ྠ教科㛤発学ᑓᨷ、後期 3 年のみ）をつくりました。2013 年には「࣑ッシࣙンの෌ᐃ

義（教員養成分㔝）」を行うことになり、㟼ᒸ大学は教員養成学部をどうしていくのかについ

て改革構想をまとࡵて、文部科学省に提♧しました。当時学部㛗をົࡵさせていただき、さま

ざまな改革を行っていましたが、࢟ー࣡ードは「教員養成の㧗度化」でした。その㇟ᚩとなる

のは、「教員養成◊ಟ㧗度化᥎㐍ࢭンࢱー」のタ⨨でした。2016 年には、ึ➼学習㛤発学ᑓᨷ

（学習科学をᇶ㍈にして教育実践を見┤すᑓᨷ）、ཬび養ㆤ教育ᑓᨷ（心とからだの問題を担

う養ㆤ教ㅍ養成のᑓᨷ）をタ⨨しました。

その後、2020 年度にはಟኈ課程をᗫṆし教⫋大学㝔に一本化した新教⫋大学をタ⨨すると

ともに、ᮍ᮶♫఍デザインᶵ構・ࢧステナビࣜティࢭンࢱーをタ⨨しました。また 2023 年度

からは。ࢢローバル共創科学部ができるணᐃです。このように大学でも SDGs ᑐᛂが㐍んで

いるのですが、どうも⤌⧊改革を行っているわりにはෆ実がకってない。私のゝい方だと、「እ

から（ᙧᘧ的に）つくっても、（᪤Ꮡの）ࣗ࢟ࣜ࢝ラムや⤌⧊などのෆ部にはᾐ㏱していない」

のです。「これをどうしたらいいのか？」という問題意㆑がここ 15 年ありす。

令和に入り、ᢡから中ኸ教育ᑂ議఍（以ୗ、中教ᑂ）が、2021 年の令和の学校教育改革の

⟅⏦、そして 2022 年 12 ᭶に教師教育改革の⟅⏦をฟしまた。「養成・᥇用・◊ಟ」を教育学

の学界では「教師教育」とゝっていますが、学校教育改革と教師教育改革の⟅⏦をどうཷけと

ラムにどうᘬき⥅いでいったらいいのか。これらのことを考えࣗ࢟ࣜ࢝・⧊⤌現在の学校、ࡵ

いくと、やはり「ESD㸭SDGs の視点で Whole Institution Approach による෌方向付けを行

わない㝈り、ࣗ࢟ࣜ࢝ラム・ᤵᴗ実践・⤌⧊改革に入っていかない」ことを実ឤしています。

これが今回シンポジウムのテーマタᐃになっています。

֭֜㕲ӱESDՔே఑ँִ֭֗֎にײبר՛ؕח׬

SDGs P1 の㸰つࡵの๓ྐですが、教育学部が୺ᖿ大学となって、2016 年度に発㊊した「㹃

㹑㹂・国際化ふじのくにコンソーシアム」を⤌⧊して 3 年間の活ືを行ったことです。「ESD・
国際化」と「国際化」を入れているのは、࣑ッシࣙンの෌ᐃ義にあたり、教育学部は‘Act Locally, 
Nationally, & Globally（and Change Shizuoka University）̓ をスロー࢞ンにᥖࡆたからで

す。このプロジェクト事ᴗは、コンソーシアム（㐃合体）⤌⧊をつくり。㟼ᒸ大学が中心にな

って、㟼ᒸ┴のユネスコ༠఍、┴・市町の教育ጤ員఍、企ᴗ、♫఍教育᪋タ➼と㐃ᦠ・༠ാし

た新しいᯟ⤌みで、しかも国際的な（アジアの）教員養成大学との㐃ᦠ➼を行っていくᯟ⤌み

で行いました。2016 年から 2018 年まで 3 年間、「このᯟ⤌みに㨦を入れるのにどうしたらい

いか」とᶍ⣴して活ືを行いましたが、ᅗ 3 のように、国際化ᣐ点「EDS for SDGs の教育実

践◊✲のたࡵの国際化ᣐ点事ᴗ」という構想ᅗ（ᅗ㸱）をまとࡵました。このᕼ有（けう）ኊ

大な構想をどう㐍ࡵるかを考えながら、ESD を具体的に今後大学でどうやっていくか。ある

いは、㟼ᒸ┴でどうやっていくかを考えながらྲྀ⤌みを行った 3 年間でした。

なお、2016 年度から 3 年間のコンソーシアム事ᴗに⥆いて、「ESD をᇶ㍈とした㉁の㧗い

ᗂඣ教育の᥎㐍㹼学校✀間の᥋⥆㹼」というプロジェクトが⏣ᐑ⦕（㟼ᒸ大学教ᤵ）先生をー

ー2ࣜࢦテ࢝ーとして、බເࢲ で᥇ᢥされて 3 年間活ືしました（P2 と࿧んでいます）。

SDG㖦 㖉㕱ӱ2020 Ⴉဗ֊׈ 3 Ⴉ৖

本プロジェクト㹎1 は 2020 年から㛤ጞしましたが、「どうしたら、බ立学校の⤌⧊・࢟ࣜ࢝

ࣗラムに⤌み込んで ESD 実践ができるようになるか？」を考え、その成ᯝを「モデル㛤発」

として඲国に発ಙする事ᴗです。

具体的な活ືについて 2020 年度には、2 つの自἞体（川根本町<㟼ᒸ┴>と南砺市<ᐩᒣ┴

>）の教育改革の支援をしながら「ESD ほりぷ（ὀ）」というⱝᡭ◊✲者を⤖㞟して教育ጤ員

఍と㐃ᦠしながら、自἞体改革のロジックモデルをどうつくり、どうやって実践したらよいか

にྲྀ⤌みました。ロジックモデル◊✲は、IML（impact management lab.）というᅋ体のア

ドバイࢧーの༠ຊをᚓました。明日の指ᐃウ論者・千葉┤⣖さんはその代⾲です。

（ὀ）ESD ほりぷ㸸͆ ESD HoRIP͇とは「ESD 関㐃のෆ在的な教師実践をホࣜスティックな
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බ立学校改革に⤖びつけるᯟ⤌み◊✲఍」‘A framework study group that links public 
schools to Holistic Reform through the Intrinsic teacher Practice of ESD̓の␎⛠

2 年度にはいり、7 ᭶に日本教育政策学఍との共ྠシンポジウムを行いました。そのテーマ

は「㹃㹀㹎㹋時代における教育実践と制度改革のᯟ⤌みの構⠏㹼බ立学校のኚ革支援のᯟ⤌み

をどう創るか㹼」です。EBPM（Evidence-Based Policy Making㸸ドᣐ<事実>にᇶづいた政

策ᙧ成）が୺ὶになってきた現代においては、とにかく࢚ビデンスをฟしてやれとゝわれ、学

校評価も࢚ビデンスというのを重視しています。しかしそもそも「࢚ビデンスの๓に実践と制

度改革のᯟ⤌みが重要ではないか」を考えるシンポジウムでした。このシンポジウムがዎᶵと

なって、࢚ビデンス࣋ースで政策ᙧ成するとしても、「問題を実践と制度の大きな関ಀ構造の

ᯟ⤌みで考える」ことがᇶ本的に重要という⤖論に至りました。そのたࡵのᇶ本的な見方・考

え方を深ᇼし、Whole Institution Approach をᇶ㍈にᤣえました。１つの改革実践をする時

に、１つの問題のᑐᛂを行い、うまくいったかいかなかったかを（▷期的に）᳨ドすることで

῭ますのではなく、１つの実践が඲体のᯟ⤌みの中でどうなっているかを見て、そこに᥋⥆さ

せ、㐃ᦠ・つながりをᣢちながら（㛗期的に）ྲྀ⤌みをやっていかないと実効性がない。そこ

（一つの問題）だけ見て（ྲྀり⤌んで）いても、඲体のとこࢁでは඲↛有効性がないというこ

とになる。そうならないたࡵにはどうしたらいいか？私は、このことを「木を見て᳃も見る」

というフࣞーࢬにまとࡵました。１つの問題にྲྀり⤌む（実践を行う）場合には、඲体とどう

関わるのかというのを議論しながらㄪ整してやっていくᯟ⤌みをᇶㄪにして、第 2 年次のそ

の後のྲྀ⤌みを行うことをィ画しました。

実をゝえば、ESD ほりぷと IML のコラ࣎による自἞体の教育改革支援のྲྀ⤌みが、コロナ

のᙳ㡪があってᑐ㠃で㐍ࡵることができない代᭰᱌というഃ㠃もありましたが、⤖ᯝ的にண期

せࡠዲ⤖ᯝとなりました。

3 年度は、以上のᯟ⤌みを教⫋大学㝔の実践◊✲にྲྀり入れていったらどうかと考えました。

そこで、඲国の教⫋大学㝔の現状をఛいながらお஫いに意見஺᥮を行う活ືを、本年度は 5 大

学（佐㈡大学・⛅⏣大学・⚟ᓥ大学・⩌㤿大学・千葉大学）について行いました。

さて、SDGs P1 自体の評価は、「発展的評価」（Developmental Evaluation）というኚ革を

㉳こすたࡵの評価の視点で行う必要があると考えています。明日 27 日、千葉┤⣖さんが指ᐃ

ウ論者をවࡡてこの点のお話とともに、本プロジェクトのコ࣓ントをしていただくணᐃです。

EBPM の時代の評価というのは、「ィ画した方向にྲྀ⤌みながら、⤯えずㄪ整し改ᐃしていく、

その場（TPO）でよりⰋき方向性を᥈ồしていくᯟ⤌み」で行うことをᇶㄪとすべきだと考え

ています。

また、今年度は「඲国 ESD コンソーシアム/ステークホルࢲー஺ὶ఍」に参加しました。

2022 年にዉⰋ教育大学にタ⨨された「ESD・SDGs ー」は、国立教員養成大学・学部ࢱンࢭ

でึࡵての ESD/SDGs の◊✲ࢭンࢱーですが、ࢭンࢱーが୺ദした඲国 ESD コンソーシア

ム➼が参加した஺ὶ఍ですが、Whole Institution Approach をᇶ㍈としたྲྀ⤌み（実践）はま

だまだ㐍んでいないという༳㇟です。

SDG㖦 㖉㕱֭ถऐ֧ड༎

本プロジェクトの 3 年間の成ᯝと課題をまとࡵました。
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බ立学校改革に⤖びつけるᯟ⤌み◊✲఍」‘A framework study group that links public 
schools to Holistic Reform through the Intrinsic teacher Practice of ESD̓の␎⛠

2 年度にはいり、7 ᭶に日本教育政策学఍との共ྠシンポジウムを行いました。そのテーマ

は「㹃㹀㹎㹋時代における教育実践と制度改革のᯟ⤌みの構⠏㹼බ立学校のኚ革支援のᯟ⤌み

をどう創るか㹼」です。EBPM（Evidence-Based Policy Making㸸ドᣐ<事実>にᇶづいた政

策ᙧ成）が୺ὶになってきた現代においては、とにかく࢚ビデンスをฟしてやれとゝわれ、学

校評価も࢚ビデンスというのを重視しています。しかしそもそも「࢚ビデンスの๓に実践と制

度改革のᯟ⤌みが重要ではないか」を考えるシンポジウムでした。このシンポジウムがዎᶵと

なって、࢚ビデンス࣋ースで政策ᙧ成するとしても、「問題を実践と制度の大きな関ಀ構造の

ᯟ⤌みで考える」ことがᇶ本的に重要という⤖論に至りました。そのたࡵのᇶ本的な見方・考

え方を深ᇼし、Whole Institution Approach をᇶ㍈にᤣえました。１つの改革実践をする時

に、１つの問題のᑐᛂを行い、うまくいったかいかなかったかを（▷期的に）᳨ドすることで

῭ますのではなく、１つの実践が඲体のᯟ⤌みの中でどうなっているかを見て、そこに᥋⥆さ

せ、㐃ᦠ・つながりをᣢちながら（㛗期的に）ྲྀ⤌みをやっていかないと実効性がない。そこ

（一つの問題）だけ見て（ྲྀり⤌んで）いても、඲体のとこࢁでは඲↛有効性がないというこ

とになる。そうならないたࡵにはどうしたらいいか？私は、このことを「木を見て᳃も見る」

というフࣞーࢬにまとࡵました。１つの問題にྲྀり⤌む（実践を行う）場合には、඲体とどう

関わるのかというのを議論しながらㄪ整してやっていくᯟ⤌みをᇶㄪにして、第 2 年次のそ

の後のྲྀ⤌みを行うことをィ画しました。

実をゝえば、ESD ほりぷと IML のコラ࣎による自἞体の教育改革支援のྲྀ⤌みが、コロナ

のᙳ㡪があってᑐ㠃で㐍ࡵることができない代᭰᱌というഃ㠃もありましたが、⤖ᯝ的にண期

せࡠዲ⤖ᯝとなりました。

3 年度は、以上のᯟ⤌みを教⫋大学㝔の実践◊✲にྲྀり入れていったらどうかと考えました。

そこで、඲国の教⫋大学㝔の現状をఛいながらお஫いに意見஺᥮を行う活ືを、本年度は 5 大

学（佐㈡大学・⛅⏣大学・⚟ᓥ大学・⩌㤿大学・千葉大学）について行いました。

さて、SDGs P1 自体の評価は、「発展的評価」（Developmental Evaluation）というኚ革を

㉳こすたࡵの評価の視点で行う必要があると考えています。明日 27 日、千葉┤⣖さんが指ᐃ

ウ論者をවࡡてこの点のお話とともに、本プロジェクトのコ࣓ントをしていただくணᐃです。

EBPM の時代の評価というのは、「ィ画した方向にྲྀ⤌みながら、⤯えずㄪ整し改ᐃしていく、

その場（TPO）でよりⰋき方向性を᥈ồしていくᯟ⤌み」で行うことをᇶㄪとすべきだと考え

ています。

また、今年度は「඲国 ESD コンソーシアム/ステークホルࢲー஺ὶ఍」に参加しました。

2022 年にዉⰋ教育大学にタ⨨された「ESD・SDGs ー」は、国立教員養成大学・学部ࢱンࢭ

でึࡵての ESD/SDGs の◊✲ࢭンࢱーですが、ࢭンࢱーが୺ദした඲国 ESD コンソーシア

ム➼が参加した஺ὶ఍ですが、Whole Institution Approach をᇶ㍈としたྲྀ⤌み（実践）はま

だまだ㐍んでいないという༳㇟です。

SDG㖦 㖉㕱֭ถऐ֧ड༎

本プロジェクトの 3 年間の成ᯝと課題をまとࡵました。

第 1 点は、このモデル㛤発のᇶ本的考え方を、「複雑系の実践⇔制度の 㑏のアプローࢳの

ᯟ⤌み」で整理できたことです。第 2 に、それを行うには、「ᶵ関ໟ括型アプローࢳ（඲体ീ）」

と「ᣢ⥆ྍ⬟性࡬の⛣行ᅗ」というのが参考になること、第 3 に学校教育改革と教師教育改

革、そして大学改革に共㏻する理論的ᯟ⤌みが、第 1 と第 2 の考え方であることを明♧でき

たことです。

それから、第 4 に成ᯝとなったのは、プロジェクトの考え方を参考にして、現⫋の教⫋大学

㝔生が、学校改ၿのアクシࣙンࣜࢧーࢳの実践◊✲を行ったことです。これからの教⫋大学㝔

の方向性としては、この実践報告はインࣃクトのあるものと思っております。今日第 1 日（26
日）の㉥ᫍ報告を⫈いて、意見・㉁問➼をᐤせていただければと思います。

最後に、「大学が自἞体の教育改革支援を行いつつ、大学自体のᙺ๭・在り方も考える」と

いうコンࢭプトで本プロジェクトを行ってきましたが、そのことが実㉁的な（効ᯝのある）プ

ラットフ࢛ーム（platform）になったことです。このプラットホームが、大学・教育ጤ員఍・

学校による㐃ᦠ・༠ാの在り方の本᮶の（実㉁的な）あり方ではないかと思います。⤌⧊（だ

け）をつくれば㐃ᦠ・༠ാしたことになるという考え方は、ᙧᘧだけ（見ᫎえだけ）で実効的・

実㉁的なことになりません。実効的・実㉁的なものとするには、ఱのたࡵにどのようなᯟ⤌み

で行うのかを᥈ồしていく「大きなᯟ⤌み」が有効です。

課題としては、令和の教育改革にどうビルドインするかという大きな実践的な課題がありま

す。これが本シンポジウムの๪題にもなっていますが、新しい教⫋大学㝔の実践◊✲、それか

ら一番重要なのは教育実習の在り方を見┤していくということが⤖⠇点となると考えていま

す。教育実習は、大学学部の養成段階の学生の学びと◊ಟ段階の学校・教師の指導の在り方を

関ಀづけている重要な⤖⠇点であるという意࿡です。

これまで「制度と実践の 㑏」を考えてきたのですが、今年度私は、政策◊✲のほ点を入れ

て、「政策⇔学校（制度⇔実践）の 㑏」というᯟ⤌み（視点）で考える時代に入っていると

考えています。その政策◊✲については、大学の「実践ࢭンࢱー⣖要 33 ᕳ」の論文をごぴく

ださい。⤖論として、「実践が制度にも政策にも 㑏する」、「政策も制度と実践を現場から学

びኚえていく」というᯟ⤌みが必要だと思っております。なお、参考㈨ᩱを pdf でまとࡵまし

たのでㄞんでいただければᖾいです。これで報告を終わります。

9
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ESO•国際化ふじのくにコンソーシアム ブロジェクト1 (P1)3年次（第3回）シンポジウム
ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発

複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み
～令和の教育にビルドインする～

2023年2月26日（日） 27日（月）
複雑系の実践＝ 丑モ
制度のアフローチの枠組み

2日間 ZOOMオンラインのみ

(13:00入室 13:30開始～16:30)
共同開催 ：静岡大学（主幹大学）

川根本町教育委員会

南砺市教育委員会

～會和の徽青にピんドインする～

心捉．含iif

＇も浴とゞ、i.;

....A喜

第2日目のスケジュール(2月27日く（月）＞）第 1部ー第3部 13:30-16:30 9...9--
シンドジウム圃漬 日食（嶋爆l
・Ill童宣貫 ・スケジュール・豊壇書（本スライトう ・注童事項•お●い攀

~13:44 

ブロジェクトの概要とシンポの企圏趣旨
編澤収(Umez．匹Osamu：静1111大学檜任艤鰻／Plブロジェクト・リーダー）
11川根本町（静岡限）の教育改革～3年間の成果と課題 司会（森透）

~15:00 

”璽
15:20-

~16:25 

16:25 

山下斉(YomoshitaH釦ぷ敏青長）

松本治書(M-H 敦青委員食讐珊主事）

指定討論佐々木織遭[(S•ul<i0心 Ill響霞霞大学灌敏授）

重見交操 1””'休憲
m複縫系の実践⇔制度のアプローチの教育改革 司会交代（小岱和代）
檎澤収（静閾大学特任教慢）

指定討綸千葉●紀(ChibaNaokiインパクトマネジメント代表）

‘‘ 意見交襖

おわりに 事務から依頼と感想の記入

・プロジェクトの概要と
シンポジウムの企画趣旨

梅澤収 P1リーダー

心ヽ
3
こ
”
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【プロジェクト名：SDGsP1】
ESD実践の基揺となる

公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発
第3回（3年次：最終年度） SDGsP1シンポジウム
2023.2.26（日）と2.27（月） 2日間

【テーマ】複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み
～令和の教育にビルドインする～

3年間のプロジェクトの活動の報告を行うとともに、この研究成果を
どのように令和の教育（改革）にビルドインするかを考えます。

① 本プロジェクトの中で2自治体が3年間取組んだ活動報告
② 教職大学院院生（現職教員）の学校改善の実践研究の報告

③ プロジェクトの理論的枠組みのさらなる検討結果の報告

を行い、意見交換します。

【プロジ了クト名：SDGsPl】
ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発

第2回 SDGSP1シンポジウム 2022,1,25（火） オンラインのみ

義務教育学校をホリスティックに構想する
~3自治体の事例を通して～

【趣旨】
3つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する
第1部出会いのセレモニー •あいさつ村山功 副学部長

号5業全体構想と2年次車業の説明
第2部 3つの自治体の学校改革報告

・川根本町・南砺市 ・大熊町の事例報告

第3部モデル開発の枠組みを深堀する
~Whole-Institution Approachによるモデル開発の考え方～

第4部惹見交換 ・指定討論者 ・質疑応答
おわりに 事務から依頼と感想終了

［プロジェクト名：SDGsPl】
ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキコラムのモデル開発

第1回 SDGSP1シンポジウム 2021.2.4（木） オンラインのみ

ホリスティックな学校組織・カリキュラム改革を考える
～過疎化の進む川根本町と南砺市の地域・学校改革を通して～

［趣旨】本プロジェクトは、「大学が自治体の教育改革を支援しながら、大学自体も
変革していく枠組み」を目指し、「自治体の教育政策においてロジックモデルをどう
活用するか」という視点で、若手教育研究者と学校現場で取組んでいる。本シンポ
ジウムは、プロジェクト概要と現況報告のあと、連携・沼働している2つの自治体の
教育改革の現状と課題、ほりぷの活動報告をしていただき、自由な意見交換を企
画しています。
1前半の部川根本町と南砺市の地域・学校改革の事例研究
・2つの自治体の学校改革概要
・ESDほりぷABCの構想とこれまでの論点

2．後半の部ホリスティックな公立学校をどうモデル化するか
【自由な意見交換1
・指定討論者とフロアからのコメント・要望
・質疑応答・大熊町報告 おわりに

5ヽ
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[2月26日・27日シンポジウム】

SDGs P1の構想の前史1

国立教員養成学部・大学院の改革実践
とESD/SDCi-sから出発（経緯1)

表1 高等教育の 歴史と国立大 学（法人 ）静岡大 学
2023年2月26日現在梅澤作成

・1949年6月新制国立大学発足 新制静岡大学（文理学部・教育学部・工学部）

・1964年教育学部課程制へ（小・中・養護）

・1965年人文学部と理学部に（文理学部改組）教養部設翌

• 1 976年教育学部に幼稚園教員養成課程定員51 0名

・1981年教育学部に修士課程設

・1989年教育学部に総合教育課程設置（定員120名）

• 1 990年教育実践指導センター設置→1 998年教育実践総合センターへ

・1995年情報学部の設置教育学部80名減教養部廃止

・1998年教育学部改組(400名）養成260名教育実践学専修新3課程140名

・2001年11月 「国立の教員養成系大学・学部の在り方に関する懇該会（在り方懇）」報告

・2004年4月国立大学法人化第1期04-09第2期10-15第3期16-21第4期22-27

・2006年教育基本法改定

・2009年教育学部養成300名』厨3課程100名教職大学院設覆併設

・2012年愛知教育大学と共同博士隷程設

・2013年11月国立大学のミッションの再定義（教員養成分野）

＊教職支援室('13)学習科学研究教育センター('13)、教員養成・研修高度化推進センター('14)

静岡大学教謡センター（全学組織．＇ 15)` 教科学研究開発センター('16)を設屈。

・2016年初等学習開発学・養護教育設置、新課程発展的竪理（定員100減）

地域創造学環(50名）創設

・2018年11月 「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」12月内閣府「SDGsアクション
ブラン2019」 12月文科省「未来検討タスクフォース報告J2019年2月高等教育・研究改革イニシ
アティブ（柴山イニシアティブ）

・2019年1月国立大学1法人複数大学制度（報告）ー5月法案成立 6月「国立大学改革方針」

・2020年新教職大学院静岡大学未来社会デザイン機構・サステナピリティセンター

•2021 1 ＾のB ^の t:. て竿 •2021 年2月「伺
教師の人材確保・質向上プランJ公表 ・2021年3月「同教師の養成4采用・研修等の仕り
方I（詣問）ー11月審請まとめ（更新制）ー2C22年12月答申（改革工秤表）
2021 年 11 月教負養成フラグシップ大学 ( 1 4件申請） 翌3月学云大•福井大・大教大・兵教大選定

·2022年教員免許更新制•更新謙習展止(7/ 1 ) 奈良教育大学ES-D•SD-Gsセンター設四

•2023年4月静岡大学グローバル共創科学部教育学部定員260名 (40名減） 予定

【今後の課題】ESD/SDGsの視点でWole一instit.ution紐pr,oachによる「再方向づlt(re・
orientation)」に取組むこと／政策・機関包括・教育者・若者・コミュニティの総合的枠組み
構築による「大学の質的改革」を行うこと→学部の組織／カリキュラム・授菜本体の改革へ

、-＄
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rミザノョンの胃宣●(2013.n.nm)JIコヽづく改軍方向性の全● 楕●見爛(2019.12月殿置）

静岡大学のミッションの再定穣（教員養成分野）

鯖..となる纏織：艤胄零•/·冑攀疇賣属 (··大攀• xゅ“""’·／糞鶴人皐膿●士··xn2隼ll..)
． ． ． ．．． ． ．．．．．． ~ ．． ． ． ． ． ． ．．．．． ． ~ ．．． ． ．． ． ．．．．．．． ． ． ． ． ．． 曇 ． ． ． ． ．．．．．． ． ．． ．． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ．．． ， ．．鳳．． ． ． ． ．噸 . .. . .. .. .. . ... . .. . ... . ... .. . . .. . . .. . . .. . ... ... . ...... . ... . .. . ... . ...... . ..... . . .. . .. .... 

！ 靡！大判'’学畠•敦膏躙覇Iな内澤詈鼠邸り大学•大需として＂岡県内の敦員璽咸敦員罰修の貫の阿よ狂たるミッションとする．＂： 
:閃|；；、後嗣博士課程までをフル畜蝿する大学とl,℃国内及びアジアの敦員賣成系大学の畏点として教.研究をもう一つのミッションとする．具：
；呻Iこl;t.'ActLocally, Nationally, & Globally (and Change Shi加akaUniversity)'(J)視者で以下の3目檀を追求する． i 
: 1)0岡県内の敦響闊磁錦矯や附属判遭との連携を通じて、a)敦剛紐の改革を行って可匡修了王の貫を鯰、b)現職＂＇加印紐 i 
；けるための這墳を提供．して現・敦員の貴貫を自上する[Locally]
; 2}回内の散・人4g/教覆成系博士繹程と遅携し敦員覆成の賃をZめるとともに、これからの敦員冒成課程を中ん的に担う人り膏戚（大 ； 
i学員の冒成）を行う[Nationally]
; 3}アジア等各国の敦員璽成大学との連携を通じて．これからの敦鼻讐成を支える敦職研究を行う[Glo四llyl ; 

. . ..4 ヽ ••匹元．． 戸啜直蘊“．． ．苅藷曾 ． ．． t ．洲清“乃碓単檜●● ヽ •西r,.,_.二． ． ．．年._. ,.,_. .,,_“ “”:.~'t•エ-. . ..2如9匹・・・←••“匹g... . ..... . .“

H

・
教
員
冑
咸
揖
緯

の

'は重•遭事賛応
り・・｛●鼻ぬ竃鼻／買鴫的■・力青虞0，，ラムの●心
・士●糧の●東·竿生震•鴫の- ...重し<••大零鶴への一＊と＞mox""賣學定）

―｀ぽ•零生室員響の鳳•L(20n響竃匹）

小零攣重ヽ 化に胄ttl!:カリキュ"“"の軍り・這纏 ・小零櫨ヴ9キュうム鷹墓へU息畢てぬ●？）
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【2月26日・27日：：ノンポジウム】

SDGs P1の構想の前史2

ESD• 国際化ふじのくにコンソーシアム
事業の成果と課題からの発想・企画
（経緯2)

． 
·•:I:11立1111艦拿か零
’",11立1iJII中零It.
・士富”立富士冨算二中
."●鳳2'置韓會冨験 ・
·••·.I!.1' '11富疇雫IIIll伊豆分鰻 I
’"'大零剛属鼻置中零校 ・匹 ！
桟
•鳳鳳中攀鱗•裏疇零設 •不＝•

参加XIれ協力いただdtる徽胃鸞員会
”' ·"彙●覧••t凰拿 , ::,jゆ 皐拿璽員9竃9

’●● •鱒llllll(ll會霞》 9:tt鯰”“"『II)

::ま :：::•モざ ：c:111 ．． 芸t
・伊宣事 ・・璽言 ・'F、Ill富 ・ff'置'1llllill • IJI夏冨
·••塁・膚偉冑 ・ 胄，，豆 ・訟鎗" • II，，旦
町

町

..’'＂" 
P戴30軍虞編r 
ヽ
I 

＇ ●内ユネスコm -— ”:9•-’ 嘱内●●交漬菖會
(5地攣協会・U99プ）

”ユネスコス9ール
・アルカ／←知直皿→ 臼 9 （鳳・"m・涵匹｝
＇夏●●れ心,..... ”…" 静岡大 学 ＇ ●内大掌 鳳内企●響 剛臼 囀 市・紐市,9..鰯 百面”箕鳥内N呵• 社拿●冑血＇

ヽ 漬約 贔J-—--· ー •---------------- llll ：：：： ノ連携・協働 文ぐ'― “仔竺，p?・？証
迄 ．o．＠ o ， ●怜如•…m .,,.-ベー、 むDコンソーシアム畳知

茫？嗅苔 子 ＊：ジャマダ大零 を竺庄土ぷこ 玄 ;;;盃二；；玉'―
I> 
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コンソーシアム事業の3年間の活動の概要く2019年1月総括会議より＞
ESD•国際化ふじのくにコンソーシアム事業は、静岡大学教育学部・大学院の改革構
想(27頁）に基づき、平成28年度—平成30年度ユネスコ活動費補助金を得て、上記の
組織体制で、 3年間活動に取り組んできた，この取組みを通じて、 ESD•国際化の活動
に取組む県内の多様なステーク ・ホルダーが、実践活動•取組や課題を共有しつつ、新
たな知見を得ることによって、地域学校協働で持綬可能なネットワークと信頼関係を
構築する基盤を形成することができた。また、 ESD•国際化の設点から静岡県内の地
域創生及び地域学校協働のための具体的な活動イメージが持てるようになった。

そこで来年(2019年）度以降も、教員養成・研修銃合型のシステム構築の観点で県
下のESD(for SDGs)と国際化を継綬して推進していきたいと考える。

その枠組みは、「E$DXPLCの教育実料研究～Dive,r,itYな社会に開かれた学校・
教師の改革のための枠絹み構築～lと整理している（図参照），
今年度申請書(2018年度）では、＇平成 31年度以降のコンソーシアム事業は、「教員
養成・研修高度化推進センター」が「ESD-SDGsコンソーシアム部門」を組織し、初等
教育開発学専攻の協力で担つていく方向で検討している。これらは、ステーク・ホルダ
ー(SH)会議で検討し承認を得る。＇としている。

この方向で来年度以降も事業継綬を行う予定であるが、そのためには来年度以降も
外部資金の獲得が重要と考えており、来年度男集プログラムに応男する予定。しかし
ながら、公募申請が採択されなかった壻合でも事業継綬ができるように、静岡大学(J)
全学予算への申諸も行いたいと考えている。具体的な活動計画は検討していく。
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ESD •国際化ふじのくにコンソーシアム事業
2016年度から2022年度の7年間

1. ESD• 国際化ふじのくにコンソーシアム事業 2016年度～2018年度
グローパル人材の育成に向けたESDの推進事業（ユネスコ活動費福助金）の採択

ーこのコンソーシアムを基盤として2つのプロジェクトを実施 ＊いずれも静岡大学主
幹

2. ESDを基軸とした賓の高い幼児教育の推進と学校種間の接続
～コンソーシアム事業を基盤とした新たなる展開～（カテゴリー2:P2)
2019年度～2021年度SDGs違成の担い手育成(ESD)推進事業（同上）の採択

3. ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムの

モデル開発 （カテゴリー1:Pl) 2020年度～2021年度
SDGs違成の担い手育成(ESD)推進事業（ユネスコ 全）r冒二こi

囀詈悶悶閉？日間のシンポ ジ` ::ふじくん
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【2月26日・27日シンポジウム】
DGs P1の構想（本事業）
ユネスコ活動費補助金
I)Gs達成の担い手育成(liSD)推進事業

ESD実践の基盤となる公立学校の組

織・カリキュラムのモデル開発

2020年度～2022年度＊

(*2022年度大学独自資金で実施）

I 本プロジェクトの目的とコンセプト
(1)目的
「ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発J
を行い、その成果を全国に発信すること

(2)目的実現の基本となるコンセブト

大学・コンソーシアムが、次の2つの活動を相互に関連付ける。
①2つの自治体の教育改革実践へ支援を行う
②公立小中学校の組織・カl)キュラムのモデル開発を行う

＊プロジェクト1の背棗と経緯（その1)
①「ESD•国際化ふじのくにコンソーシアム」 (20 1 紐渡～現在）
静岡大学教育学部が土静岡県に於けるESD(Educ.ョtionfor Sustainable Development＝持綬可
能な開発のための教育）実践の進展を目指して` 高等教育機関・学校・社会教育施設自治体行政・企業・地
域組織・市民団体組織などとネットワークを構築して活動を摂開してきた。「グローバル人材の育成に向け
たESDの推進事業J（文部科学台補助事業平成28年度ユネスコ活動閃補助金）の一つとして採択され実施
している．このコンソーシアムでは 「- 「・ ．奎 「 ；； rっt‘げ
の4つの役割を杵としている。

②コンソーシアムを母体として、本ブロジェクト1と町テして、「ESDを基軸とした臼の高い幼児教育
の推進と学校征間の接緩J（ブロジェクト2)が、 2019年度から継続している。いずれも、2019年度から開
始されたユネスコ活動閃補助金rsoGs達成の担い手育成(ESD)推進事業」に採択されたものである．

SDGsP1(2020年度初年度）の活動
・3年間／初年度の計画と組織体制
• 1年次の活動計画とその実施
① 2つの自治体の教育改革の支援 研究協議会
② ESDほりぷ（若手研究者の集団）の結集と計画化
＊注）“ESDHoRJP”とは

ESD関連の内在的な教師実践をホリスティックな公立学校
改革に結びつける枠組み研究会
'A framework study group that links public schools to Holistic 

Reform through the Intrinsic teacher Practice of ESD'の略称

③ ロジック・モデル研究

ESDほりぷとIML（インパクト・マネジメント・ラポ）と共同研究

④ シンポジウム(2021.2.4)で成果報告→報告集

5ヽ
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SDGsP1 (2-Q2J年度 2年度）の活動

① 2自治体の教育改革の支援 研究協議会の開催
② ESDほりぷと1ML（インパクト・マネジメント・ラポ）と共同研究
→コロナのために活動が大きく制限される

③ 7月 日本教育政策学会との共同シンポジウム
「EBPM時代における教育実践と制度改革の枠組みの構築
～公立学校の変革支援の枠組みをどう創るか～」

④「モデル開発」の理論と実践の研究・学習会
く1>公立学校改革への大学支援(MSカフェ：Modelfor Support) 

く2>大学教育・教師教育の改革枠組み
(UTカフェ：University& Teacher education) 

⑤若者・学生がESD/SDGsを企画実施するプロジェクト
⑥ シンポジウム(2022.1.25)で成果報告→報告集
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SDGsP1(2022年度 3年度）の活動
① 2自治体の教育改革の支援 研究協議会
② ESDほりぷと!ML（インパクト・マネジメント・ラポ）と共同研究
→コロナ・経費面の制約

③全国の教職大学院の改革の調査

5大学（佐賀第•秋田大•福島大・群馬大・千葉大）

④ 若者・学生によるESD/SDGsプロジェクト（継続）
公立中学校に「SDGsと防災・減災」の授業

⑤発展的評価(DevelopmentaIEvaluation)の学習会

2023年2月6日（千葉直紀さんの講師）
⑥シンポジウム(2023年2月26日、27日）で成果報告
→報告集

⑦ 全国ESDコンソーシアム／ステークホルダー交流会
(2023.2.17~ 2.18) 
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SDGsP1 (w.?.Q年度～2022年度）の成果と課題
【成果】① 「ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデ
ル開発」の基本的考え方を整理できた。
複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み
機関包括型アプローチと持紐可能性への移行図
・学校教育改革と教師教育改革、そして大学教育改革に共通する
理論的枠組みを構築

・現職の教職大学院生のアクションリサーチ研究
② 大学が自治体の教育改革支援を行いつつ、大学の役割・在り方（連
携・協働）を考えるプラットフォームとなった。一アイデアの源泉・基盤に
【課題】 •ESD／国際化ふじのくにコンソーシアムの今後の方向性
・ ESD実践の基盤づくりの実践・理論の研究の成果を、令和の教育改
革に具体的にどうピルドインするかつ

→新しい教識大学院の実践研究／新しい教育実習の枠組み
・政策⇔制度⇔実践の考え方で、教師の内発的な教育改革の実践力を
支援する（エンパワーメントする）取組みをどう進めていくか？
一生徒指導・学級経営／学年経営・カリ／授集実践のワンストップ・開発型で取組む！
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Ҧ ႊပ౦֭ੱूࡱॹӱथຈँַ֭໴ࣤ  }ಏ໗ईႷ֩ੱࡱৰᄯבຕ׊}

1 ႊပ౦֭ॗੳӡଵඡ֧፾ౝ࿨გ૤Ӣ

䜰 世⏺㑇⏘・஬⟠山合ᤸ㐀り集ⴠも఩⨨する山村地と田ᅬがほとんどの富山県南すの市、住

みたい田舎ランキングで全ᅜ 4 ఩、北㝣で 1 ఩の田舎で䛒る

イ 中ᚰになる町がなく 16 年前、4 町と 4 村が合体して市になった

ウ 1 つの町に 1 つの小学校と䠍つの中学校、50 年前に学校は⤫合を⤊えている

  䜶 「ㄡ䜂とり取りṧさない」をスロー䜺ンにᥖ䛢る䠯䠠䠣䡏未来㒔市に選ばれていて、

市は「一ὶの田舎」を目指している

2 ႊပ౦֭ॺ஑ᇨถሑ෕

・8 地域全ての学校を 30 年後に義務教育学校にする方向（小・中ど䛱らかに集⣙する）。「地域を

ᇶ┙とした小中一㈏教育を推進する。学校⤫合するか、義務教育学校にするかは、その地域の

小中学校の全学年が༢⣭になる 5 年前に、その地域で議ㄽする。その後、その地域の意向をᑛ

㔜し、学校のᅾり方検討委員会で、ጇ当ᛶをྫྷ࿡する。

3 ଵඡ֭ኴ༎に໴ശ֘׊፭Ꭼ֭ੱूࡱॹ

（1）現≧のၥ㢟Ⅼ

今後 10 年⤒つと 50 代のඛ生がいなくなり 20・30 代のඛ生ばかりになり教育の質がᝏくなるこ

とがᠱᛕされる（ᣢ続ྍ能ではない）。ᴟ小つᶍ校ばかりになる。

（2）令和 2 年以㝆、3 つのᰕを立てて教育ᨵ㠉に取り組䜐

䜰 䝏ー䝮担任ไの導ධ（令和２年から実施 学校䝺ベルで行う）

イ 小中一㈏教育の実施（令和３年から実施 各地域䝺ベルで行う）     

ウ 部άືᨵ㠉（令和２年委員会立䛱ୖ䛢 教育委員会主導 市全体で一ᣓして行う）

4 ᆪঊ၌ूॹ֭ුྜྷඡੳ֧ड༎ӡ፭Ꭼ㕲Ⴉဗ⿤Ӣ

（1）目的：教ᖌの働き方ᨵ㠉を目的としたᅵ・᪥の部άືの地域⛣行(ᨻᗓ)ではなく、ᣢ続ྍ能な南

砺市の生ᾭス䝫ー䝒、文化・ⱁ⾡άືのᇶ┙䛵くりを目的とする。

（2）ඛに設⨨した䛄部άືのᅾり方検討委員会䛅のᥦゝにᚑって具体化を図る

（3）具体的な対応

䜰 ᅵ᪥だけでなく、ᖹ᪥ 2 ᪥もྵめての地域⛣行をする

  イ 中学校だけでなく、小学校ẁ㝵もྵめての地域⛣行をする

  ウ す䜉ての学校を≉ㄆ校とし、市全体としてከ様な部άືをṧすため、各➇ᢏ・種目䠍～2 ⟠所

に集⣙し、各学校にᣐⅬ部άືを⨨く

  䜶 市域がᗈく人ཱྀがᑡないことから、学校部άືと連ᦠしたᣐⅬ校ᆺクラ䝤と、ᣐⅬ校をక䜟な

い地域ᆺクラ䝤の 2 䝍イプをㄆめ、市からάື㈝をຓᡂする

（4）現ᅾの≧ἣと今後の取組み：令和 10 年の᏶全実施を目指す

  PTA や中学校校長会、市体育協会、市ス䝫ー䝒ᑡ年ᅋ、⥲合ᆺス䝫ー䝒クラ䝤と協議し、各ᅋ  

体のᕼᮃを調整し、教育委員会᱌をసᡂする。今後各ᅋ体の調整を図る

                                （文㈐㸸ᯇ本ㅬ一）
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Ҧ ႊပ౦֭ੱूࡱॹӱथຈँַ֭໴ࣤ  }ಏ໗ईႷ֩ੱࡱৰᄯבຕ׊}

1 ႊပ౦֭ॗੳӡଵඡ֧፾ౝ࿨გ૤Ӣ

䜰 世⏺㑇⏘・஬⟠山合ᤸ㐀り集ⴠも఩⨨する山村地と田ᅬがほとんどの富山県南すの市、住

みたい田舎ランキングで全ᅜ 4 ఩、北㝣で 1 ఩の田舎で䛒る

イ 中ᚰになる町がなく 16 年前、4 町と 4 村が合体して市になった

ウ 1 つの町に 1 つの小学校と䠍つの中学校、50 年前に学校は⤫合を⤊えている

  䜶 「ㄡ䜂とり取りṧさない」をスロー䜺ンにᥖ䛢る䠯䠠䠣䡏未来㒔市に選ばれていて、

市は「一ὶの田舎」を目指している

2 ႊပ౦֭ॺ஑ᇨถሑ෕

・8 地域全ての学校を 30 年後に義務教育学校にする方向（小・中ど䛱らかに集⣙する）。「地域を

ᇶ┙とした小中一㈏教育を推進する。学校⤫合するか、義務教育学校にするかは、その地域の

小中学校の全学年が༢⣭になる 5 年前に、その地域で議ㄽする。その後、その地域の意向をᑛ

㔜し、学校のᅾり方検討委員会で、ጇ当ᛶをྫྷ࿡する。

3 ଵඡ֭ኴ༎に໴ശ֘׊፭Ꭼ֭ੱूࡱॹ

（1）現≧のၥ㢟Ⅼ

今後 10 年⤒つと 50 代のඛ生がいなくなり 20・30 代のඛ生ばかりになり教育の質がᝏくなるこ

とがᠱᛕされる（ᣢ続ྍ能ではない）。ᴟ小つᶍ校ばかりになる。

（2）令和 2 年以㝆、3 つのᰕを立てて教育ᨵ㠉に取り組䜐

䜰 䝏ー䝮担任ไの導ධ（令和２年から実施 学校䝺ベルで行う）

イ 小中一㈏教育の実施（令和３年から実施 各地域䝺ベルで行う）     

ウ 部άືᨵ㠉（令和２年委員会立䛱ୖ䛢 教育委員会主導 市全体で一ᣓして行う）

4 ᆪঊ၌ूॹ֭ුྜྷඡੳ֧ड༎ӡ፭Ꭼ㕲Ⴉဗ⿤Ӣ

（1）目的：教ᖌの働き方ᨵ㠉を目的としたᅵ・᪥の部άືの地域⛣行(ᨻᗓ)ではなく、ᣢ続ྍ能な南

砺市の生ᾭス䝫ー䝒、文化・ⱁ⾡άືのᇶ┙䛵くりを目的とする。

（2）ඛに設⨨した䛄部άືのᅾり方検討委員会䛅のᥦゝにᚑって具体化を図る

（3）具体的な対応

䜰 ᅵ᪥だけでなく、ᖹ᪥ 2 ᪥もྵめての地域⛣行をする

  イ 中学校だけでなく、小学校ẁ㝵もྵめての地域⛣行をする

  ウ す䜉ての学校を≉ㄆ校とし、市全体としてከ様な部άືをṧすため、各➇ᢏ・種目䠍～2 ⟠所

に集⣙し、各学校にᣐⅬ部άືを⨨く

  䜶 市域がᗈく人ཱྀがᑡないことから、学校部άືと連ᦠしたᣐⅬ校ᆺクラ䝤と、ᣐⅬ校をక䜟な

い地域ᆺクラ䝤の 2 䝍イプをㄆめ、市からάື㈝をຓᡂする

（4）現ᅾの≧ἣと今後の取組み：令和 10 年の᏶全実施を目指す

  PTA や中学校校長会、市体育協会、市ス䝫ー䝒ᑡ年ᅋ、⥲合ᆺス䝫ー䝒クラ䝤と協議し、各ᅋ  

体のᕼᮃを調整し、教育委員会᱌をసᡂする。今後各ᅋ体の調整を図る

                                （文㈐㸸ᯇ本ㅬ一）

ҧ ๖௠቎ྎ֭ੱूࡱॹ

๖௠቎ྎ֭ੱूࡱॹ   ෗୵ଲ൛དࡰにおၟ׊֐නց֤ࡱੱ׊֎り

⿤בؠ׼ؗפ׸׭آঊዿ֖֞ಏ໗ईႷ֩ॺ஑֤֎り⿤

๖௠቎ྎ֭ॺ஑௺ᇨב౪୶֖֞౗ຎ֭־ஓཝ

㕱 ๖௠቎ྎ֭ॺ஑௺ᇨՔੱूࡱॹ֭ॗጅ

学校ᩘ、小学校４校、中学校２校。ᖹᡂ 27 年から、小つᶍ校の䝯リットを生かした学校間連ᦠ授業

（RG 授業）やᖹᡂ 29 年から、ICT 機ჾの⎔ቃ整備を඘実さ䛫る等、≉Ⰽ䛒る次世代教育を指向し

た学校教育䝡ジョンを推進してきた。

ᑡ子化がさらに進み、小つᶍ化した学校での教育άືや学校のᏑ続をᚰ㓄するኌが、保護者や

地域住民から⪺かれるようになり、ᖹᡂ 30年「川根本町立学校設⨨適ṇ化および教育の䛒り方検討

協議会および研✲会」を設⨨し、２年間をかけて協議会、研✲会を実施した。協議会は令和２年「ᣢ

続ྍ能な町䛵くりの視Ⅼから、義務教育学校２校への再編が適ษで䛒る」という⟅⏦を♧した。

川根本町教育委員会では、この⟅⏦にᇶ䛵き、令和䠑年度に義務教育学校「（௬⛠）本川根学ᅬ」

の設⨨および「（௬⛠）中川根小学校」の再編を、令和６年度に義務教育学校「（௬⛠）中川根学ᅬ」

の設⨨という学校再編の方㔪を決定し、学校再編計画を進めてきている。

令和４年町議会３月定౛会において、義務教育学校２校の開設にᚲせなᕤ事㈝をྵ䜐、学校再

編に関連するண⟬への⌮ゎがᚓられ䛪、学校再編計画は一時೵Ṇとなった。関係機関と連絡調整

を図りながら、校舎の฼ά⏝を再度見直し、ᨵ修ᕤ事㈝などの⥭⦰を検討した。୪行し、学校再編

説明会を再度実施し、本町が目指す学校再編計画について説明を㔜䛽た。

令和４年８～９月の町議会において、校舎ᨵ修ᕤ事にకう再設計業務委クண⟬や学校⤫合に係

る学校設⨨᮲౛の一部ᨵṇなどがྍ決され、学校再編計画を再ጞືさ䛫ることとなり現ᅾに⮳る。

᪂たな学校再編ス䜿ジュールは、当ึ計画より一部変更し、令和䠑年度「（௬⛠）中川根小学校」

への再編を、令和６年度「（௬⛠）本川根学ᅬ」と「（௬⛠）中川根学ᅬ」の義務教育学校 2 校ྠ時開

校ண定となっている。

㕲 ఢถ֭ؠ׼ؗפ׸׭آ

学校再編の䛽らいは、中山間地域における小つᶍ校の䝯リットを最኱㝈に生かしたᣢ続ྍ能な次

世代教育の実現で䛒る。そのため、「ほりぷ」などからのᨭ᥼を受け、令和２年度に「SDG䡏、ESDの⌮

ᛕにᇶ䛵いたᣢ続ྍ能な町䛵くり・学校䛵くりをྍ能にするロジックモデル」をసᡂした。సᡂに䛒た

り、最⤊䜰ウト䜹䝮から検討し、SDGs の視Ⅼと ESD の視Ⅼから令和７年度以㝆の学校や児童生徒、

地域の≧ἣをイ䝯ージし、次に、中間䜰ウト䜹䝮（令和䠑・６年のጼ）、ึᮇ䜰ウト䜹䝮（令和３・４年のጼ）

を᝿定した。キーワードを「教員の内Ⓨ的な䜰ウト䜹䝮」と఩⨨付け、教員の主体ᛶを㔜視したいと考

えた。

㕳 ጅॗ־ঊዿ֖֞೘りຎבؠ׼ؗפ׸׭آ

（䠍）令和２年度の取り組み

・ロジックモデルのసᡂ

・各種説明会での説明、意見集⣙（小中学校、子育てᨭ᥼䝉ン䝍ー、保育ᅬ、ᗂ⛶ᅬ、住

民、議会等）

・⥲合教育会議における方㔪の決定、䜰ン䜿ートのศᯒをᇶにした議会説明

・義務教育学校再編に係る設計委ク業務⥾⤖

・コミュニティ・スクールのディ䝺ク䝍ー、コーディ䝛ー䝍ーの人選

・義務教育学校再編プロジェクトのᯟ組みに関する協議（町内校長会）
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・次世代教育の実現を目指した「個別最適化」された学びの試行（各学校異学年協業授業、東村

山市立久米川東小とのオンライン授業実施）

（２）令和３年度の取り組み

・コンピテンシーベースで語り合う義務教育学校再編プロジェクト全体会（４月：全教職員参加）

・地域の方がファシリテートした「地域・学校みんなで子どもの未来を考えるワークショップ」を開催

（７月：保護者・地域の方代表・全教職員が参加、ほりぷ櫻井様指導講評）

・義務教育学校再編プロジェクトワーキング

教頭ワーキング…目指す児童生徒像検討部として、９年間で身に付けたい資質能力、目指す学

校像、児童生徒像等について、バックキャスティングで協議、検討した。

教務主任ワーキング…ほりぷ佐々木様、千葉様、篠田様に御協力いただき、行事検討部会を実

施（オンライン）した。「当たり前を見直す」「９年間で付けたい力から行事を考える」等の観の転換を

図った。

その他、施設設備検討部会、研修推進部会等を実施している。

・コミュニティ・スクールのキーパーソン（委員：地域の方、保護者等）の人選

・小中兼務教員による各小中学校の授業を担当、実施 等

（３）令和４年度の取り組み

＜教育委員会の主な取り組みは以下のとおり＞

・学校再編計画の見直し、各学校、関係機関の連絡・調整

・地域・保護者への学校説明会の実施（町内６ヵ所、計８回）

・校名プロジェクト（９月～３月）を推進（募集、選考、協議、決定）

・視察研修（富山県南砺つばき学舎、名古屋市立山吹小学校）

・コミュニティ・スクールの試行的取り組み（南・北それぞれ学校運営協議会を開催）

＜学校の主な取り組みは以下のとおり＞

・保護者や住民の思いを受けて実施した臨時保護者会、保護者説明会

・RG 授業・異校種異学年協業によるワークショップの実施

・18 グループによる教職員ワーキング（９月～11 月）、教職員の観の転換を図るワークショップ（２

月）等の実施

㕴 ಲ๯בවりᇪ֢֥

・ロジックモデルを校長会と共有しながら学校の現場の思いに寄り添って進めたことで、教育委員

会からのトップダウンではなく、学校現場の主体意識が高まった。

・バックキャスティングの考え方が浸透し、目標の共有、いつまでにどうなっているかなど視覚化す

ることができ、学校再編に向けた取り組みを具現化することができた。

・校長会が主体でプロジェクトワーキングを推進してきたことで、これからの川根本町が目指す教

育について教職員一人一人に浸透した。

・ロジックモデルについて何をもって評価とするか。検証方法や計画変更時の見直しについて、ス

ピード感をもって臨機応変に対応し共有したい。

・これからの時代を生きていく児童生徒には、SDGs の考え方を深められるように、教職員には

ESD の考え方が浸透できるように、今後も継続して働き掛けていきたい。（文責：松本治樹）
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・次世代教育の実現を目指した「個別最適化」された学びの試行（各学校異学年協業授業、東村

山市立久米川東小とのオンライン授業実施）

（２）令和３年度の取り組み

・コンピテンシーベースで語り合う義務教育学校再編プロジェクト全体会（４月：全教職員参加）

・地域の方がファシリテートした「地域・学校みんなで子どもの未来を考えるワークショップ」を開催

（７月：保護者・地域の方代表・全教職員が参加、ほりぷ櫻井様指導講評）

・義務教育学校再編プロジェクトワーキング

教頭ワーキング…目指す児童生徒像検討部として、９年間で身に付けたい資質能力、目指す学

校像、児童生徒像等について、バックキャスティングで協議、検討した。

教務主任ワーキング…ほりぷ佐々木様、千葉様、篠田様に御協力いただき、行事検討部会を実

施（オンライン）した。「当たり前を見直す」「９年間で付けたい力から行事を考える」等の観の転換を

図った。

その他、施設設備検討部会、研修推進部会等を実施している。

・コミュニティ・スクールのキーパーソン（委員：地域の方、保護者等）の人選

・小中兼務教員による各小中学校の授業を担当、実施 等

（３）令和４年度の取り組み

＜教育委員会の主な取り組みは以下のとおり＞

・学校再編計画の見直し、各学校、関係機関の連絡・調整

・地域・保護者への学校説明会の実施（町内６ヵ所、計８回）

・校名プロジェクト（９月～３月）を推進（募集、選考、協議、決定）

・視察研修（富山県南砺つばき学舎、名古屋市立山吹小学校）

・コミュニティ・スクールの試行的取り組み（南・北それぞれ学校運営協議会を開催）

＜学校の主な取り組みは以下のとおり＞

・保護者や住民の思いを受けて実施した臨時保護者会、保護者説明会

・RG 授業・異校種異学年協業によるワークショップの実施

・18 グループによる教職員ワーキング（９月～11 月）、教職員の観の転換を図るワークショップ（２

月）等の実施

㕴 ಲ๯בවりᇪ֢֥

・ロジックモデルを校長会と共有しながら学校の現場の思いに寄り添って進めたことで、教育委員

会からのトップダウンではなく、学校現場の主体意識が高まった。

・バックキャスティングの考え方が浸透し、目標の共有、いつまでにどうなっているかなど視覚化す

ることができ、学校再編に向けた取り組みを具現化することができた。

・校長会が主体でプロジェクトワーキングを推進してきたことで、これからの川根本町が目指す教

育について教職員一人一人に浸透した。

・ロジックモデルについて何をもって評価とするか。検証方法や計画変更時の見直しについて、ス

ピード感をもって臨機応変に対応し共有したい。

・これからの時代を生きていく児童生徒には、SDGs の考え方を深められるように、教職員には

ESD の考え方が浸透できるように、今後も継続して働き掛けていきたい。（文責：松本治樹）

Ҩ ESD ֺりֶ ֧ IMLӡ׽פ؆بיՔؓ׽بؖ׭׿Քؑ؞Ӣ

ほりぷでは、本事ᴗを㏻じて、以ୗの஧点にྲྀり⤌んできた。第一に自἞体の教育改革に関

わるྲྀり⤌みを⫈ྲྀし、その成ᯝや課題について᳨ウすること（自἞体支援活ື）。第஧に教

師が教育改革・学校改革（ኚ革）に関わって、それを自分ごととしてྲྀり⤌みつつ、自らのᑓ

㛛性を㧗ࡵられるようなෆ発的な改革実践・⫋⬟成㛗をಁ㐍するようなᯟ⤌みを構⠏すること

（教師支援活ື）である。

ึ年度はࣜソースࣃーソンとの学習఍を㏻じて㸪ESD や㐣␯自἞体の教育改革に㈨する▱

見を深ࡵること、自἞体教育政策のたࡵのロジックモデルの在り方の᳨ウを行ってきたほか、

自἞体࡬のゼ問⪺きྲྀりㄪᰝを㏻じて、義ົ教育学校タ⨨に関わる一㐃の改革の実ែᢕᥱをヨ

みてきた。COVID-19 のᙳ㡪もあり、ゼ問ㄪᰝが制⣙される中で、ྍ ⬟な⠊ᅖでのㄪᰝཬびオ

ンラインを活用した࣡ークシࣙップ➼を実᪋してきたが、自἞体支援ཬび教師支援活ືのいず

れにおいても不඘分な⤖ᯝとなり、自἞体の改革実践に㈉⊩できなかった点は᜼やまれる点で

ある。なお、2 年次には、教員をᑐ㇟としたᐃ性的ㄪᰝ◊✲を㐍ࡵるにあたり、◊✲೔理上の

ㅖ問題について᳨ウを行い、一㐃のィ画に೔理的な問題がないことを☜ㄆした。

2022 年度は事ᴗが᥇ᢥされなかったたࡵほりぷとしての活ືを行っていないが、ಶ々の◊

✲者༢఩では、๓年度までの▱見にᇶづいたㄪᰝ◊✲を⥅⥆した。┤᥋の成ᯝではないが一例

をᣲࡆると、教師支援活ືの中で着┠した Priestly et al.(2015, Teacher Agency: An 
Ecological Approach, Bloomsbury Academic)の Ecological Teacher Agency の理論ᯟ⤌みを

援用した、学校改革に関わる教師の行ືኚᐜの࣓ࢬࢽ࢝ム解明を┠指す実ド◊✲を㐍2022、ࡵ
年度教師教育学఍大఍において自⏤◊✲発⾲を行った（ᮃ᭶⪔ኴ・木場⿱⣖・Ḉ஭┤㍤・梅澤

཰「小つᶍ学校におけるኚ革に向き合う教師の行Ⅽとㄆ㆑̿Ecological Teacher Agency のほ

点から̿」日本教師教育学఍第 32 回◊✲大఍、2022 年）。現在、論文ᇳ➹を㐍ࡵており学఍

ㄅ࡬のᢞ✏をணᐃしている。（文㈐㸸Ḉ஭┤㍤）
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ಲ๯֭ॗጅ

私たちは、ESD の一⎔として㜵⅏教育に↔点を当て、令和 4 年 11 ᭶に教育実践を行いまし

た。㟼ᒸ市ෆのබ立中学校 1 校に༠ຊしていただき、1 年生の඲生ᚐをᑐ㇟に㜵⅏ᤵᴗを行い

ました。ᤵᴗを作成していくにあたっての生ᚐの⫼ᬒとして、体系的に㜵⅏教育をཷけている

こと、そして実際にྎ㢼 15 ྕのỈᐖを㌟近に⤒㦂しています。ᑐ㇟生ᚐは、⥲合的な学習の

時間に㏻年のࣗ࢟ࣜ࢝ラムとして㜵⅏教育をཷけており、自ຓをテーマにᵝ々なഃ㠃から▱㆑

思考を深ࡵています。第㸰学年では㜵⅏のテーマの中でも「共ຓ」について、᪤習の自ຓのෆ

ᐜをᇶに学習を深ࡵていくࣗ࢟ࣜ࢝ラムが⦅成されています。11 ᭶は学習のまとࡵに入る時

期であり、これまでの学習を㋃まえて次学年の共ຓに⧅がるようなテーマをᢅいたいと考えま

した。また、校༊が令和 9 ᭶にྎ㢼 15 ྕの⿕ᐖに㐼いました。᩿Ỉが 1 㐌間⥆き、場ᡤによ

ってはᗋ上ᾐỈし生活⎔ቃに⏒大な⿕ᐖがฟました。

本ᤵᴗは、⅏ᐖ発生時・┤後・1 㐌間以ෆの中から、中学生が活ືするにあたってẚ㍑的༴

㝤性のᑡない発生から 1 㐌間以ෆの⅏ᐖ᚟ᪧ場㠃を想ᐃし、生ᚐがこれまでの学習や⤒㦂を

㋃まえ、「自分たちにできること」を改ࡵて考えるᶵ఍を作りたいと考えて実践を行いました。

Ỉᐖの⅏ᐖ᚟ᪧの中でᅵ◁Ύᤲ・⤥Ỉで㉳こりうるࢣースをタᐃし、どのようにすれば༠ാし

て᚟ᪧ活ືができるのか考えてもらう活ືをタᐃしました。これらの活ືを㏻じて、㜵⅏を

「自分ごと」としてᤊえ、ᆅᇦ♫఍の一員として自分にఱができるのかを୺体的に考えること

を┠指しています。⤥Ỉでタᐃしたࢣースは次の㏻りです（１㑊㞴ᡤに⤥Ỉ㌴が฿着しました。

㸰Ỉが≉に必要なᐙᗞもあり、ከくもらえないかと┦ㄯが入った。㸱ࡦとᐙᗞ当たりの㔞をᏲ

らないとみんなに㓄ることがฟ᮶ない。㸲みんなの▱ᜨを㈚してください㸟）。また、ᅵ◁Ύ

ᤲでタᐃしたࢣースは次の㏻りです（１私たちの学校は、先日のὥỈによるᾐỈのᙳ㡪で教ᐊ

がᅵ◁でởれてしまい、しばらくఇ校になってしまいました。㸰どうやらᆅᇦのおᐙやおᗑも

ᾐỈでᅵ◁が入ってしまい、とても大ኚそうです。㸱みんながᏳ心して㐣ごせる⎔ቃを作って

あࡆたい。㸲みんなの▱ᜨを㈚してください㸟）。⌜でどちらか一方のࢣースについて意見を

ฟし合ってもらい、その後、㐪うࢣースで話し合った生ᚐをΰࡐたࢢループに෌⦅し、意見஺

᥮をしてもらいました。

ถऐ֧ड༎

成ᯝとしては、活ື中生ᚐの体㦂や思いについてㄒられる場㠃がከくみられたことです。⅏

ᐖを題ᮦとしてᢅう以上、教育者として最大㝈の㓄៖がồࡵられ、活ືがᅔ㞴になることが

ከ々あります。それでも、⅏ᐖを⤒㦂したேがㄒる時間は、㜵⅏教育において時に重要な学習

活ືとなります。⤒㦂を㏻してឤじたこと、考えたことをもとに課題に向き合い、解決に向か

う学習活ືは、学習の≺いであった「自分ごと」としてᤊえる上でとても重要だと考えていま

す。

課題としてあࡆられるのは、実践を㛗期的・⥅⥆的に行うことができなかった点です。㜵⅏

に㝈らず、学校教育は༢ඖを㏻した学習が㠀ᖖに重要となっており、今回の実践は時間の関ಀ

上、一回のみで終わってしまいました。実践を行わせていただいた中学校は、㜵⅏教育を 3 年

間かけて行なっており、その点では㛗期的・⥅⥆的な学習となっているが、◊✲⿵佐員として

実践にᦠわる以上、複ᩘの実践を行なってみたかったとゝう想いはあります。（文㈐㸸ᒣ本ౡ

㔛Ꮚ・す本᐀ᑗ）

7
 

5ヽ

“~5 



ҩ ೓ೄ،׽פל׭آ

ಲ๯֭ॗጅ

私たちは、ESD の一⎔として㜵⅏教育に↔点を当て、令和 4 年 11 ᭶に教育実践を行いまし

た。㟼ᒸ市ෆのබ立中学校 1 校に༠ຊしていただき、1 年生の඲生ᚐをᑐ㇟に㜵⅏ᤵᴗを行い

ました。ᤵᴗを作成していくにあたっての生ᚐの⫼ᬒとして、体系的に㜵⅏教育をཷけている

こと、そして実際にྎ㢼 15 ྕのỈᐖを㌟近に⤒㦂しています。ᑐ㇟生ᚐは、⥲合的な学習の

時間に㏻年のࣗ࢟ࣜ࢝ラムとして㜵⅏教育をཷけており、自ຓをテーマにᵝ々なഃ㠃から▱㆑

思考を深ࡵています。第㸰学年では㜵⅏のテーマの中でも「共ຓ」について、᪤習の自ຓのෆ

ᐜをᇶに学習を深ࡵていくࣗ࢟ࣜ࢝ラムが⦅成されています。11 ᭶は学習のまとࡵに入る時

期であり、これまでの学習を㋃まえて次学年の共ຓに⧅がるようなテーマをᢅいたいと考えま

した。また、校༊が令和 9 ᭶にྎ㢼 15 ྕの⿕ᐖに㐼いました。᩿Ỉが 1 㐌間⥆き、場ᡤによ

ってはᗋ上ᾐỈし生活⎔ቃに⏒大な⿕ᐖがฟました。

本ᤵᴗは、⅏ᐖ発生時・┤後・1 㐌間以ෆの中から、中学生が活ືするにあたってẚ㍑的༴

㝤性のᑡない発生から 1 㐌間以ෆの⅏ᐖ᚟ᪧ場㠃を想ᐃし、生ᚐがこれまでの学習や⤒㦂を

㋃まえ、「自分たちにできること」を改ࡵて考えるᶵ఍を作りたいと考えて実践を行いました。

Ỉᐖの⅏ᐖ᚟ᪧの中でᅵ◁Ύᤲ・⤥Ỉで㉳こりうるࢣースをタᐃし、どのようにすれば༠ാし

て᚟ᪧ活ືができるのか考えてもらう活ືをタᐃしました。これらの活ືを㏻じて、㜵⅏を

「自分ごと」としてᤊえ、ᆅᇦ♫఍の一員として自分にఱができるのかを୺体的に考えること

を┠指しています。⤥Ỉでタᐃしたࢣースは次の㏻りです（１㑊㞴ᡤに⤥Ỉ㌴が฿着しました。

㸰Ỉが≉に必要なᐙᗞもあり、ከくもらえないかと┦ㄯが入った。㸱ࡦとᐙᗞ当たりの㔞をᏲ

らないとみんなに㓄ることがฟ᮶ない。㸲みんなの▱ᜨを㈚してください㸟）。また、ᅵ◁Ύ

ᤲでタᐃしたࢣースは次の㏻りです（１私たちの学校は、先日のὥỈによるᾐỈのᙳ㡪で教ᐊ

がᅵ◁でởれてしまい、しばらくఇ校になってしまいました。㸰どうやらᆅᇦのおᐙやおᗑも

ᾐỈでᅵ◁が入ってしまい、とても大ኚそうです。㸱みんながᏳ心して㐣ごせる⎔ቃを作って

あࡆたい。㸲みんなの▱ᜨを㈚してください㸟）。⌜でどちらか一方のࢣースについて意見を

ฟし合ってもらい、その後、㐪うࢣースで話し合った生ᚐをΰࡐたࢢループに෌⦅し、意見஺

᥮をしてもらいました。

ถऐ֧ड༎

成ᯝとしては、活ື中生ᚐの体㦂や思いについてㄒられる場㠃がከくみられたことです。⅏

ᐖを題ᮦとしてᢅう以上、教育者として最大㝈の㓄៖がồࡵられ、活ືがᅔ㞴になることが

ከ々あります。それでも、⅏ᐖを⤒㦂したேがㄒる時間は、㜵⅏教育において時に重要な学習

活ືとなります。⤒㦂を㏻してឤじたこと、考えたことをもとに課題に向き合い、解決に向か

う学習活ືは、学習の≺いであった「自分ごと」としてᤊえる上でとても重要だと考えていま

す。

課題としてあࡆられるのは、実践を㛗期的・⥅⥆的に行うことができなかった点です。㜵⅏

に㝈らず、学校教育は༢ඖを㏻した学習が㠀ᖖに重要となっており、今回の実践は時間の関ಀ

上、一回のみで終わってしまいました。実践を行わせていただいた中学校は、㜵⅏教育を 3 年

間かけて行なっており、その点では㛗期的・⥅⥆的な学習となっているが、◊✲⿵佐員として

実践にᦠわる以上、複ᩘの実践を行なってみたかったとゝう想いはあります。（文㈐㸸ᒣ本ౡ

㔛Ꮚ・す本᐀ᑗ）
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「ESD 実践のᇶ┙となるබ立学校の⤌⧊ࣗ࢟ࣜ࢝ラムのモデル㛤発」をどういう意ᅗで

ጞࡵたのかをお話します。2016 年から 3 年間コンソーシアム事ᴗを行いましたが、「ユネ

スコスクルーの実践の学習఍（◊ಟ఍）・࢝フェ➼をやってみると「とてもいい㸟」とい

うኌが教員からฟてくるのですが、自分の໅ົする学校඲体でみんなでそれをやࢁうよと

提᱌しても、そうはならないということでした。බ立学校は、そんなことやっているᬤが

ないというヂ（状況）です。学校のᢪえる問題・課題はオンࣞࣃードでそれらにᑐᛂする

だけでᡭいっࡥい、新しいことは入るవᆅがありませんという཯ᛂだったのです。例えば、

新しく「ۑۑ教育」（ࣜࣕ࢟ア教育、⎔ቃ教育、⚟♴教育など）がୗりてくると、学校で

は担当者を決ࡵ、その担当者が௚の教員の方々に「こうやってください」「ああやってく

ださい」と㢗んでも、ᇶ本的にᘬきཷけないたࡵのண㜵⥺をᙇる、またᘬきཷけた当ேも

「うるさ型」にゝわれたから➼のᙧでᑐᛂしている。だから、㈐任者がྲྀ⤌みのたࡵに㦁

けど、௚の教員は「ᡃ関せず」「ゝわれたことだけを㐺当にやる」というᑐᛂになってࡄ

いる。

փֽ֭ॺ஑֭ஓ່ӱၾᄇ࿨ಲ๯֋਍֒֩׈փ

いまの学校は、ෆ発的な実践（ྲྀ⤌み）になっていない構造が根ᙉくᏑ在しています。

文部科学省が時代・♫఍のኚ化のᑐᛂやᏊども問題のᑐᛂのたࡵに▮⥅ࡂ᪩の᪋策を㏻

▱や時にはἲ令改ṇを行って、いまの学校の構造に㝆ࢁされてきている状況をᡴ㛤してい

くのにはどうしたらよいのでしょうか？という課題意㆑です。いじࡵ問題が世間を㦁がせ

ると「学校はいじࡵᑐ策ጤ員఍をつくること」、不Ⓩ校がすごくなると「不Ⓩ校のᑐᛂ⤌

⧊をつくること」、また「自ẅ者や LGBT の問題があるとྲྀり⤌んでください」と㏻▱を

ฟす。あとは、「学校現場で㐺ṇにྲྀり⤌んでください、後でㄪᰝを行います」というᯟ

⤌みになっている。それでも、文科省は、すࡄれたྲྀ⤌みを「ࢢッド・プラクティス」と

して事例㞟にまとࡵて「こんな⣲ᬕらしい実践があります。どうࡒ参考にしてྲྀ⤌んでく

ださい」とබ⾲する。しかし、その実践事例のᙳに、どんな↓理・↓体やྲྀり⧋いがあり、

成ᯝのたࡵの㐣重なാき方はなかったのかについて、᳨ウされていません。問題の根本は、

ここにあると考えています。

私は、そのඃれた実践例の成ᯝと課題（問題）をヲ⣽に᳨ドする必要があると考えてい

ます。また、ಶ々の学校事᝟や教⫋員の実᝟（ே⤌みと私はゝってます）に根ざしてෆ発

的なᑐᛂのᯟ⤌みが提㉳されていないので、実際にはྲྀり⤌ࡵないし、ྲྀり⤌まない。い

わࡺる「教員のാき方改革⟅⏦」（新しい時代の教育に向けたᣢ⥆ྍ⬟な学校指導・㐠Ⴀ

体制の構⠏のたࡵの学校におけるാき方改革に関する⥲合的な方策について）がฟたのは

2019 年 1 ᭶ですから、当時は、ാき方改革の議論もጞまっていましたが、この課題にどう

ᑐᛂしたらよいかを考えていました。その後、学校指導・㐠Ⴀ体制をᣢ⥆ྍ⬟なものとす

る、いわࡺる「ࢧステナࣈルなものにする」たࡵには教員のാき方改革に関㐃付けながら、

教⫋員㞟ᅋがみんなでෆ発的にやっていくにはどうしたらいいのかというテーマタᐃにな

っていきました。

֧ؠ׼ؗפ׸׭آӱ׽،װبר֭׽פל׭آ، ETA

そこで、本プロジェクトは、「教師がෆ発的、創造的に実践活ືを行い、その成ᯝを学

校改革とシステム改革につなࡆるというᯟ⤌み」を考える企画になったのです。実践ᐙと

しての教師が、教育行政担当者、学校⟶理⫋、大学の◊✲者、それから NPO ➼と具体的

ᆷ఺૩֭ಲ๯çฑဗ֭آ،ח՛ूࡱੱ֭׶ॹ
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კᦁ ೭ӡอࣰ་ॺၟ႞ੱ೨Ӣ

「ESD 実践のᇶ┙となるබ立学校の⤌⧊ࣗ࢟ࣜ࢝ラムのモデル㛤発」をどういう意ᅗで

ጞࡵたのかをお話します。2016 年から 3 年間コンソーシアム事ᴗを行いましたが、「ユネ

スコスクルーの実践の学習఍（◊ಟ఍）・࢝フェ➼をやってみると「とてもいい㸟」とい

うኌが教員からฟてくるのですが、自分の໅ົする学校඲体でみんなでそれをやࢁうよと

提᱌しても、そうはならないということでした。බ立学校は、そんなことやっているᬤが

ないというヂ（状況）です。学校のᢪえる問題・課題はオンࣞࣃードでそれらにᑐᛂする

だけでᡭいっࡥい、新しいことは入るవᆅがありませんという཯ᛂだったのです。例えば、

新しく「ۑۑ教育」（ࣜࣕ࢟ア教育、⎔ቃ教育、⚟♴教育など）がୗりてくると、学校で

は担当者を決ࡵ、その担当者が௚の教員の方々に「こうやってください」「ああやってく

ださい」と㢗んでも、ᇶ本的にᘬきཷけないたࡵのண㜵⥺をᙇる、またᘬきཷけた当ேも

「うるさ型」にゝわれたから➼のᙧでᑐᛂしている。だから、㈐任者がྲྀ⤌みのたࡵに㦁

けど、௚の教員は「ᡃ関せず」「ゝわれたことだけを㐺当にやる」というᑐᛂになってࡄ

いる。

փֽ֭ॺ஑֭ஓ່ӱၾᄇ࿨ಲ๯֋਍֒֩׈փ

いまの学校は、ෆ発的な実践（ྲྀ⤌み）になっていない構造が根ᙉくᏑ在しています。

文部科学省が時代・♫఍のኚ化のᑐᛂやᏊども問題のᑐᛂのたࡵに▮⥅ࡂ᪩の᪋策を㏻

▱や時にはἲ令改ṇを行って、いまの学校の構造に㝆ࢁされてきている状況をᡴ㛤してい

くのにはどうしたらよいのでしょうか？という課題意㆑です。いじࡵ問題が世間を㦁がせ

ると「学校はいじࡵᑐ策ጤ員఍をつくること」、不Ⓩ校がすごくなると「不Ⓩ校のᑐᛂ⤌

⧊をつくること」、また「自ẅ者や LGBT の問題があるとྲྀり⤌んでください」と㏻▱を

ฟす。あとは、「学校現場で㐺ṇにྲྀり⤌んでください、後でㄪᰝを行います」というᯟ

⤌みになっている。それでも、文科省は、すࡄれたྲྀ⤌みを「ࢢッド・プラクティス」と

して事例㞟にまとࡵて「こんな⣲ᬕらしい実践があります。どうࡒ参考にしてྲྀ⤌んでく

ださい」とබ⾲する。しかし、その実践事例のᙳに、どんな↓理・↓体やྲྀり⧋いがあり、

成ᯝのたࡵの㐣重なാき方はなかったのかについて、᳨ウされていません。問題の根本は、

ここにあると考えています。

私は、そのඃれた実践例の成ᯝと課題（問題）をヲ⣽に᳨ドする必要があると考えてい

ます。また、ಶ々の学校事᝟や教⫋員の実᝟（ே⤌みと私はゝってます）に根ざしてෆ発

的なᑐᛂのᯟ⤌みが提㉳されていないので、実際にはྲྀり⤌ࡵないし、ྲྀり⤌まない。い

わࡺる「教員のാき方改革⟅⏦」（新しい時代の教育に向けたᣢ⥆ྍ⬟な学校指導・㐠Ⴀ

体制の構⠏のたࡵの学校におけるാき方改革に関する⥲合的な方策について）がฟたのは

2019 年 1 ᭶ですから、当時は、ാき方改革の議論もጞまっていましたが、この課題にどう

ᑐᛂしたらよいかを考えていました。その後、学校指導・㐠Ⴀ体制をᣢ⥆ྍ⬟なものとす

る、いわࡺる「ࢧステナࣈルなものにする」たࡵには教員のാき方改革に関㐃付けながら、

教⫋員㞟ᅋがみんなでෆ発的にやっていくにはどうしたらいいのかというテーマタᐃにな

っていきました。

֧ؠ׼ؗפ׸׭آӱ׽،װبר֭׽פל׭آ، ETA

そこで、本プロジェクトは、「教師がෆ発的、創造的に実践活ືを行い、その成ᯝを学

校改革とシステム改革につなࡆるというᯟ⤌み」を考える企画になったのです。実践ᐙと

しての教師が、教育行政担当者、学校⟶理⫋、大学の◊✲者、それから NPO ➼と具体的

なྲྀ⤌みを㏻じて㐃ᦠ・༠ാしていく場（プラットホーム）を創る。そのことを「㔠型づ

くり」と࿧んで、モデル㛤発事ᴗとしてやりたいと思ったのです。

බເの㊃᪨は㈨ᩱにある㏻りです。࢝テࣜࢦー1「ࣗ࢟ࣜ࢝ラム➼㛤発・実践」のබເ

᥇ᢥですので、SDGs P1 と࿧び、㛤発や教育実践を行う事ᴗです。㸰つの┠的があります。

第 1 は 2 つの自἞体（川根本町<㟼ᒸ┴>、南砺市<ᐩᒣ┴>）の教育改革の支援を行うこ

と、第 2 にබ立小中学校の⤌⧊・ࣗ࢟ࣜ࢝ラムの㛤発モデルとなる見方・考え方を提᱌す

ることです。この場合の「モデル㛤発」とは、こういう考え方とかᯟ⤌みで実践をやると

ෆ発的なྲྀ⤌みになっていくこと（今ὀ┠されている「࢚ージェンシー（୺体性）」です

を提᱌することです。ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムの┠的は、「育成」（。ࡡ

「▱的支援・ຓゝ」「発᥀・発ಙ」「つなࡆる」の 4 つをᰕとしておりますので、コンソー

シアムをᇶ┙としてこの新しいヨみができると考えました。なお、本プロジェクトに先ん

じて 2019 年度からは⏣ᐑ⦕（㟼ᒸ大教育学部教ᤵ・ᗂඣ教育）先生が「ᗂඣ教育と学校

間の᥋⥆」というテーマでプロジェクトを 3 年間行っています。

1 年┠、先ほどゝいましたようにロジックモデルを構⠏してやࢁう。ほりぷとそれから

IML（インࣃクト・マネジ࣓ント・ラ࣎）の千葉┤⣖さんの༠ຊをᚓて行うことにしまし

た。ロジックモデルは実際入ってつくる支援を行い、学校現場の先生がそれを実践して᳨

ドをすることまでを考えていました。先ほど川根本町の渡邉先生から具体的にどうやった

かという報告でした。また、川根本町の教育改革のロジックモデルの作成に関わったほり

ぷの佐々木先生からどんなᙧで支援を行ったのか、そのྲྀ⤌みを報告をお⫈きして、プロ

ジェクト企画者として、とてもຬẼづけられましたし、こういう考え方・やり方で行うこ

とができるという、一つの実践の方向性を♧していただきました。

私はこれまで、現⫋の先生をྵむ教⫋大学㝔のᤵᴗにおいて、ෆ発的な「教師࢚ージェ

ンシーのモデル」についてどう思うかを問い、自己の実践をこのᯟ⤌みで省察するという

「ࣞポート課題」をお願いしました。「཯複的次ඖの省察」「実践的㸫評価的次ඖの省察」、

そして、「ᮍ᮶ᢞᙳ次ඖの省察」を㋃まえて、教師としてどう考え、これからどんな実践

をしていくかをࣞポートしてもらいました。これは、教師が、今までの教育実践を᣺り㏉

るたࡵの「１つのᯟ⤌み」となるもので、教師が考え方を整理するのにᙺ立つと思います。

ロジックモデルについては、SDGsP1 自体のロジックモデルもつくり、これを具体的に

どうやるかを整理しました。2 年次は、もっと大きなᯟ⤌みが必要じゃないかということ

でኚえたので、ᑡし生↻えというか、中㏵༙➃だったなとは思います。コロナで実際現場

に入っていࢁいࢁ現場の教員の方とか、教育ጤ員఍の方と㢦を✺き合わせて意見஺᥮しな

がら㐍ࡵるということもできなかったこともཎᅉです。大きなᯟ⤌みのୗで、ロジックモ

デルや㹃㹒㸿を活用した࣡ークシࣙップ➼を行い、その成ᯝと課題を᳨ドするのがよいと

考えています。

2 Ⴉኬ֭֭׽،װبר࿼হӱ৿৘ህউ૙آ،ח՛׶

2 年┠は、ロジックモデルを作成する๓提として、根本にある学校඲体とか教師඲体の

在り方をᤊえられるᯟ⤌みを考えました。学校඲体をどういうふうにしていったらいいか

とᤊえ┤す。ࣜ・オ࢚ࣜンテーシࣙン（re-orientation）とは、「ᤊえ┤し」「෌構⠏」のこ

とですが、学校改革をこの考え方で行うことをᇶ本にしたときに参考となったのが、㹓㹌

㹃㹑㹁㹍（2014）の提㉳していた「ᶵ関ໟ括型アプローࢳ（඲体ീ）」です。「ᶵ関ໟ括型

アプローࢳ」は、͂ Whole-institution Approach’の日本ㄒヂですが、ᶵ関（institution）が

学校の場合は「ホールスクールアプローࢳ」と࿧ばれています。

この考え方は、「学校の当たり๓」を見┤すことに㏻ずるものです。「学校の当たり๓」

を見┤すほ点は 2 ✀㢮あることを、᫖日の南砺市のᯇ本教育㛗が指᦬しました。１つは、

9
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ձ「ἲ令➼で決まっているので、できない」と຺㐪いしている。実際はそうではないに、

຺㐪いしている。㸰つは、ղ「今までのやり方をኚえないほうがいい」と本ேが考えてい

るという意࿡で、「当たり๓」と考える。これら㸰つの「当り๓」をᤊえ┤して、「ここま

でできる。でも、ここからはኚえないとできないし、ኚえてもらうたࡵに教育ጤ員఍に஺

΅しようとか、教育ጤ員఍はኚえてもらうたࡵに文科省に意見具⏦してኚえてもらおう」

という考え方をしていく。こうした考え方をもとに、「複雑系の見方・考え方」が大事だ

という見方・考え方になったわけです。

ᶵ関ໟ括型アプローࢳは、඲体ᅗ（෇⎔）の中心に「ᣢ⥆ྍ⬟な㛤発のたࡵの教育」

「生きることは学ࡪこと」を⨨き、その学びを඘実させるたࡵには、ձࣗ࢟ࣜ࢝ラムがも

ちࢁん必要ですし、それからղᶵ関㸸学校（ᶵ関）の㐠Ⴀ（マネジ࣓ント）。それから、

ճコࢽ࣑ࣗティーがࣃートナーシップとして必要になってきます。これらをうまくմ「方

㔪（政策・᪋策）と⬟ຊᙧ成」のほ点から࢞バナンス（統括）する。こういう඲体ᅗが重

要になると考えております。

それともう一つ、V.Kioupi et al.(2019 p.6)の「ᣢ⥆ྍ⬟性のኚᐜのᯟ⤌み」も学校改革

の඲体イ࣓ージᅗとして参考になります。現在の状況を「ᣢ⥆不ྍ⬟な状ែ」とᤊえる。

᫖日の㉥ᫍ先生の学校改ၿの◊✲では、「ᣢ⥆不ྍ⬟な今の学校の状況を、ᣢ⥆ྍ⬟な状

ែにするにはどうしたらいいか」と考えた時に、どう⛣行させていくかという問題タᐃに

なるわけです。現状のᢕᥱとビジࣙン（展ᮃ）があって「どうやっていったらいいか」と

いう問題タᐃでアクシࣙンࣜࢧーࢳ（実践的な課題◊✲）が行われたとゝえます。

この時に、SDGs の考え方や 17 ┠ᶆを参考にして「ᣢ⥆ྍ⬟性のたࡵの教育」が必要に

なりますが、㸰「実現ྍ⬟な᮲௳」、㸱「ᣢ⥆ྍ⬟性のコンࣆテンス」や 4「教育方ἲ」も

᳨ウする必要がある。ちなみに、ᣢ⥆ྍ⬟性のコンࣆテンスには、「教師のコンࣆテンス」

と、「Ꮚどものコンࣆテンス」があります。それから㸳「モࣜࢱࢽンࢢと評価」があり、

この⛣行をどう┘視（ウ࢛ッࢳ）し、デーࢱを㞟ࡵ分ᯒ評価を行いどう改ၿしていくかと

いうことになる。こういう඲体ീを見ながらࢧステナビࣜティー（ᣢ⥆ྍ⬟性）の⛣行を

行っていくことが大事になります。この 2 つをᇶ本的な考え（ᯟ⤌み）とするのがいいと

思います。

OECD ׮؆بרՔץب՛؀؞֭

とこࢁで、OECD の「ラーࢽンࢢ・コンࣃス（学びの⨶㔪┙）2030」も参↷しましたが、

OECD は෇⎔の┿ん中にコンࣆテンシーを入れています。コンࣆテンシーは、「よりⰋい

ᮍ᮶の教育に向けた新たな価್を創造するຊ」「ᑐ立やジࣞンマにᑐฎするຊ」「㈐任ある

行ືをྲྀるຊ」としています。しかし、「学びの中᰾的なᇶ┙」であるこのコンࣆテンシ

ーは、「▱㆑、価್、ス࢟ル、ែ度」であると⾲グしています。

私は㈨㉁・⬟ຊ論は、先の「ᣢ⥆ྍ⬟性のኚᐜのᯟ⤌み」の඲体ᅗのように、現代♫఍

でどんな教育をこの඲体ᅗをᇶに行うのかという大きなᯟ⤌みで実践を考える必要がある

と思うのです。つまり、ᣢ⥆ྍ⬟性のたࡵの教育、教育方ἲとか⛣行期にどうやっていっ

たらいいのか、その実現ྍ⬟な᮲௳を押さえながら、そのコンࣆテンス、どんな㈨㉁・⬟

ຊを育成するのかを考える必要があると思うのです。それをコンࣆテンスだけに↔点化し

て議論すると、これからの学校教育をどういうふうにデザインしてやっていくかという重

要な大きなᯟ⤌みが見ኻわれ、現在の学校を๓提（当り๓）として「Ꮚどもの㈨㉁・⬟ຊ

を育成するたࡵにどんなࣗ࢟ࣜ࢝ラムとᤵᴗを行うか」という議論となっていると考えて

います。そのたࡵに、今の学校現場の現状は㈨㉁・⬟ຊに┠付けが㝈ᐃされていると思う

のです。だから、この学校の現状を見ると、コンࣆテンシーを෇⎔の┿ん中にᤣえるのは

よࢁしくない。UNESCO の「ᶵ関ໟ括型アプローࢳの඲体ᅗ」のように、学びの中᰾が
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「ᣢ⥆ྍ⬟な㛤発のたࡵの教育」「生きることは学ࡪこと」とし、学習ᶒ（ᶒ฼ᇶ┙アプ

ローࢳ）を⨨くことが㐺ษであると思います。コンࣆテンシー論は、これらの඲体ീの中

でこれをどう るか（モࣜࢱࢽンࢢと評価）というᯟ⤌みで議論する必要があります。

関㐃して、国際的にも国ෆ的にも学校教育が PISA 型学ຊに᣺り回されて 20 ᩘ年⤒って

いると思います。このス࢟ーム（ᯟ⤌み）があったがたࡵに日本の඲国学ຊㄪᰝが入った

りして、学校と教員が視㔝⊃✽（きょうさく）になって、「学ຊを上ࡆるたࡵに」「コンࣆ

テンスを㌟に付けさせるたࡵに」ᤵᴗはやるもんだという考えて◊ಟや実践を行っている。

そのたࡵに、今の♫఍ኚ化の状況を見ᤣえてどういうふうに学校の中でデザインしていっ

たらいいかという学校改革のほ点が見ኻわれていると思っております。

UNESCO ֭㕲֣֭ੱࡱሇெി

ユネスコは、2015 年にࠗ教育を෌考する࠘という教育報告᭩をฟしています。また、先

ほど佐々木先生のコ࣓ントにもありましたが、最近 2021 にࠗ教育のᮍ᮶㹼教育のたࡵの

新たな♫఍ዎ⣙࠘という教育報告᭩をฟし、2050 年までの教育提᱌を行いました。2050
年までの国際的な教育に関する考え方を提ゝしたものです。現代では、学校自体がᏊども

たちが自分の▱を創ฟ（creation）・創発（emergence）していく考え方をしていく必要が

ある。どんなにᣋくても、ᗂ⛶ᅬඣであれ小学校・中学校・㧗校であれ自分の▱㆑を自分

で創ฟしているほ点で、Ꮚどもたちに支援していくのが教師であるという考え方をとる必

要がある。学校は▱㆑をఏ㐩するとこࢁというᚑ᮶の学校の考え方を 180 度ኚえる必要が

あると思います。教育学界や学習指導要領ではこの考え方に㌿᥮しているのですが、学

校・教師やಖㆤ者・ᆅᇦఫẸ、そしてᏊどもたちはまだまだ㌿᥮していない現状をどうኚ

革していくかという課題があるのです。

どこかにᐈほ的な▱㆑があって学習指導要領の指ᐃする「教科᭩的な▱㆑」を教えて、

その成ᯝをᏊどもたちがどれだけできているかをテストで評価していく考え方を大きくኚ

える必要があると思ってます。Ꮚどもたちは、Ꮚどもたちなりに自分の▱㆑の㌟に付け方

（方ἲ）とかᑐᛂ（ฎ理）の௙方や考え方をᣢっているので、その㌟に付け方（方ἲ）➼

をᦂさࡪりながら、よりバージࣙンアップして「自分で自分なりの生きるຊ」を付けてい

けるようにする必要があります。

ユネスコが提᱌しているのは、▱㆑を創ฟ・創発するだけではなく、それを自分で⟶理、

⋓ᚓしていき、それがጇ当を᳨ドし活用する。このᯟ⤌みで、「ࢢローバル共有㈈として

の▱㆑」をᤊえていく。そのほ点からも、教育は、そして教師は、大事なᙺ๭を担ってい

るという考え方と自ぬが必要だと思います。

Chat-GPT ࡱੱ֧

とこࢁで、᫖年（2022 年）の 11 ᭶にࣕࢳット GPT（Chat-GPT）が話題になっていい

ます。「オࣜジナルのテ࢟ストを生成することができるேᕤ▱⬟ࢶール㺁であり、ᑐ話型ࢧ

ービスなので、オープンAIに話し᥃けると、あっという間に世界中のあらࡺる▱㆑とかデ

ーࢱを㞟✚して一番ጇ当と思われるものを回⟅してくれます。「AI による▱㆑では、こう

です」と提᱌してくれるアプࣜです。そうなってくると、「学習指導要領の▱㆑を教える」

というよりも、もうそれ使えばいっ࡮んで今の一番☜⋡の㧗い⟅えが、一ே一ேの問いか

けにᛂ⟅するᙧでฟてくる。Ꮚどもたちがこれからどういうふうに、これを฼活用して自

分なりの▱の創ฟをするのかが課題となります。自分なりにそこはおかしいのではないか

と考え、どういう見方・考え方で᥈✲を行うたࡵの「ᙉຊなࢶール」となります。だから、

「ᐈほ的な▱㆑」よりも自分がそれを使って自分のやりたいこと、自分の⫙ឤぬで␲問に

思っていることに、どうこだわって、୺体的・༠ാ的な学びを行っていくのかが重要とな

ձ「ἲ令➼で決まっているので、できない」と຺㐪いしている。実際はそうではないに、

຺㐪いしている。㸰つは、ղ「今までのやり方をኚえないほうがいい」と本ேが考えてい

るという意࿡で、「当たり๓」と考える。これら㸰つの「当り๓」をᤊえ┤して、「ここま

でできる。でも、ここからはኚえないとできないし、ኚえてもらうたࡵに教育ጤ員఍に஺

΅しようとか、教育ጤ員఍はኚえてもらうたࡵに文科省に意見具⏦してኚえてもらおう」

という考え方をしていく。こうした考え方をもとに、「複雑系の見方・考え方」が大事だ

という見方・考え方になったわけです。

ᶵ関ໟ括型アプローࢳは、඲体ᅗ（෇⎔）の中心に「ᣢ⥆ྍ⬟な㛤発のたࡵの教育」

「生きることは学ࡪこと」を⨨き、その学びを඘実させるたࡵには、ձࣗ࢟ࣜ࢝ラムがも

ちࢁん必要ですし、それからղᶵ関㸸学校（ᶵ関）の㐠Ⴀ（マネジ࣓ント）。それから、

ճコࢽ࣑ࣗティーがࣃートナーシップとして必要になってきます。これらをうまくմ「方

㔪（政策・᪋策）と⬟ຊᙧ成」のほ点から࢞バナンス（統括）する。こういう඲体ᅗが重

要になると考えております。

それともう一つ、V.Kioupi et al.(2019 p.6)の「ᣢ⥆ྍ⬟性のኚᐜのᯟ⤌み」も学校改革

の඲体イ࣓ージᅗとして参考になります。現在の状況を「ᣢ⥆不ྍ⬟な状ែ」とᤊえる。

᫖日の㉥ᫍ先生の学校改ၿの◊✲では、「ᣢ⥆不ྍ⬟な今の学校の状況を、ᣢ⥆ྍ⬟な状

ែにするにはどうしたらいいか」と考えた時に、どう⛣行させていくかという問題タᐃに

なるわけです。現状のᢕᥱとビジࣙン（展ᮃ）があって「どうやっていったらいいか」と

いう問題タᐃでアクシࣙンࣜࢧーࢳ（実践的な課題◊✲）が行われたとゝえます。

この時に、SDGs の考え方や 17 ┠ᶆを参考にして「ᣢ⥆ྍ⬟性のたࡵの教育」が必要に

なりますが、㸰「実現ྍ⬟な᮲௳」、㸱「ᣢ⥆ྍ⬟性のコンࣆテンス」や 4「教育方ἲ」も

᳨ウする必要がある。ちなみに、ᣢ⥆ྍ⬟性のコンࣆテンスには、「教師のコンࣆテンス」

と、「Ꮚどものコンࣆテンス」があります。それから㸳「モࣜࢱࢽンࢢと評価」があり、

この⛣行をどう┘視（ウ࢛ッࢳ）し、デーࢱを㞟ࡵ分ᯒ評価を行いどう改ၿしていくかと

いうことになる。こういう඲体ീを見ながらࢧステナビࣜティー（ᣢ⥆ྍ⬟性）の⛣行を

行っていくことが大事になります。この 2 つをᇶ本的な考え（ᯟ⤌み）とするのがいいと

思います。

OECD ׮؆بרՔץب՛؀؞֭

とこࢁで、OECD の「ラーࢽンࢢ・コンࣃス（学びの⨶㔪┙）2030」も参↷しましたが、

OECD は෇⎔の┿ん中にコンࣆテンシーを入れています。コンࣆテンシーは、「よりⰋい

ᮍ᮶の教育に向けた新たな価್を創造するຊ」「ᑐ立やジࣞンマにᑐฎするຊ」「㈐任ある

行ືをྲྀるຊ」としています。しかし、「学びの中᰾的なᇶ┙」であるこのコンࣆテンシ

ーは、「▱㆑、価್、ス࢟ル、ែ度」であると⾲グしています。

私は㈨㉁・⬟ຊ論は、先の「ᣢ⥆ྍ⬟性のኚᐜのᯟ⤌み」の඲体ᅗのように、現代♫఍

でどんな教育をこの඲体ᅗをᇶに行うのかという大きなᯟ⤌みで実践を考える必要がある

と思うのです。つまり、ᣢ⥆ྍ⬟性のたࡵの教育、教育方ἲとか⛣行期にどうやっていっ

たらいいのか、その実現ྍ⬟な᮲௳を押さえながら、そのコンࣆテンス、どんな㈨㉁・⬟

ຊを育成するのかを考える必要があると思うのです。それをコンࣆテンスだけに↔点化し

て議論すると、これからの学校教育をどういうふうにデザインしてやっていくかという重

要な大きなᯟ⤌みが見ኻわれ、現在の学校を๓提（当り๓）として「Ꮚどもの㈨㉁・⬟ຊ

を育成するたࡵにどんなࣗ࢟ࣜ࢝ラムとᤵᴗを行うか」という議論となっていると考えて

います。そのたࡵに、今の学校現場の現状は㈨㉁・⬟ຊに┠付けが㝈ᐃされていると思う

のです。だから、この学校の現状を見ると、コンࣆテンシーを෇⎔の┿ん中にᤣえるのは

よࢁしくない。UNESCO の「ᶵ関ໟ括型アプローࢳの඲体ᅗ」のように、学びの中᰾が

9
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ります。令和の学校改革⟅⏦でいうならば「ಶู最㐺な学びと༠ാ的な学び」にどうビル

ドインしていくかが大きな課題になると思います。

ただ、ࣕࢳット GPT っていうのは、ᝏ意をᣢってᝏい᝟報（デーࢱ➼）をぬえさせる

と、間㐪った（ዿしい・おかしい）᝟報としてを回⟅するようです。ですから、使い方に

よっては༴㝤なࢶールにもなる。この問題をྵࡵて「学校ではAIでどういうฎ理・ᑐᛂを

するか、ࣕࢳット GPT にどうᑐᛂするか」➼の学びが、大きなテーマになります。

፭Ꭼ֭ॺ஑ੱੱ֧ࡱ౧ूॹ֭ᄻᄕ࿨ᇀื

それでは、令和の日本型学校教育を教師が୺体的に創っていくにはどうしたらよいかの

話に㐍みます。中教ᑂの教師教育改革の「᳨ウの方向性（⣲᱌）」を≉ู部఍（5 回）・養

成部఍（126 回）合ྠ఍議（2011）の㡭からὀ┠してきて⟅⏦（2022）までをㄞみました。

その改革の方向性は、「学校と教師のᙺ๭のኚ化を指᦬し、それを教師の㈨㉁・⬟ຊの向

上を行うことでᑐᛂすると提᱌しています。NITS（教⫋員支援ᶵ構）がいࢁんなコンテ

ンࢶ（◊ಟ㈨ᩱ）を㛤発する。そこで学んだ学びのᒚṔを⟶理⫋である校㛗の㈐任でࢳェ

ックする。国のண⟬で、システムをつくり、コンࣗࣆーࢱーでデー࣋ࢱースを作り、⟶理

する。」というコンࢭプトです。見られるように、これでは、୺体的にシステム思考で඲

体をࣜデザインするという、先ほどのESDのᶵ関ໟ括型アプローࢳのࣜ・オ࢚ࣜンテーシ

ࣙン、あるいはࣜ・デザインの視点がないのです。学校と教師の構造的なシステム改革と

いう㌿᥮期の視点がないたࡵに、教師に㐣重な㈐任を押し付けることにᖐ⤖しています。

ちょっと่⃭的な⾲現ですが、「学校教師のシステム構造改革に重大な㈐任を㈇う教育行

政の在り方、ᙺ๭や学校⟶理⫋のࣜーࢲーシップの重要性にも↔点が当たっていない」の

です。この点、教育政策の今日的な考え方や教育ጤ員఍の今日的なᙺ๭がこれまでの「当

たり๓」を๓例㋃くしていることの課題が見えてきます。

こういう状況の中でぶとかఫẸ、NPO とከᵝなステークホルࢲーと㐃ᦠしてください。

大学とも㐃ᦠしてくださいとゝわれても、ᙧばっかりで実効性がない。そのようなᯟ⤌み

や⤌⧊ができても、例の教員育成指ᶆの༠議఍のように、⤌⧊はされているけど教育ጤ員

఍がཎ᱌を作り了ᢎしてもらうだけで実㉁がకわない。ෆ発的な教育実践と制度改革がྍ

⬟となるように、一緒に創りましょうという中᰾的な部分（考え方とマインド）がᢤけⴠ

ちている。ᶵ関ໟ括型アプローࢳの◊✲を㐍ࡵていくと、このことが明☜に見えてきまし

た。

ᆷ఺૩֭ಲ๯çฑဗ֭آ،ח՛֭׶Ꮂຎַ־

本プロジェクトは、「教師のෆ発的実践ຊをᘬきฟし、学校制度を㉁的に㌿᥮するᯟ⤌

み」を᥈ồするものですが、最終 3 年次に入り、文科省の政策の見方・考え方こそが大き

な問題と考えました。つまり、「政策（国⇔㒔㐨ᗓ┴⇔自἞体）⇔学校」のྛࣞ࣋ルで、

「実践⇔制度・⤌⧊改革」が必要であることが明☜となりました。

しかしながら、南砺市と川根本町の教育改革報告をしていただきましたが、プロジェク

トは、方向性を決ࡵてこれにᚑって඲部やってもらうということではありません。プロジ

ェクトとしては、自἞体の教育改革にᑐしてどういう支援ができるか、どういう考え方で

支援していく必要があるかを考えながらᛂ⟅し、支援のあり方とそのᯟ⤌みをㄪ整してき

たのです。このようなᯟ⤌みや方向性を┦஫ㄪ整していくႠみこそが、新しい関ಀ性を構

⠏していくこと、つまり「㐃ᦠ・༠ാの創発のྲྀ⤌み」であったと考えています。

ESD/SDGs は学校教育や大学の⤌⧊・ࣗ࢟ࣜ࢝ラムにはまだまだᾐ㏱していません。文

科省は、2021 年に「教員養成フラࢢシップ大学」をබເし᥇ᢥしました。つまり「᪝Ⰴ大

学」は、教員養成のモデル、ࣜーࢲーになる大学のことで、14 大学ᛂເしましたが、4 大

7
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学（ᮾி学ⱁ大・⚟஭大学・大㜰教育大学・රᗜ教育大学）が㑅ᐃされました。ṧᛕなが

ら ESD/SDGs のほ点で教員養成をኚ革していくという大学はありませんでした。また、ዉ

Ⰻ教育大が「ESD・SDGs ー」を文科省からᢎㄆをᚓて発㊊させていますが、大学ࢱンࢭ

としてもまだ緒に就いたばかりとゝえると思います。

ड༎Ғ֭׈֊׋֒ ESD ทప֭೗ጺँ

「複雑系の実践⇔制度のアプローࢳのᯟ⤌み」でどのようなྲྀ⤌みを行っていったらよ

いのかをお話しします。「政策⇔制度⇔実践の 㑏」の考え方で、教師のෆ発的な教育改

革の実践ຊを支援するᯟ⤌みをどうつくるか考えた時に、その⤖⠇点は、教⫋大学㝔の実

践◊✲と学部段階の教育実習の新しいᯟ⤌みではないかと思います。

まず政策的には、ESD 政策の୺ὶ化（mainstreaming、࣓インストࣜー࣑ンࢢ）です。

࣓インストࣜー࣑ンࢢは、すでにユネスコの GAP（ࢢローバル・アクシࣙン・プラン）の

報告᭩（2013 年）にฟていますが、このಶᡤを文科省は⩻ヂをしていません。GAP 関ಀ

の文᭩をㄞむと、この࣓インストࣜー࣑ンࢢのコンࢭプトをฟしていましたが、いまは日

の┠を見てないのです。見ようによっては、UNESCO（2020）の ESD for 2030（SDGs）
でもその考え方が཯ᫎされているとゝえますが、改ࡵて、UNESCO・GAP（2013）の付

ᒓ㈨ᩱ（C37）にある次の指᦬を重くཷけṆࡵる必要があります。

「ESD の成ຌした活ືはከくの場合、ᅛᐃされた時間ᯟと㝈られたண⟬ෆでのみ行われ

る。ከくの場合、ESD の政策と実践は㐺ษに関㐃付けられていない。ᚑって、ESD は教

育とᣢ⥆ྍ⬟な㛤発のアジェンࢲの୺ὶ࡬の統合をまだ᏶了していない。」

つまり、政策と実践の୺ὶ化のほ点からは不十分であることを指᦬しています。

日本では、ESD/SDGs や society5.0 という大きな教育に関する政策的な提ゝがあるわけ

ですけれども、それをᢈุ的に分ᯒした⤖ᯝ、これらの政策提ゝは「政策の࣓インストࣜ

ー࣑ンࢢ<୺ὶ化>」のほ点から㠀ᖖに不十分であるとุ᩿しています。これをどうඞ᭹し

ていくかですが、「政策⇔制度⇔実践」（の୺ὶ化）という新たなᯟ⤌みが必要と思います。

なࡐかというと、政策◊✲する中で思ったのは、次期学習指導要領の改訂スࢣジࣗール

とその在り方を▱った時です。๓回は、2017 年改訂（小中）告♧を行い、2020 年度（中

は 2021 年度）に᏶඲実᪋しました。文科省の改訂スࢣジࣗール㈨ᩱでは、2027 年度改訂

ணᐃとなっていました。とすると、今までの改訂スࢣジࣗールだと、2027 年に改訂し、教

科᭩を‽ഛ・᥇ᢥして᏶඲実᪋は 3 年後の 2030 年度からとなります。SDGs/ESD ◊✲を

している者としては、「それじゃ、2030 年になってるじゃないの㸟」と思いました。

ड༎ғ֭׈֊׋֒ ทపçฑဗçಲ๯ࣣ֭৔֭Ꮂຎ־

今までのように政策を決ࡵてそれを学校実践のとこࢁにୗࢁしてやるという時代ではな

いのではないか？先ほど「▱の創ฟ・創発」のとこࢁで議論しましたけれども、学校の▱

の⎔ቃが大きくኚわっていく中で、Ꮚどもたちが自分たちでその▱の創ฟ・創発をしなが

ら୺体的にಶู最㐺化とそれから༠ാ的な学びをやっていくᯟ⤌みが必要です。つまり、

「政策⇔学校（制度⇔実践）」をྠ時に㐍ࡵていくᯟ⤌みでなければならない。これが今

回モデル㛤発の 3 年間をやった今の私の⤖論的な⥲括的な見解になります。そして、「評価

をどうやっていくか」を᥈✲していくと、「発展的評価（developmental evaluation）」の

考え方が、このᯟ⤌みを㐍ࡵていくのに重要なࢶールになると考えています。この後、千

葉さんら発展的評価の解ㄝと、このモデル㛤発に関わっていただいたឤ想・コ࣓ントをい

ただきます。

ᅗ 13 にあるように、ESD は「統合的な学び」であり、⎔ቃ・⤒῭・♫఍を一体的に考

えて▱㆑・価್ほ・行ືをኚᐜさせていく学び」です。この点、第 2 期「ESD 国ෆ実᪋ィ

ります。令和の学校改革⟅⏦でいうならば「ಶู最㐺な学びと༠ാ的な学び」にどうビル

ドインしていくかが大きな課題になると思います。

ただ、ࣕࢳット GPT っていうのは、ᝏ意をᣢってᝏい᝟報（デーࢱ➼）をぬえさせる

と、間㐪った（ዿしい・おかしい）᝟報としてを回⟅するようです。ですから、使い方に

よっては༴㝤なࢶールにもなる。この問題をྵࡵて「学校ではAIでどういうฎ理・ᑐᛂを

するか、ࣕࢳット GPT にどうᑐᛂするか」➼の学びが、大きなテーマになります。

፭Ꭼ֭ॺ஑ੱੱ֧ࡱ౧ूॹ֭ᄻᄕ࿨ᇀื

それでは、令和の日本型学校教育を教師が୺体的に創っていくにはどうしたらよいかの

話に㐍みます。中教ᑂの教師教育改革の「᳨ウの方向性（⣲᱌）」を≉ู部఍（5 回）・養

成部఍（126 回）合ྠ఍議（2011）の㡭からὀ┠してきて⟅⏦（2022）までをㄞみました。

その改革の方向性は、「学校と教師のᙺ๭のኚ化を指᦬し、それを教師の㈨㉁・⬟ຊの向

上を行うことでᑐᛂすると提᱌しています。NITS（教⫋員支援ᶵ構）がいࢁんなコンテ

ンࢶ（◊ಟ㈨ᩱ）を㛤発する。そこで学んだ学びのᒚṔを⟶理⫋である校㛗の㈐任でࢳェ

ックする。国のண⟬で、システムをつくり、コンࣗࣆーࢱーでデー࣋ࢱースを作り、⟶理

する。」というコンࢭプトです。見られるように、これでは、୺体的にシステム思考で඲

体をࣜデザインするという、先ほどのESDのᶵ関ໟ括型アプローࢳのࣜ・オ࢚ࣜンテーシ

ࣙン、あるいはࣜ・デザインの視点がないのです。学校と教師の構造的なシステム改革と

いう㌿᥮期の視点がないたࡵに、教師に㐣重な㈐任を押し付けることにᖐ⤖しています。

ちょっと่⃭的な⾲現ですが、「学校教師のシステム構造改革に重大な㈐任を㈇う教育行
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こういう状況の中でぶとかఫẸ、NPO とከᵝなステークホルࢲーと㐃ᦠしてください。

大学とも㐃ᦠしてくださいとゝわれても、ᙧばっかりで実効性がない。そのようなᯟ⤌み

や⤌⧊ができても、例の教員育成指ᶆの༠議఍のように、⤌⧊はされているけど教育ጤ員
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ちている。ᶵ関ໟ括型アプローࢳの◊✲を㐍ࡵていくと、このことが明☜に見えてきまし

た。

ᆷ఺૩֭ಲ๯çฑဗ֭آ،ח՛֭׶Ꮂຎַ־

本プロジェクトは、「教師のෆ発的実践ຊをᘬきฟし、学校制度を㉁的に㌿᥮するᯟ⤌

み」を᥈ồするものですが、最終 3 年次に入り、文科省の政策の見方・考え方こそが大き

な問題と考えました。つまり、「政策（国⇔㒔㐨ᗓ┴⇔自἞体）⇔学校」のྛࣞ࣋ルで、

「実践⇔制度・⤌⧊改革」が必要であることが明☜となりました。

しかしながら、南砺市と川根本町の教育改革報告をしていただきましたが、プロジェク

トは、方向性を決ࡵてこれにᚑって඲部やってもらうということではありません。プロジ

ェクトとしては、自἞体の教育改革にᑐしてどういう支援ができるか、どういう考え方で

支援していく必要があるかを考えながらᛂ⟅し、支援のあり方とそのᯟ⤌みをㄪ整してき

たのです。このようなᯟ⤌みや方向性を┦஫ㄪ整していくႠみこそが、新しい関ಀ性を構

⠏していくこと、つまり「㐃ᦠ・༠ാの創発のྲྀ⤌み」であったと考えています。

ESD/SDGs は学校教育や大学の⤌⧊・ࣗ࢟ࣜ࢝ラムにはまだまだᾐ㏱していません。文

科省は、2021 年に「教員養成フラࢢシップ大学」をබເし᥇ᢥしました。つまり「᪝Ⰴ大

学」は、教員養成のモデル、ࣜーࢲーになる大学のことで、14 大学ᛂເしましたが、4 大
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画」が 2021 年 5 ᭶にฟされましたが、GAP の「5 つのඃ先行ື分㔝」の࢝テ̿ࣜࢦに今

までの᪋策を⨶ิ的にはࡵ込んだ（ᩓりばࡵた）だけです。そこには、どんなᯟ⤌みや考

え方が必要なのかに㋃み込んでいないのです。

文科省は、Society5.0 に向けた「学校 ver.3.0」という考え方をෆ㛶ᗓに提ฟしています。

この学校バージࣙン 3.0 は、「学びの時代」と఩⨨づけて、ICT 化を㐍ࡵることで「ಶู最

㐺された学び」をྍ⬟としていく、そのたࡵに「学びのポートフ࢛ࣜオ」を EduTech（教

育分㔝に先➃テクࣀロジーを導入したᢏ⾡やࢧービスの⥲⛠のこと）のシステムを導入し

て行うコンࢭプトです。ちなみに、文科省の令和の改革⟅⏦は、これに「༠ാ的な学び」

を加えて、両㍯でやっていく構想です。

また、このᅗで 2017 年改訂の学習指導要領は、「学校バーシࣙン 2.0」から「学校バー

シࣙン 3.0」に⧅ࡄ఩⨨付けにしています。学校バージࣙン 3.0 を「ᣢ⥆ྍ⬟な㛤発モデル」

にᑐᛂする学びと఩⨨付ける構想を文科省がᣢっているようですが、その考え方やᯟ⤌み

構⠏の在り方を問い┤して行く必要があります。

ड༎Ҕ֭׈֊׋֒ ་ॺにおूࡱੱ׊֐ॹ֧ੱ౧ूॹ

大学については、㈨ᩱを後でㄞんでいただきたいのですが、大学もྠじようなᇶ本的考

え方で考えなきゃいけないと思っています。大学のᑓ㛛▱とゝっても「᩿∦化した◊✲」

に␃まっている時代ではない。ᑓ㛛を◊✲しているだけの時代から、ᑓ㛛はあっていいん

ですし、なけりゃᅔるんですけれども、そのᑓ㛛▱が「ࢧステナビࣜティー」という考え

方にどう⤖びつけることができるのかが問われています。大学඲体が教育・◊✲・♫఍㈉

⊩という現代的ᙺ๭をどうᯝたしていくのか、また大学教育においてどんなࣗ࢟ࣜ࢝ラム

と⤌⧊で大学生・㝔生の学びをデザインしていくのか、しっかり考えていく必要がありま

す。そういうような▱の構⠏をしていかなきゃいけないし、自分のᑓ㛛性もそういうほ点

から㘫え┤していかなきゃいけないという提᱌です。

一例として、㧗➼教育ᶵ関の「ᶵ関ໟ括アプローࢳを実ドする」という論文・ᗎ論のと

こࢁをまとࡵてきましたので、ㄞんでいただければᖾいです。要点は、「複雑系の実践⇔

制度のアプローࢳのᯟ⤌み」で、大学教育と教師教育改革もྲྀ⤌んでいくということです。

そして、᫖日の㉥ᫍ先生のアクシࣙンࣜࢧーࢳの実践◊✲の報告のように、大学教育や教

師教育においてもアクシࣙン・ࣜࢧーࢳで行うことが必要であると考えています。㟼ᒸ大

学がこの方向で改革を㐍ࡵれば、▱の創造・創発のたࡵの「学びのデザイン」が実現する

と考えています。

に׀֞׊֘بי׾ؠ؈ॹにूࡱӱ፭Ꭼ֭ੱ׀ֽ֧

最後に、これまでのお話のまとࡵをします。

第 1 に、「見方・考え方をࣜࢽア型でなく複雑系でാかせる」ことです。これは。教育と

は学校とはなどについて、今まで考えていたのとは㐪うような新しい発想が必要だよࡡっ

という時代に入っているということです。それから、「複雑系で考え議論しᯟ⤌みをタᐃ

する」こと。ࣜࢰームᅗにまとࡵてఱをやったらいいかを実際にやって᳨ドしていく。こ

こにアクシࣙン・ࣜࢧーࢳを入れるととてもいいということです。ちなみに、今の政策が

᥎ዡしている EBPM はࣜࢽア型の発想にᖐ⤖してしまうഴ向がᙉいので、㏫にᝏᙳ㡪とな

っています。ᙧばかりになって実効性がなく、しかも↹⍢であるイ࣓ージが着いて回って

います。次に、「学校と教師の在り方は、ESD for 2030（SDGs）のほ点、Whole-
institution approach で見┤す」ことです。

以上を見てくると、࣡ンストップの教師育成の見方・考え方が必要だと考えています。

新しい教師のാき方改革をྍ⬟とするたࡵにも、᰾心をおさえた教⫋ほが必要です。
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このことを考え⥆けているのですが、私はࣗ࢟ࣜ࢝ラム（教育課程）のἲ制◊✲から入

ったので、ࣗ࢟ࣜ࢝ラムをどうኚえるかに「┠付」をしてきたのですが、᫖年（2022 年）

12᭶に「生ᚐ指導提要 2022」が改訂されました。今文科省のHPにアップされています。

この考え方は、生ᚐ指導にྲྀり⤌むたࡵに必要なのは、ձࣗ࢟ࣜ࢝ラム、ղ学⣭担任、ճ

いじࡵとか自ẅ➼のᑐᛂ、մከᵝな⫼ᬒをᢪえるᏊどもたちのᑐᛂ、➼についてໟ括的に

まとࡵています。学校現場では、これを参考に、あるいはバイࣈルにしながら、学⣭担任

と学年୺任の在り方、ࣗ࢟ࣜ࢝ラムᤵᴗの在り方を学んでいくことができます。また、政

策的には、SDGs/ESD、ラーࢽンࢢ・コンࣃス、令和の学校改革や教師改革⟅⏦や、学校

バージࣙン 3.0 の㌿᥮の課題➼もྵんでከᒱにわたる要⣲があるのですが、こういうもの

を᳨ウしてྲྀり込みながら、具体的に自分の学校をどうしていったらいいかを考え実践し

ていくᯟ⤌みとしたらよいのではないか。そのような教員養成や教員◊ಟを行っていくこ

とで新しい学校改革が実現するのではないか。そのことで学校教育と教師教育のෆ発的で

創発的な改革が実現するのではないかと思っています。ごΎ⫈ありがとうございました。

画」が 2021 年 5 ᭶にฟされましたが、GAP の「5 つのඃ先行ື分㔝」の࢝テ̿ࣜࢦに今

までの᪋策を⨶ิ的にはࡵ込んだ（ᩓりばࡵた）だけです。そこには、どんなᯟ⤌みや考

え方が必要なのかに㋃み込んでいないのです。

文科省は、Society5.0 に向けた「学校 ver.3.0」という考え方をෆ㛶ᗓに提ฟしています。

この学校バージࣙン 3.0 は、「学びの時代」と఩⨨づけて、ICT 化を㐍ࡵることで「ಶู最

㐺された学び」をྍ⬟としていく、そのたࡵに「学びのポートフ࢛ࣜオ」を EduTech（教

育分㔝に先➃テクࣀロジーを導入したᢏ⾡やࢧービスの⥲⛠のこと）のシステムを導入し

て行うコンࢭプトです。ちなみに、文科省の令和の改革⟅⏦は、これに「༠ാ的な学び」

を加えて、両㍯でやっていく構想です。

また、このᅗで 2017 年改訂の学習指導要領は、「学校バーシࣙン 2.0」から「学校バー

シࣙン 3.0」に⧅ࡄ఩⨨付けにしています。学校バージࣙン 3.0 を「ᣢ⥆ྍ⬟な㛤発モデル」

にᑐᛂする学びと఩⨨付ける構想を文科省がᣢっているようですが、その考え方やᯟ⤌み

構⠏の在り方を問い┤して行く必要があります。
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大学については、㈨ᩱを後でㄞんでいただきたいのですが、大学もྠじようなᇶ本的考

え方で考えなきゃいけないと思っています。大学のᑓ㛛▱とゝっても「᩿∦化した◊✲」

に␃まっている時代ではない。ᑓ㛛を◊✲しているだけの時代から、ᑓ㛛はあっていいん

ですし、なけりゃᅔるんですけれども、そのᑓ㛛▱が「ࢧステナビࣜティー」という考え

方にどう⤖びつけることができるのかが問われています。大学඲体が教育・◊✲・♫఍㈉

⊩という現代的ᙺ๭をどうᯝたしていくのか、また大学教育においてどんなࣗ࢟ࣜ࢝ラム

と⤌⧊で大学生・㝔生の学びをデザインしていくのか、しっかり考えていく必要がありま

す。そういうような▱の構⠏をしていかなきゃいけないし、自分のᑓ㛛性もそういうほ点

から㘫え┤していかなきゃいけないという提᱌です。

一例として、㧗➼教育ᶵ関の「ᶵ関ໟ括アプローࢳを実ドする」という論文・ᗎ論のと

こࢁをまとࡵてきましたので、ㄞんでいただければᖾいです。要点は、「複雑系の実践⇔

制度のアプローࢳのᯟ⤌み」で、大学教育と教師教育改革もྲྀ⤌んでいくということです。

そして、᫖日の㉥ᫍ先生のアクシࣙンࣜࢧーࢳの実践◊✲の報告のように、大学教育や教

師教育においてもアクシࣙン・ࣜࢧーࢳで行うことが必要であると考えています。㟼ᒸ大

学がこの方向で改革を㐍ࡵれば、▱の創造・創発のたࡵの「学びのデザイン」が実現する

と考えています。
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最後に、これまでのお話のまとࡵをします。

第 1 に、「見方・考え方をࣜࢽア型でなく複雑系でാかせる」ことです。これは。教育と

は学校とはなどについて、今まで考えていたのとは㐪うような新しい発想が必要だよࡡっ

という時代に入っているということです。それから、「複雑系で考え議論しᯟ⤌みをタᐃ

する」こと。ࣜࢰームᅗにまとࡵてఱをやったらいいかを実際にやって᳨ドしていく。こ

こにアクシࣙン・ࣜࢧーࢳを入れるととてもいいということです。ちなみに、今の政策が

᥎ዡしている EBPM はࣜࢽア型の発想にᖐ⤖してしまうഴ向がᙉいので、㏫にᝏᙳ㡪とな

っています。ᙧばかりになって実効性がなく、しかも↹⍢であるイ࣓ージが着いて回って

います。次に、「学校と教師の在り方は、ESD for 2030（SDGs）のほ点、Whole-
institution approach で見┤す」ことです。

以上を見てくると、࣡ンストップの教師育成の見方・考え方が必要だと考えています。
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【2月27日：：ノンポジウム 第3部 15:10~】

複雑系の実践⇔制度のアプローチ

の教育改革

梅澤収（静岡大学特任教授）

【プロジェクト名：SDGsP1】
ESD実践の基盤となる

公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発
第3回(3年次：最終年度） SDGsP1シンポジウム
2023.2.26（日）と2.27（月） 2日間

【テーマ】複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み
～令和の教育にビルドインする～

3年間のプロジェクトの活動の報告を行うとともに、この研究成果をど
のように令和の教育（改革）にビルドインするかを考えます。
①本プロジェクトの中で2自治体が3年間取組んだ活動報告
② 教職大学院院生（現職教員）の学校改善の実践研究の報告

R プロジェクトの理論的枠組みのさらなる検討結果の報告
を行い、意見交換します。

【2月27日：：：ノンポジウム 第3部 15:10~】

複雑系の実践⇔制度のアプローチ

の教育改革

国立教員養成学部・大学院の改革実践
とESD/SDGsから出発（経緯1)

ぶ’’ク
ミ 合
lそ91s
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表1 高等教育の歴史と国立大学（法人）静岡大学 2022年10月6日現在梅澤作成
・1949年6月斬鯛国立大学覺足新制静岡大学（文遷学部・教冑学部・工学椰）

・1964年教育学部襲租劃へ（小・中・養護）・1965年人文学部と糎学螂に（文糎学綿改組）教養部設量

・1976年敏青学郷に幼稚.教員養成諫稽定員510名 ・19ll1年敦冑学鄭に修士課稜設置

•1989年教青学部に総合教青諫糧設置（定員120名） 1990年教青実践指導センター設置→1998年教青実践総合センターへ

・1995年情輯学饒の設●教冑学郷B0名濃教養響舅止・1998年敦冑学饒改縄(400名）養成2B0名教冑宴践学専修斬3鰈11140名

•2001年11月「国立の教員養成系大学・学部の在り方に闘する懇談会（在り方懇）」輯告

•2004年月 111立大学法人化鸞1期04-09 欝2期10-15 算3期lS-21 鸞4期22-27

・2006年教青基本法改定・2009年教育学部養咸300名、斬3霞種100名教●大学院設量併設

•2012年愛知教冑大学と共同博士課程設置 ・2013年1 1月図立大学のミッションの萬定●（教員養成分野）

●教職支援室('13)学習科学研究教冑センタ-{'13)、教員養成・研修裏虔化帷進センタ-{'14)

静閾大学教職センター（全学絹織、'15)、教科学研究開発センター('16)を設置．

•2018年初疇学蓄開発学・養l1教青設量、新課租発展的整環（定員100減）、 地域劃造学環(50名）創設

·2018年11月「2040年に向けた寓専教冑のグランドデザイン（答申）」 1 2月内閣府「SDG•アクションブラン2019」

12月文科省「未来検討タスクフォース暢告」 2019年2月富疇教冑・研究改革イニシアティブ（兼山イ＝シアティブ）

•2019年1 月 111立大学1法人複叡大学鯛度（輯告）一5月法案可決成立 6月 「国立大学改革方針J

•2020年斬敏冑学研究科（教●大学院に一本化） 静錮大学未来社会デザイン機檎・サステナビリティセンター

•2021年1月令和の日本型学校教育」の構築を目指して（中教響答申） ・ 2021年2月「同教鰤の人材確保・貫向上ブラン」公表

r. 斬創）→？四年12月1餌笞申

11 月教員養咸フラグシッブ大学(15大学14件申講） 2022年3月東京学芸大•福井大・大阪敏青大・兵庫教青大選定

•2022年敦員免酌更新割•更斬講詈魔止(7/1 ) ・2023年4月静爾大学グローバル共劇科学郎敏冑学部定員260名(40名減）

［今後の諫題JESD/SDGsの視点でWol●-institution心proachによる「萬方向づけ(re•orientetion)JIコR組むこと
政鷺・櫨闘包括・教胄看・若書・コミュニティの総合的枠組み構棗による「大学の質的改葦」を行うこと

「ミッションの真定纏(2013.11.2111定）」に基づく改革方向性の全体像 檎渾見鱗(2018.12月段霞）

図1 静岡大学のミッションの再定弱（教員養成分野）

鯖●となる．．息冑零●／●賣零閾賣" (●●大零・2009隼重霞・／笑胃大零麟鱒士●糎2012隼震ltll)................................................................................................................................................................. 
；静岡大学教E学部・教肖字研究科は、地域密接型の大学・大学院として瀞岡帳内の教員養成・教只研修の貴の向上を主たるミッションとする．閂 i 
；時に．後期博士課ほまでをフル装偏する大学として、国内及びアジアの教員養成系大学の拠点として教闘研究をもう一つのミッションとする．具 ：
；体的には、'ActLocally, Nationally, & Globally (and Chan箕 ShizuokaUniversity)'の視点で以下の3目標を追求する。 ： 
: 1)静岡只内の教育関逢詣機関や附属学校目との返携を通じて、a)教員豊成の改革を行って卒業生・修了生の賃を高め、b)現諜教員が学び綬け ；
；るための環境を提供して現塁教員の資買を向上する[Locally)
: 2)国内の教闘大学院／教員賃成系博士繹程と達携し、教只養成の賃を高めるとともに、これからの教員養成繹程を中心的に担う人材育成（大 ！ 
；学教員の養成）を行う(Nationally)
; 3)アジア等各口の教員養成大学との返携を通じて、これがらの教員養成を支える教闘研究を行う[Globally] ! 
..............................................................................................................................................................................................、

゜
18 020 0 0 3 

字生交糞事●、ESOIll●シンポ●●('13,12&'1..3:UPl'1S.3:UGM,'16.17・..＋，＂ ＂●心ヽベ曲,,

ヒ3.. -•一• I -_-―-―-......,.,.-not>.3)／......しン9-＂＂・・・書會.,,／●員量重・編・裏虞化ll●セン9ー(”"・鳴）’”.... 蠣見●●乞ン... 
noL•V·"攀酬1t•曇セン9ー(IIm`9暉m - 〖●mm..U•遭•.... 

-・ ... 
学校.. 鱗黛塁騒修の●覺 繹“鰐●算2回(”"零震）

賽麟約が｝キュ9ムの胃覺 饂珊・零生定員事の一●見璽し →＜鬱•大零攣への一亭化＞（2020零鷹予鵞）

·輯事1"1の翼鶴量ク冨校•富大櫓鑽改軍州応

鬱員養慮冨覆iaり応の畢士繍覆のII●（字纏との遍舅／賽麟的II畢h冑醸ブログラムの畢入）
嶋士謹糟の事・学笠鵞員事の一●見直しく載●大学讀への一本化>(2020零虞予定）

費霞●青専攻／綱響零●麓覺雫専攻の鱈置ほ016A) 艤鱗・・表・零生重員疇の見●し(X21零虞以鱒）
小零校•慮化に冑けたか）キュラム改"l1)駁り纏みIll姶 ·小零カリキュラム遭軍へ(JI.景てぬ•7)

5
 

【2月27日：：ノンポジウム 第3部 15:10~】

複雑系の実践⇔制度のアプローチ
の教育改革

ESD • 国際化ふじのくにコンソーシアム
事業の成果と課題からの発想・企画

（経緯2)
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ESD • 国際化ふじのくにコンソーシアム事業
2016年度から2022年度の7年間

1. ESD • 国際化ふじのくにコンソーシアム事業 2016年度～2018年度
グローパル人材の育成に向けたESDの推進事業（ユネスコ活動費補助金）の採択

→このコンソーシアムを基盤として2つのプロジェクトを実施 ＊いずれも静岡大学主幹

2. ESDを基軸とした質の高い幼児教育の推進と学校種間の接続
～コンソーシアム事業を基盤とした新たなる展開～（カテゴリー2:P2)

2019年度～2021年度SDGs達成の担い手育成(ESD)推進事業（同上）の採択

＇

ん
＜
 
じヽふD
 
ES 

[
 

択採

f

c

天
こ
ゥ

年
コ

ジポン

竺
~
の

和

印

シ

校

10g
如

晶
唱

学

＿

立公
テ
E
で
ぼ

る

5
（

費
日
経

27

成

なと
発

可

自

月ヽ

独

2想韮

盤
開
い

基
ル
担
l
t
B
の

の
度

26
照

の
デ
成
年
月
参

践
モ
達

実

g
如
知
咋翌

D
 
s
 

E
 
3

r
 

町

町

市
胄

市

ll

田
＂

吉

冒

“
 

会
5

芸
”
B
.

市

町

~
5i

IIm 

a
 

,S官町の
”

之

E
E
直

i

:
5市

.-g
m
”m
 

”?
:m
.
 

ー
”
m

、

町

會；
 産
巴
i
[

囀•

5
”
”市

日

が

霞川
IB

II冨
鸞

9
重

●

驀

●．． 
の 一

i

―二
茫咋小

中

ダ

g
 

]
臼

レ

・
-
.
g
m

ー
サ

g

レ

5
t
a

苔
i
鴫

-
g
i
g
i
i
 

-』
も

5

5

丑

＆

虹

』

a
市

夏

・

不

,

．

膏

叩

中

”
i

品
王
~
よ

一
古
日
寧

•
g
g芸
a
a
t『

＂＂品
a
g
m
m
m

[
．

II 

屈2ユら細上 I ESD•IIJlft 瓜m←コン‘I→~ I平慮30年置蘊 I
、•------------ -----
（皿 皇 笛 竺色学”ヽ鼻 ● ‘, 
I ．内ユネスコ協倉
芸し／

＇ 匹 箪協会・直クラブ）冑アルブスエコ←9-•--
鳳内ユネスコスクー9レ ＿ _,~~~:“'•9 ．叩暉交遭協會

（●’"m•浜松市疇）
”•IIガ9←ク("””m) 静閾大学 ＇ 

I Ill内大零 Ill内企" IIm·”’*•量四 ●内NPO纏織 社査徽冑aal

し“ “ "'町繭＂：ぢ“ 
ヽ―--------- --------一日 置 三 連携・協働 →Fる--“ 笠え巴生ビニ

ESDコンソーシアム畳知事杉省 ◎ 〇 翌3字・デ ヽs、
インドネシア：インドネシア艤青大学、ガジャマダ大学
モンゴル ：モンゴル置立徽青大学
タイ ： シーナカリンウィDート大学

全●冒寛 ESD畢●檜遍センター

ユネスコスクール金璽大会

コンソーシアム事業の3年間の活動の概要く2019年 1月総括会議より＞
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム事業は、静岡大学教育学部・大学院の改革構想(27
頁）に基づき、平成28年度—平成30年度ユネスコ活動費補助金を得て、上記の組織体制で、
3年問活動に取り組んできた。この取組みを通じて、 ESD•国際化の活動に取組む県内の多様
なステーク ・ホルダーが、実践活動•取組や課題を共有しつつ、新たな知見を得ることによって
、地域学校協働で持続可能なネットワークと信頼関係を構築する基盤を形成することができ
た。また、 ESD•国際化の観点から静岡県内の地域創生及び地域学校協働のための具体的な
活動イメージが持てるようになった。
そこで、来年(2019年）度以降も、教員養成・研修統合型のシステム構築の観点で県下の
ESD (for SDGs)と国際化を継続して推進していきたいと考える。

その枠組みは、「ESDXPLCの教育実践研究～Diversityな社会に開かれた学校・
教師の改革のための枠組み構築～jと整理している（図参照），
今年度申請害(2018年度）では、‘平成31年度以降のコンソーシアム事業は、「教員養成・研
修嵩度化推進センター」が「ESD-SDGsコンソーシアム部門」を組織し、初等教育開発学専攻
の協力で担っていく方向で検討している。これらは、ステーク・ホルダー(SH)会環で検討し承
認を得る。＇としている。

この方向で来年度以降も事業継続を行う予定であるが、そのためには来年度以降も外部頁
金の獲得が重要と考えており、来年度募集プログラムに応募する予定。しかしながら、公募申
請が採択されなかった場合でも車業継続がでさるように静岡大学の全学予算への申請も行
いたいと考えている。具体的な活動計画は検討していく。
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ESDコンソーシアム置知
（主轄大攀：中●大攀）
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冥IIフィールド
富士1ll.111璽員會
富士1ll.111鶴修センター
富士胄立着訟北小零艘

静•11l.111饗員會
静●市立玉III中零校
JII楓本町・111畳員・
下田11l.111璽員會

【2月27日シンポジウム 第3部 15:10~】
複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革

ユネスコ活動費補助金

SDGs達成の担い手育成(ESD)推進事業

ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラ
ムのモデル開発(SDGsPl) 

2020年度～2022年度＊ （＊2022年度大学独自資金で実施）

ー」

課題意識
1公立学校と教師の現状
・問題点のオンパレードと個別的な対応

→分掌の担当者に対応策を任せ、その責任で具体的な実施
→限定された弥縫策

2 文科省や県教委からの通知や事例集（グッドプラクティス）

→個別の、学校事情や教職員の実情（人組）にねざした（内発的）
対応の枠組みを構築していくには、どうしたらよいか？
→しかも、「持続可能なもの(Sustainable)」とするにはつ

3.「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を学校
改革とシステム転換に繋げる」という枠組みを考えよう ！

実践家としての教師、教育行政者・学校管理職、学校・教師研
究者（大学）、Nl礼）等の連携・協働で。 →「金型づくり」
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2021 ユヽスコ： の ＼ ESD ‘佳

事業）の公募について令和3(2021)年2月3日
,.事業の趣旨 ＊合計36団体の応募があり、 14団体採択（静大は2件）
文部科学省（日本ユネスコ国内委員会）では、 9・・公募を実施し、国内の教育現域における
p tヽ 、一 、ク↑、 ー•

—こJ‘ ^「ユコ:
命I(SDGs達成の担い手育成 (ESD)推道事業） による補助を行います。

2.補助対象事業
占 ;:' ロ

ジ石クト等の開発や教育実践を行い、その成果を広く発信する．
占 2,  

及びその成果の全国的な発信． ［2] SDGsと地域課題解決・地方創生をテーマとする、
民間企業と運携したプロジェクト・ペースド・ラーニング (PBL)。
(2)教師教育の推進： SOGs逹成の中核的な担い手となる教師の資黄・能力の向上を図り、
その成果を広く発信する。
[1] 教育委員会や大学等と連携し、学校教師等を対象としたES郎刑多の実施、及びその
成果のフォローアップと発信。 [2] 教育委員会が実施する教員蓑成課程学生や学校教師
を対象とした中規模・大規模研修を活用したESD研修の実施。 ［3] 教育委員会や教師養
成機関（大学等）に対するESDO)普及啓発、指導助言、 ネットワーク構築等。
(3)教育（学習）効果の評価と普及：ESDによる教育（学習）効果や学習者の変容等を測
る評価手法を開発し、教育現場での実践（評価）を行い、その結果を発信するとともに、
開発した評価手法をモデル化・パッケージ化するなど汎用性を高め、教育関係者へ広く普
及する。
(4)ユース世代の活動の推進：社会の変革の担い手であるユース世代によるESDO)取組を
加速させ、 SDGs達成に向けた自主的・独創的な活動の支援・普及（能力向上、ネットワー
ク樗築等）を図り、その成果を広く発信する。

本プロジェクトの目的とコンセプト
(1)目的
「ESD実践の基盤となる公立学校の組織 ・カリキュラムのモデル開発」
を行い、その成果を全国に発信すること

(2)目的実現の基本となるコンセプト
大学・コンソーシアムが、次の2つの活動を相互に関連付ける。
① 2つの自治体の教育改革実践へ支援を行う
② 公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行う

＊プロジェクト1の背景と経緯（その1)
①「ESD•国際化ふじのくにコンソーシアム」 (2016年度～現在）
静岡大学教育学部が、静岡県に於けるESD(Educationfor Sustainable Development＝持続可
能な開発のための教育）実践の進展を目指して、高等教育機関・学校・社会教育施設・自治体行政・企業・地
域組織市民団体組織などとネットワークを構築して活動を展開してきた。「グローバル人材の育成に向け
たESDの推進事業」（文部科学省補助琴業平成28年度ユネスコ活動費補助金）の一つとして採択され実施
している。このコンソーシアムで1 「- 「 ｀ ． 吾 「 ・ ；；； 「つt‘ の4つ
の役割を柱としている。

②コンソーシアムを母体として、本プロジェクト1と併行して、「ESDを基軸とした黄の高い幼児教育
の推進と学校種問の接続」（プロジェクト2)が、2019年度から継続している。いずれも、2019年度から開
始されたユネスコ活動費補助金「SDGs達成の担い手育成(ESD)推進事業」に採択されたものである。

【2020年度企画書：初年度】
内発的教師力育成シートとロジックモデルの構築

本事業の目的は、教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その

成果を学校改革とシステム転換に繋げるという理論的枠組みのもとで、

2つの自治体の学校改革を支援し、調査・検証を行い、その成果を全
国に発信することである。

ESD •国際化ふじのくにコンソーシアムは2016年度からユネスコ活動
費補助金を獲得し活動を展開しているが、本新規事業は、このコンソー
シアムのネットワークを活かし、 「ESD実践の基盤となる公立学校の組
織・カリキュラムのモデル開発 1を目的とする。事例とするSDGs未来都

市・南砺市（富山県）及び川根本町（静岡県）は、学年区分・チーム学級

担任制 ·多学級合同指導体制 •特認校制度など学校組織 ・カリキュラム
の改革を、義務教育学校構想で大胆に準備している。これらのホリステ

ィックな改革は、教員の働き方改革の核心（本丸）であり、公立学校の
ESD実践の推進にとっても重要な基盤となるものであり、その成果を全
国に発信したい。
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図42020年度参照図
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図5[ 教師エージェンシー(Agency)：エコロジカルモデル
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・プロフェッショナルヒストリー
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社会情逹
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資犀尻実的環魔
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(projective) 

::: 
エコロジカル教師Agency
（内発的な実践主体性）

M.Prie•doyot礼(2015)

構渾釈

l― 

教師エージェンシーのエコロジカルモデルから省察した、自己の教育実践の解説と考察
(1)反復的次元についての解説と考察
教職に就いたばかりの頃、私は 「教師は子供に力をつけるぺきだ。そのために、 子供が問違えそうになったり困
ったりしたときには、すぐに正しい価値観や効率的な方法を教えることこそ、最も重要な役割だ」と思っていた。
しかし、 私は4年目の4月、壁にぷち当たることになる。
3年目で小学1年生を担任していた私は、年度末に先輩教員から rooさんのクラスはいつも立派だね」と言わ
れたこともあり、素曙らしい学級経宮ができたと自負していた。どの子も宿題や忘れ物がなく、授業に熟心に敗り
粗み、 けんかをすることもなく、全校集会ではどのクラスよりも素早く美しく整列することができていた。しかし
翌年度、2年生の担任から、数か月も経たないうちに彼らの態度が南れていったことを耳にした。そして、 「この
子たちは00さんじゃなきゃだめだねJと言われ、 一瞬誇らしくも感じたが、直後に「どうして彼らはそんなに変
わってしまったのか」という大きな問いを抱いた。決して2年生の担任の力不足ではないことは、その方の普段の
様子から理解していた。
彼らは、 一切乱れを許さない恐ろしい教師に叱られる＜らいなら、素早く整然と並んだほうがいいと思っていた
のではないか。授業では 「どんなことを言えば教師fj:喜ぷか」と考えて発言していたのではないか。私の前でだけ
「いい子」を演じていたのではないか。子供が困ったらすぐに助けていた私は、子供が自ら解決しようとする意欲
や力を奪つてしまったのではないか。 一。子供にそうさせてしまっていた原因は全て自分の関わりにあるという結
論に至り、苔悩の日々を過ごしていた。

(2)未来投影的次元についての解説と考察
「教師に左右されることなく、自分自身の力で輝ける子を育成できる教師になりたい。 」これまでの自分を振り
返り、自分の理想とする教師像を捉え回した。私は、 「教師は子供に力をつけるために、様々なことを 『教えてあ
Iずなければならない』」と考えていたが、それでは本費的な力はつかないことを経験から実感した。
子供が自分自身の力をつけていくためには、困難を自分の力で乗り越えていくことを経験する必要があると思っ
たので、私は「子供が困難に直面したとき、すぐに関わるのではなく、まずは見守る教師でありたい」と考えた。
また、見守っているだけでは子供が乗り越えられない困難もあると思い、 「子供が自分の力で困難を乗り越えるた
めのかかわりができる教師でありたい」とも考えた。
そのためには「子供が乗り越えたい困難とは何かを適切に把掘する力」 「子供が目の前の困難に対し、自分自身の
カで乗り越えられることがでさそうかどうかと判断4る力」 「子供の力だけでは乗り越えられなさそうだと判断し
たとき、子供の力を後押しするための適切な支援を考える力」という3点が、目指す教師の理想像に必要な力であ
ると考えた。
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(3)実践的ー評価的次元についての解説と考察
前述した3つの力をつけた教師になるぺく、実践と評価を~ 00小学校でこれまで大
切にされてきている 「とらえ、願い、かかわるJという教育観である。全ては、目の前の子供をとらえることから始
まる。 「とらえるJとは、その子の価値観や学びの傾向、友達関係や家庭環境など、その子に対するあらゆる情報を
集め、その子をまるごと受け止めようとすることであるc この次元で取り上げられている「文化的J 「構造的」 「素
材的Jという視点からその子をとらえようとして初めて、その子への願いが見えてくる。ここで大切なのは、教師が
その子に対して願う姿を一方的にイメージするのではなく、その子自身がどんな自分になりたいのかという思いもく
み取った上で願いを定めることである。そして、とらえている目の前のその子が願う姿に近づくためには、どのよう
に「かかわる」ことがよいのかを考え続ける。 （2)で触れたように、教師のかかわりによってその子の願う姿を実
現させるのではない。教師のかかわりによって、その子が自分自身の力で願う姿を実現させていくために、教師はど
うかかわって支えられるかを考えることが大切なのである。 「とらえ、願い、かかわる」という、ここまでの一連の
流れを実践と位置付ける。

かかわった後、その子はいったいどんな表れを兒せてくれるのか。その子を再びとらえ直すこと力守匹5になる。そ
の子をとらえて分析し、願いという目的達成のために精選した方法でかかわった緒果はどうだったのか。かかわった
後、願う姿に近づいたと考えられる言動が見られれば、そのかかわりは一定の効果が得られたという評価になる。何
も言動の変化が見られない場合や、願う姿に近づいたと思えない場合は、効果的なかかわし）ではなかったのかもしれ
ない。その場合は、自分のかかわりはなぜ効果的ではなかったのかと、 「文化的」 「構造的J 「素材的」の3つの視
点から自分のかかわりやその子のとらえを見つめ直した上で、異なるアプローチによるかかわりを考え、実践してみ
ることが大切であると考える。これらのサイクルが、子供理解を深め、適切にかかわる力を向上させるための実践と
評価の往還であり、自分の理想の教師像に近づいていくための手段だと考えている。

3.自己の今後の実践課題～「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を学校改革と
システム転換に繋げる」視点から～

ここまで、自分の考えが伝わりやすいよう、反復的次元から未来投影的次元を見据え｀その目的達成のための実
践的ー評価的次元での実践を「教育観Jという視点を切り口とすることで、自分の経験に落とし込み具体化して述
ペてきた。一担任としての理想像にそった内容なので狭い範躙での話になってしまったが、 「どんな教職員集団に
したいかJ 「どんな学校にしたいか」と理想の学校像を描き、考え行動していくことは一人一人の教師エージェン
シーに含むべき豆要なことだと考える。それを踏まえ、 「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を
学校改革とシステム転換に繋げる」という視点で自己の今後の実践課題を考えていこうと思う。
この視点において最も大切なことは、教師が目的をもつことだと考える。学校改革やシステムの転換はあくまで
手段であり、社会の変化を兄据えながら「どんな学校にしたいのか」という強く明確な目的を教師集団が共有する
ことが求められる。目的が組織全体で共有されれば、各々の教師が内発的・創造的に実践したくなるだけでなく、
その活動の方向性も重なってくるだろう。そして、その結果として学校改革やシステムの転換に着手し、理想の学
校がつくられていくのではないかと考える。従って、全ては目的をもつことから始まると考えた。

私はこの講義を経て 「子供たちのよりよい未来のため、持続可能な学校にしたい」という実践課題（目的）をも
った。南砺市や川根本町の事例を中心とした詞べ学習で多くの知兄や現状の課題に触れたり、仲間との謙論の中で
真剣に未来を考えたりしたからこそ、この目的をもつことができたのだろう。特に、国連広報センター所長の 「
SOGsを自分攀化して、世界を変革させる担い手に」という記事（根本：2020)の「世界レベルで思考し、足元か
ら行動を起こすJという言葉に出合い、大きな影響を受けた。子供たちや国の未来についての貴任を負っていかな
ければならないことを、自分事として受け入れることができたからだと思う。少子化によって必要な教職員数が減
り、学校数も減ることで子供がいる世帯の人口流出は止まらない。さらに過疎化が進むことで狭い都市部に人口が
集中した結果、物団が高騰して大きな住居は手に入りにくくなることで兄弟数は減少し、それは出生数のさらなる
減少に繋がり少子化に歯止のはかからない。そして国全体の人口減少による生産力の低下は国力の低下と招さ、決
してよし）よい未来にはならないと考える。様々な要素が絡み合い豊かな国や地球を後世に残せないのではないか
ということを危惧した。持綬可能な学校をつくっていくには、現状行われているシステムや方法を継続していくこ
とは適切で1まないと考える。社会が急速に変化していくにも関わらず、学校が現在行われている方法を継続すれば
社会と学校との間に軋礫が生じてくるのは必然といえよう。従って、学校は今後も社会はめまぐるしく変化してい
くという前提を受け入れ、変化を怖れず柔軟に対応していく組織になっていくぺきだと考える。

4.終わりに
どんなに素晴らしい理想を褐げても、 一個人がいくら考え実践したところで、学校改革やシステムの変換
には至らないだろう。大切なのは、目的の価値と必要性について職員会議で提案し、議論し、全臓員の共感
と納得を得て学校全体、ひいては地域や行政をも巻き込んで進めていくことである。 一個人の考えは、共感
してくれる仲間が堵えていくことによって学校としての考えになり、現実的な改革に繋がる。そのような姿
を他の教師が間近で感じることで「目的をもち、声をあげ、学校全体や地域社会を巻き込んで変えていくこ
とができるJという可組生を実感し、 「自分にもできるかもしれない」 「自分もそうしていくべきだ」と内
発的・創造的な実践や活動を行う教師になっていくだろう。

ェコロジカル教師工ージェンシーをもった教師は、その言動によって周囲の教師の教師工ージェンシーを
活性化させる力をももっているのかもしれない。私は、常に自己の言動を目的から評価し、その結果を踏ま
えてさらに実践を積み重ねていくというサイクルをもった教師工ージェンシーを高めたいという決意を新た
にした。
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図6 エコロジカル・教師エージェンシー(ETA)モデル
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【2021年度企画書】 モデル開発の戦略転換
→機関包括型アプローチ、複雑系の見方・考え方

本事業の目的は、SDGs未来都市・南砺市（富山県）及び川根本町（静

岡県）のホリスティックな学校改革を支援しながら、モデル開発の研究成
果を全国に発信することである。
初年度は研究協議会を2度対面開催し、翌2月シンポジウムを開催した

。また、若手教育研究者を結集(ESDほりぷ）し「教師が内発的・創造的

に実践・活動を行いその成果を学校改革とシステム転換に繋げる」という
理論枠組みのもと、事業自体と各自治体の教育改革支援の全体像の可

視化のために社会的インパクト評価手法であるロジック・モデル作成に
着手した。
2021年度は、計画の進捗状況を検証・修正するとともに、帰還困難地

の教育創造に取組む大熊町（会津若松市）を加える。さらに、連携・協慟

主体である大学自体のホリスティックな改革を推進するロジック・モデル
の作成を開始する。以上によって公立学校のESD実践の推進を可能と
するモデル開発の成果を全国発信する。
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図8 機関包括型アプローチ
出典：UNESCO2014a: Shaping the Future We Want) P.89 Figure 4.2.1.4: The whole-school 
approachを筆者口＊；；五印
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図11 知識の創出 ・コントロール・獲得・検証•利用
～グロパール共有財(commongoods)としての知識
出典UNESCO(2015)敦育を再考する：教育はグローバルな共有財になりうるか？」
（文部科学省科省仮訳）P.75（原文：RethinkingEducation) 

→【新しい方向】2022年II月 ChstGJYfとは
Ope叫1が開発するG町•3(※）という、言語モデルをベースとしたチャット（対話型）アプリ

ュ _J

2022年度プロジェクトのコンセプト

複雑系の実践⇔制度のアプローチ

の教育改革

「令和の日本型学校教育の改革」を教師が主体的

に創っていく枠組みについての研究を報告します。

「令和の日本型学校教育」改革へ寄せて

～本プロジェクトの意義と役割～

中央教育審議会は「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会を置き、中
間報告（審議まとめ）を2021年12月に出しました。審議まとめは、要するに学校と教師の
’室iの'‘ の： ．2 9上 NITS の

て- の貶 で'―ーゴの t`つて‘しシス―ム用で ＇ 
ー ・ン が L せんのがめに........と の‘土．t`シス―ム とい
―̀ の がt`いために に‘. t`  し、 1 ことに曰 、してい
七^． のシス―ム｀告 に t- - ．9― の L.’ 室l ........

伝 ’ lj{IJ-~-:'. 、、プ こ占 <~t.:っい

これでは 親`・地域住民やNPO等との多様なステークホルダーの連携・協働も引き出す
こともできません。

プロジェクトが取組んでいるのは、審議まとめのような考え方を越えて本格的にシステ
ム― にれた と ・瑾へと准‘ことで 、には の..,,,.,., 

I :ス―ム 、 :ス―ム甲

論的実践的に探究することですn
最終年度の3年次(2022年度）は、その実証段階とプロジェクトの総括に進んでいきた
いと考えます
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【2022年度企画書】政策⇔学校（制度⇔実践）の枠組み
令和の教育改革にビルドインする

本事業は、自治体と大学の連携・協働の＂金型づくり （創発）”の取組みを
、Jこ9―いの交 3 aで 号しのモデル の 全玉

に発信することを目的とする。

SDGs未来都市・南砺市（富山県）及び川根本町（静岡県）のホリスティック
な学校改革を支援するために、若手教育研究者(ESDほりぷ）を組織し、「

教師が内発的・創造的に実践・活動を行いその成果を学校改革とシステム

転換に繋げる」枠組みで、 初年度は自治体教育改革全体像の可視化のた
めのロジック・モデルを探究した，2021年度は、 「EBPM時代における教育

実践と制度改革の枠組み構築」の共催シンポジウムが転換点となり、自治．
の 万の、みと一． の 、み「

包括型(whole-lllsutution)アプローチ」で探究してきた。

は ；ムの 万のらt̀ ‘佳と至iEモデル の理竺

的・実践的な総括的な検討を行い、全国にその成果と課題を発信する。
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SDGsP1(2022年度～2022年田の成果と課題

【成果】

① 「ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発」
の基本的考え方を整理できた。

・複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み
・機関包括型アプローチと持続可能性への移行図
・学校教育改革と教師教育改革、そして大学教育改革に共通する

理論的枠組みを構築
② 大学が自治体の教育改革支援を行いつつ、大学の役割・在り方（連

携・協働）を考えるプラットフォームとなった。

【課題】 ・ ESD／国際化ふじのくにコンソーシアムの今後の方向性
• ESD実践の基盤づくりの実践・理論の研究の成果を、令和の教育改革
に具体的にどうビルドインするか？

→新しい教職大学院の実践研究／新しい教育実習の枠組み
・政策⇔制度⇔実践の考え方で、教師の内発的な教育改革の実践力を
支援する取組みをどう進めていくか？
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複雑系の実践⇔制度のアプローチ

の教育改革
「令和の日本型学校教育の改革」を教師が主体的に創っ

ていく枠組みについての研究を報告します。

論点1政策側と実践側の
双方向の枠組み（政策⇔実践）

ESD政策の主流化(mainstreaming)

UNESCO・ GAP (2013)持続可能な開発のための教育(ESD)に関するグ

ローバル・アクション・プログラム(GAP)参考資料37C

... ESDの成功した活動は、多くの場合固定された時間枠と限られた予

算内でのみ行われる。 多くの場合、 ESDの政策と実践は適切に関連

付けられていない。

ESDは、教育と持続可能な開発のアジェンダの主流への統合（

comolete its inteeration into the mainstream of the education and 

sustainable development agendas)を完了してない。

➔政策と実践の主流化 (mainstreaming) の観点からは不十分である。

これをどう克服していくか？

〇政策⇔制度⇔実践という新たな枠組み。

〇政策➔学校・実践の限界。 政策⇔学校・実践の枠組みへ

図1200教育とESD

ESD-J:ESDレポート第9
号(2007)p.3 

図13ESDの統合性

エネ J環境｀ 文化
ルギー 多樟性

気候
虞界遺●
・地軍の

変動 文化＂噂

減災 国際

紡 災 ESOの基本的な考え方 踵解

［知譲、fllilil観、行動等］
渇洋 環境、経済、社会 平和

の統合的な発展
生物

多揖性
人権

ユネスコ国内璽員会：袴饒可能な饒覺のための歓冑
htlD•://www.mexLgojp/uneむo/004/1339970.htm
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図14 第2期ESD国内実籠計画～ SDGs釦ぃmo匹 Q>lllll~ 
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図15グローバル・アクションプログラム(GAP)ロードマップ

出典：＜ESO/ユネスコスクール東北コンソーシアム＞
No.I宮城教育大学国際理解教弯研究センター 2015年 1月発行より

グローバル・アクション・プログラム(GAP)ロードマップ

SDGs達成に向けた持続可能な開発のための教育：ESDfor 2030) 
GAP (2015-2019)→→ ESD for 2030 (2020-2030)出典：R畑 dMao(2020) p,50葦者訳

【ピジョン】 ESD強化と17のSDGs達成を通じ、より公正で持統可能な世界を構築
［戦略的目的】ESDは、質の高い教育の重要な要素であり、a)個人の変容、b)社会の変容、

c)技術進歩に特に留意して、17のSDGsを実現する主要手段(keyenabler)である

［優先行動分野］ 2学習環境の変容 3．教育者の能力育成（キャパピル）
4若者のエンパワーメント 5.ローカルレベルの活動の促進

【ターゲットグルーブ】政策立案者機関リーダー 学習者親教育者若者コミュニティ
［参加国の活動］国レベルのマルチ・ステークホルダー構想(initiative)

①政策推進：教育と持精可能な開発をグローバル・地域・国家の視点でESDに統合

②学習環境：機関包括型アプローチ(whole-institutionapproach)の推進

③教育者：能力育成(capacitydevelopment)の機会の提供

④若者：若者参加の機会の援供 ⑤コミュニティ：全優先行動分野の結節点プラットホー
ム('nodal'platform)としての地方コミュニティのエンパワーメント
［ユネスコの支援】

①国レベルのESDマルチ・ステークホルダーの構想：規範的指針と国レベルの支援

②バートナーの包摂的なネットワーク：会合と交流の正式なプラットホームの提供
③モニタリングと評価：SDGターゲット 4.7に関連する5つの優先行動分野及び実施プロフラム

の成果の観測I（モニター）
④活動のためのコミュニケーション：SDGsと教育の役割を啓発するプログラムの開発

⑤証拠に基づいた実装とリソースの動員：ESD実装の支援のため、新しい問題・トレンド（

issues &trends)の観測、リソース動員を行う
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・表3:ESD/SDGsの4つのレペル $.Sterling (2003)p.283梅澤訳＊曽我(2013)p.110参照

持緩可能性の移行 応答 持綬可能性の状陰 教膏の状態

1非常に弱い 否定拒否又は最低限 変化なし（名ばかリ） 変化なし （又は名ばかリ）

Very爬al 訳nial,rei≪ti on or nini●暉I No change (or token) Ho char,ge (or token) 

2弱ti賑ak 追加 '8olt・on' ＇うわぺだ けの改革 持紐可鯰性についての教育

Co虫 ticrefor• Educit i叩 a細 ISustiinabi lily 

3強い Strong 組み 'Build-in' 口釣」な籍化運動 持紐可能性のと辺立教育

Serious greening Education for Sustainabi Ii ty 

"閂零に強い 再構築又は閂設計 全体的な既合^ 持続可能な教育

¥e" St(Ong RゆuiId or redesign 動oilyintegrative Sustainable educ.at ion 

表4：持続可能性への段階的な反応
~ ~ ~ ~ 

咽•I如nif it令的成： 咄•r釜切紅 証 9)炊

]1三言：三戸旦；：：：（：
4 

図16 Society 5.0に向けた学校ver.3.0
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複雑系の実践⇔制度のアプローチ
の教育改革

「令和の日本型学校教育の改革」を教師が主体的に創っ

ていく枠組みについての研究を報告します。

論点2 静岡大学教育学部・大学院

の方向性
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【論点2：大学編】
ESDの視点でWale-institutionApproachによる
「再方向づけ(re・orientation)」を行う

①大学の役割の再検討

→ネット社会時代の「知の再構築」

支配的な実証主義的な科学からの脱却

＝学びと教育・研究・社会貢献をホリスティックに再構築

＝政策・機関包括・教育者・若者・コミュニティの総合的枠組み構築

②ESDレペル4を見据えた金型（創発）づくりの計画・実施・検証

➔そのための、多様なステークホルダーとの連携・協働

③基本的な改革すべき内容

aカリキュラム b運営c組織文化d学習者の参加eリーダーシッブとマネジメント

f地域社会との関係、g研究(research)を総体的に再考（リデザイン：再設計）する

④主要な課題

・断片化した研究・教育から、サステナビリティ（持続可能性）の教育・研究（学際性
と多様なステークホルダーが重要）に変革する。

・持統可能なガパナンスと、持統可能な開発のための転移が焦点

図17これからの時⑫心における大字の在り方について ー増域の中核となる大字であるために一 Biiこ］
（令凩 3攀12R15日中9"＂5.JII会大分＂舎•JII●め） I富）
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M.Rieckmann et al.(eds.)(2020) Higher Education Institutions and Sustainable Development: 
Implementing a Whole-Institution Approach 

「高等教育機関と持続可能な開発～機関包括型アプローチを実装する」への序文

・持続可能性は、私たちの社会にとって緊急の開発課題であり、ますます注目されています。それゆえ，高等教育機関 （
HEls)もまた．門続可能な開発に貢献するために、理論的・概念的・方法論的・批判的・省察的に、関連する挑戦的
課冦や変革ほ溶 の過程と条件に取り組むことが求められています。

・しかし、高等教育様関のような複箱な組織が、持統可能な開発のプロセスを自らの機郎内で開始・維持し、それを永綬
的な責任とするにはどうすればよいのでしょうか？どのようにしたら、できるだけ多くの人々が持続可能な開発に参加
するように説得できるのでしょうか？これらの質問に対して、すべての大学に同じように役立つ特許のレシピ・行動の
ガイドライソ ・チェックリストはありません．

・すべての大学に同じように役立つ、あるいはすぺての大学が一復に適用できるようなチェックリストはありません。高
等教育機関はあまりにも異なっています。例えば、法的形態（私立か公立か） 、立地条件（地方か大都市か）、規模（
小規模で専門的なものか？）など。加えて、高等教育機関は、国や地域の政策により｀持続可能性の1Jllliliiを促進する外
部の外部の枠組み条件の影響を受けます。

•高等教育の現場は、 個々の持続可能性ブロジェク トや、個々のコースでの持絞可能性の問遜への取組みが中心となっ
,·~^““=～“占-'” ' A匹 ． 約畜＂壼廿9の砂的か五 （恋笠）~ 1.-rllll紹文h．スペ宣マ
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V.Markus et al. (2020)The Role of Universities in a Sustainable Society. Why Value-Free Research 
is Neither Possible nor Desirable Sustainability2020, 12の結綸(5点）

(1)気候変動の現状と人新世時代の大きな加速の中で、人類は時間切れになっています。したがっ
て、現在の公的言説における大学の役割・コミュニケーション条件・認識・課題は変化しています。
大学はもはやオブザーパーではありえず、「変革の主体」となり、科学と社会の積極的関係の要請
に対応しなくてはなりません。

(2)科学の新しい社会的役割が広く求められており、それはさまざまなヘッドラインで濃謡されていま
す。t::とえば、変容的（変革的）、責任ある、公的、持統可能な、または触媒的な科学です。これら
二．

のモ丁ルはすぺて、依然支配的な実証主義的な科学理論と深く対立しています。科学者は、彼ら
がアイデアや言説を出すとすぐに、最初から社会変化に関与しています。この状況を振返るのが彼
らの仕事です。

(3)このような背景から、大学もそれ自体問題の一部でもあり、かつ解決の一部でもあります。

・持続可能な社会の原動力となるには、合理性・自由・富・進歩の概念に関する文化革命を起こさ
なければなりません。したがって、 大学は、倫理的問題の疎外（周辺化）をもたらす単純化した合
理性理解を克服する必要があります。持綬可能な社会の途中には道徳的ジレンマに関する科学
的研究の不足がままみられます。これに適切に対処するために、SDGsの要請を認識する人新世
の持続可能な科学は、倫理的に基礎づけられた包括的な「再方向づけ」、そして知識人・政治・公
共圏の包括的な関係を創設する「学際的アプローチ」を必要とします。持続可能な科学には、重
要性・好み・望ましさ・アイデンティティという個人的文法を構成する知恵が含まれます。「変革ラ
ホ」として行動開始することにより、大学は、自己省察的な「構成的政策主体」になり、持統可能
性について外部定義された目標としてではなく、明確に特定すべき異種ターゲット諸要素を公開
の調査プロセスと見ます。

•こうして持紐可能な科学の規範的要請は、 科学的実証主義を排撃します。

・ （4)加速する社会変化を責任ある形で行うには、 尊厳の概念を核とした「良節
的な羅針盤」 が必要です。この文化的責任の技術（わざ）は、一次問題と＿次
問題の区別、およびコミ ットメントの異なるレベルと程度の区別です。および
科学的革命の目玉は、責任概念を識別して理解することです。

「責任の文法」に対して3つの次元で分析的アプローチを行う必要があります。
「責任の社会的文法」を構成する主語 ・目的語・宛先の関係は、生態学（エコロ
ジー）的かつ社会的要求とユー トピア的思考への現実的な距離のコンフリクト（
葛藤）を理解し、過大な責任概念の無益さを乗り越えます。

．挑戟的課題は、生態学的な相互関係と進歩とリスクの弁証法的緊張を自覚する
新版ヒューマニズムを定義することです。この文脈における貴任科学の仕事は
、イノペーションを選択し、システムリスクを回避するリスク成熟度を強化す
ることです。科学者は常に権力の領域で声を持たない者の声でなければなりま
せん。

(5)これらの考慮事項は、次の3つの次元を持つ「新しい啓発」ブログラムにつ
ながります。 （a)研究の自律性は、 行動のための自らの制度的条件の批判的検討
が必要です。したがって、科学は、すべての科学について認識論的かつ規範的に
富む仮説を方法謡的にコントロールされた考察が必要です。 (b) 自由と責任の相
互作用に関するコンセンサスの欠如は、社会的結束を損ないます。持練可能性と
自由の関係の新たな理解が必要です。 （c)機閲包括アプローチに関して変革的科
学と変革的教育は一緒です。人新世の時代に持続可能な社会を推進するためには
科学は、知識の断片化、自然科学と社会科学の二元論を克服する必要があります
。したがって、大学は、価値中立の研究が不可能かつ望ましくないことを自覚し
た 「合理性包括アプローチ」を必要としています。この方法で、 持統可能性は、
「自由で無償＜只＞となる」ことを可能とします。

静岡大学教育学部・大学院の方向性(2021年段階構想：未実現）

静岡大学教育学部は、「ミッションの再定義」（教員養成2013.11)におい

て ‘ActLocally, Nationally, & Globally (and Change Shizuoka 

University)'の視点で大学教育・教員養成改革を行ってきた。それ以前

を含む約10年間の実績に基づき、 2015年度から国が展開する「地（知）の
拠点大学(COC)」の「SDGsILevel4の金型づくりIを、次の3つの視点を考
慮しながら理論的かつ実践的に調査研究を行う。

1)ユネスコ活動費補助金事業の成果と課題を活かし、新規事業「ESD実
践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発」(2020-2022

年度予定）と連動させて、大学のあり方、大学＝地域の連携・協慟のあり
方を理論的実践的に検討する。

2)「地（知）の拠点大学の金型づくり 1の基本的視点は、「内発的な実践・
学習⇔大学の組織・カリキュラム改革lの回路を創り上げることである。
そこで、新規補助金事業と同様に（ソーシャル）インパクト・マネジメント・
ラボの支援を得て、ロジック・モデル(LM)の手法を用いて、その回路の

枠組みづくりを行う。
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◎静岡大学教育学部・大学院の方向性

3)SDGsは、ホリスティック（総体的）かつシステム思考で「とて
も強いサステナビリティ（注1)」（曽我：2013)をめざす必要があ
り、 大学の現代的役割はこの「SDGs/Level4の金型づくり」を
実践的に行うことにある。

新設ラボ（構想で実現せず：2023年2月段階：報告者）をハブとし、
①多様なオンライン学習会、

②大学教育・カリキュラム・授業等と大学・地域NPO等の連携・協働、
③教員／学生・院生の研究・実践フィールド構築を試行する。これらの活

動・実践をふまえ、

④大学教育・カリキュラムや大学組織の改革の方向性を提示する。

→ 静岡大学の現代的役割・在り方を捉え、改革実践に取組
む方向性を支援したい。

複雑系の実践⇔制度のアプローチ

の教育改革
「令和の日本型学校教育の改革」を教師が主体的に創っ

ていく枠組みについての研究を報告します。

論点3 実践⇔制度の見方・考え方

（学校の組織とカリキュラム・授業）

図18リゾーム型思考のイメージ
llttps:I(IIOICCOIn/bloonlCOncept/nIna9:3ad322932 

ビジネスモデルにまつわる循環とダイナミズム—ビジネスモデルオリンピア20'18講演
ブルームコンセプト—コンセプトで世界を変える— 2019年II月228 19:38 

且
Rhizome 

Tree 

中心も始まりも終わりもなく、
多方に錯綜するノマド的なモデル

ノマド：デジタル大辞泉ブラス「ノマドJの解説
もとは「遊牧民」や「放浪者Jを指す言葉で、日常の仕事を決まった識場で百ぽて巧うェやレンタルスペースなどに移動し
て行うウークスタイルを指します。モバイル・パソコンやスマートフォン、タブレットといった携帯しやすい機器の詈及` LTE
や公衆無線LANといった通償サービスの充実などによって、多くの人が実践できるようになりました。
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図19持続可能な学校づくリのゾーム図 出典小山龍介2018講演を参考に赤星信太朗2022作成

図20 リゾーム図の提案（出典：赤星研究報告より：中間）

ー」

図21リゾーム図の提案（出典：赤星研究報告より：最終）

5
g5
 

3
こ
＂



ᇀఱӾӠӼԁ႘༌ӽᆪ
ӠӠӠᆷ఺૩֭ಲ๯çฑဗ֭آ،ח՛ूࡱੱ֭׶ॹ

50

分
冊
４
　
　
27
日
第
３
部

分冊４ー

[2016年度改組I (2009年度1 敏訂学部・400M:52 P・20 0・4 
学校教育教員養成課程300 弓芍加72(52+20) （S刀教行学部の名称）
初等学習開発学15養護教な専攻10 〇教村実践高度化専攻P:20学校組織闇亮
＊生涯教脊課程35、総合科学教百課段30 ／ S56大学院教行学研究科（修士課捏）
芸術文化諜程35は廃止 教(J1；法閲亮／生徒指導支援／特別支援教fl

〇修士課程学校教脊研究専攻52 H元年教育学部総合教育課程
［人文50減、教11100減を、情報＋40、農学＋30、埋 発達教行学／各教科教行専修(10教科）

+20、工学＋10、地域創造学環＋50（人文30、理・農・ [2012年度） HIO教百学部総合教育諜程を改組し
エ・理各5) 共同教科開発学専攻（愛教大：博士課程）4 生涯教脊課程・総合科学教行課程・芸術文化諫
大学全体は、1970で変更なし

[2020(R2)年度】修士課程の廃止
程

[2023(R5)年度予定1 教教青育実実＂践力高＂度成化寺攻P:45(f)み H21教存学研究科教訂実践高度化専攻
コース（，，，卒!II)

教育学部260(40減） 教育実19J)開梵コース（現職のみ）
H24共同教科開発学専攻（博士課程）rグローパル共創科学部（仮称）」115名 牛校組織膚亮コース（現職のみ）

地域創造学環は廃止 H28左記の改革
R2 左記の改革
R5 左記の改革予定

ー」
図23：学校教育学研究科（教職大学院）パンフレットより

教職大学院の養成する人材像・教育目標とコース・分野 ヽ巴j「--10皐位黒輯舌●（疇論と賓該●註這させた,..,.,.uの繊畳I
実誓科目巴 富霞化寅●1

巴 裏1l化賽●1
Ml 

隣M

ロニ瓢 ―]」
静岡大学敦闘大学院の教員 大学院案内2022より学生定員：9学年45名 虞(2政令市）からの現棗教員派遣15梨には別途で現闘教員の大学院鐸学枠3名

教百実践力百成コース（学卒者等）／教育実践開発コース（現職） 92名 ⇔ 学校組織開発コース（現職のみ） 6名
・学習方法5 • 生徒発達支援5 •特別支援教育4 ・幼児教育4 ・養謹教育3・現代的教爾棟題7
・教科敦Ji64<1116社7数6環11音5癸7保体5技6家5英6>

＊全教員は学器r教塁」に所属(2020から）大学院手当の問題／2016年度学部定員減100名に伴う教員削減計画を冥施中

カリキュラムの概要（履修年次）

轟讐買讐Ill鴫翼鼈

図24

カリキュラムの概要（コース別）
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【2月27日シンポジウム 第3部 15:10~】

おわりに（まとめ）

複雑系の実践⇔制度のアプローチ
の見方・考え方

【P1の取組みから見えてきたこと】
①見方・考え方を、リニア型でなく複雑系で働かせること。

教育とは／学校とは／教師とは／学ぶとは／Alと人間／VUCA/wellbeing/
仕事 • 生きがい／生きるとは／等

②複雑系で考え議論し枠組を設定。協働で行動・検証する。
→社会構成主義の考え方 cfエンゲストローム
・複雑系で考える→枠組みをつくる（システム思考）→そのもとで行動（活
動）するI実践する→評価・検証による改善このサイクルが重要。

・文脈•主体・それ以外のものく手段＞等を要素として組み込ん
で把握し、デザインする
• Ebidence-Based Policy making(EBPM)は、①②の枠組みが
なければ効果がない。
リニア型EBPMはVUCA時代に無意味であるばかりか悪影響を及I;

③学校と教師のあり方を①と②で問い直すこと。
• ESD for 2030(SDGs)の観点で、カリキュラム・授業や組織等を
再方向づけ(re・orientation)する

• whole-institution(whole school) approachで行う
全体と部分を見据えて、自己組織化しながら、個と全体を同時にクリエイ

ティブに活性化していくこと。 「木を見て森も見る」

→モデル開発（「金型づくり」）の重要性。
cfカリキュラム・時間割・授業／組織 結節点は「教育実習」

・学校（教師・子ども）・保護者／教委・地域住民／地元企業・NPO

等との連携協働でおこなうこと（マルチ・ステークホルダー）。

④ワンストップの教職観（新しい教師の働き方改革）
→「生徒指導提要2022+＜学級担任⇔学年主任＞＋カリキュラム・授業

と「SDGs/ESD、ラーニングコンパス、令和の学校・教師改革」を繋ぐ
→そのような教員養成と教員研修のデザイン
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25中央教青書纏会「令和の8本型零校教冑』を担う教鋒の在り方特濱憾会基本J!l1麗ヽJヽ委員会(11!2回：2022.1.31)会●賣料参肴賣料3より

1 教師の養成・採用・研修の一 体的改革 ■三！■|
と土 藁較育•II紐滋等の一正
ヒ体的・i1話的で深い字び（アクティブ・ラーーング）の視点に

業改苦に対応した内容の必修化
田1sよる「牧疇諜』主げ9Jリ1ュっムJの作成葦敦●aI9で共過紅：修縛す心員鶴認力息来した切
大アによる教譴課程の口己点検評価を筏務化

ロ
多様な採用渭考の宰栖
専門性芍な宕慮しに採用逍＇宅の実縫 i

•学び続ける”師を支える体利穿伽
素敦●1",．惰例ま等—""'iE9H29,4鴫19)

”百宅員会と大学tうとのr臣ぶ会J”'沿濤
・灼溢宅騒今暉•omI;，ぼ｝”r·研にltiiii~
菜定

切任者研修にお19るメンタ一方式の研修の潅迦

rt会人等の多様な人44の活用 資賃能力の向上 •更新這囚との旧互認定の促這

特別免え午状の活用 x心9.”n-”Oto件
I 

＝＝＝ばし 0---ーベこ）亡霊儡は呻呻螂
受駿年齢＂限の紡 lD I ・ tンうイン動画（代内研ヽ J;,IJーズ）の配信
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「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会検討の方向性（案 ）を読む
中央徽●●●會『令和のa*!II字校徽青』を狙う徽鰤の在り方特肩鶴食（聾5国）•初疇中鴫攀冑分属餐艤員養戴鑢食（萬126回）合員彙●貴料(6•1 )

・「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会検討の方向性（案）

中央艤冑●●＊「令和の日本塁学校艤青」を担う艤蠣の在り方怜損麓＊（算9国）•初嶋中彎蠍膏分科會艤員養成鶴＊（鯖2•国）合霞會纏賣料(6-1)

・（敏鰤●人と学校組織）

. 0これからの賓化が瀧しく、予測することが困饂な＇代に起ヽ ては、、：鰤が富い資質饒力を身に付けるとともに， 学校も、多
樺な教職員同士の鵬わり合いを馳に直面する様々パ教冑課●を克 できる組織として遍化していくことが強く求められる。

・O「教●●人」は、敦員免許で担保される基磯的な資貫能力を鑽えた上で、それを越えた強みや専門性を発揮することが求
められる。

・O多様な教職員集団で檎成される「学校組織」は、レジリエンスを覺揮して、社会の急瀧な査化に対応できるようにするため
点与討：提疇を「自律的な学詈看」として育成する）教師●人も自律的な学詈看として主体性をもって学び縞Itることが重

・O校務をつかさどる校長のリーダーシッブの下、副校長・教順、主幹教綸専がそれを檜佐し、任された範囲においてそれぞ
れがリーダーシッブを発揮しつつも、学校を支える全ての教鰤が、学校教冑活動にそれぞれの彊みや遍性事を生かすこと
が期待される。その意味において、校長を含めt1"璽職その他の職場の上1)は、強み等を青景に特定分野の学校教青活
動を葦引する教鰤に対して、時にフォロワーシッ を賓することも重璽である．

・ ➔学校と教師の役割の変化を指摘し、それを教師の資質・能力向上とNITSの整傭充実、そして管運職の監
督権限強化によって行おうとしている、この発想では、教師に多大な責任を押し付ける綸理に帰結する。政
策や行政の貴任を免責するだけでなく、親・地域住民やNPO等との多様なステークホルダーの参加と運携・
協働を引き出すことができない。

•そこで、教師の内発的実践力を引き出し、制度（システム）を質的に転換（変容）する枠組み（システム思考）
の提案が必妻である。この観点を明確化する枠組みの構築には、「機関包括型アブローチ」が非常に有効
である。

・【持続可能な社会の創り手】の言及はなし。2021年中教審答申にも4か所出てくるのみ（メインストリーム＜主

流化＞に位置づけてない。見方・考え方を働かせてないので｀具体的提案にも反映できていない。

「令 和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会検討の方向性（案 ）を読む2
中央●●●●會『令和の日本塁零校徽賣』を担う畿●の在り方怜濱纏＊（霊9国）•初専中攀轍冑分科會鬱員養咸馨＊1璽l96国）合属●●貴料(6·1 )

・（新たな教師の学びの姿の実現に向けた体制整備）

・O．．新たな教鰤の学びの姿の宴親に向けて、教鰤に求められる資賃能力の真定●も踏まえつつ、教冑公務員特例法
鸞22粂の2に基づく敏鰤の資貫能力の向上に闘する指針の改正や、校外1i11修・講詈のほか、校内研修や授婁研究
に代表される教鰤同士の学び合いによって得られる気づきなどの「硯湯の経験」を重視した学びを含む●熊開発に闘
する校内撞遣体割の整●、審識まとめに言及されている研修受講履歴讐遷システム（仮称）（多様な内容・スタイルの
学びを記録し、撮り返ることができるポートフォリ

・オ櫨能などを●えることも想定）や3つの仕組みなど必璽な環墳整●も含め、籠籠策を検討する。

・（学校管理職（特に校長）に求められる資質能力の明確化）

・O学校組織のリーダーでありA交務をつかさどり、所 職員を監督する「校長』に求められる資貫餡力について、教職
の延長織とのキャリアステージというだけではなく、「9濃」という別の職であることを胃認識することが重璽である．
・Oその上で、本特別部会における●●を踏まえて示された斬たな躊代における校長に求められる役割や資貫能力に

盆油嘘唱況開なg琵閉嘉閉賢岩憑襲涅踪9とも含め、校長の教員青成指欄の策定に

・ ➔この論理では現場は活性化しないし、質的な変容も実現できない。機関包括型アブロー
チで実現していく枠絹みの構築

・＊教師コンピテンシー綸は、それだけでは教師に過重責任を負わせることになりかねない。

• ESD 5 に 5つの ＾ t̀ が‘ t-
cf.ESDコンビテンシー、専門職学習共同体もそれだけでは同様な讀理となる。
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図26 複雑系 (complex) 教師の学習—実践のフレームワーク（枠組）

シフト（転換）

①二元論から内在へ

②個人から多様性へ

③自律から集合へ

④人問中心から
人間andへ

⑤中立と普遇から

政治的 ・状況的へ

⑥在ることから

成る（差異化） へ

⑦同一性から

差異性へ

教師の学習•実践の窓妹
令咆と教授尖践 (teachingpractice)が絡み合っているプロセス
•このプロセスは、複数の人1r,1 ・ 人間でないもの ・ 無JI紗も伶の接粒と相 fi:.（乍Jfl
•教授活動 (teachingacrivitie;)は閥人ではなく広い多様な諸要因と共に／I：りで
泊発に交渉する翡度な媒介活動

•教師H以が多様性の •つであり 、 彼の学iりもその・部
•災合全体が教授活動の産出に打献
•エージェンシーは均ーでなく 、 多様性の1iilで集合(lりに設定 ． ＂d分される
•教授は、 人1:tlアク タ ーと人間でないものI物汀的で散文的な諸吸因で(11J られる

•教授の諸変因は,,,立でない． 特定の政治的状況、 文化的 ・ 歴史的 ・ 物'tI的諸条{‘l’
とパワーの流れにll¥J述し、ミクロ政治的な什1互作Illに注1-1する必災がある

•教授と学習はfi変かつ継枕的な過程、 界なる諸要索が教授集合（本の構成物として
入り、災合体の他淡索とIll!係し発展／変容するので絶えず変化する
•教授は創発的な現級 「なることで」 であり教授一集合体のその時点の協働的な沌物
•教師の駁能）成長は非線形の活動。 安定軌近でなく一連の 「なること 」 で生じる。
教師!'I身のその時点の火現、学料火例、 and/or広範に進行する過程で 「毀なるも
のになる」人LIとしてItじる｀そのような「実践イペソト（活動） 」
•教授は沢f.fな諸変索の協働活動で'tまれる災合的朕物． 学1叫実践実例は必然的に
ハイプリッド（楳種混父）

•教師の学習—実践の以 1：のHi』的な特徴は 「必異を利l り 出すこと」

K.J. Strom and K.M.Viesca(2020)p.8 

ぃ _J

固24
サ7テナピリティのためのキー ・コンピテンシー UNESCO C2017)p. 10 丸数字は筆者

のシステム思考：ュンピテンシー：関係を認識し理解する能力。複雑なシステムを分析する能力。システムが異
なる領域と異なる範囲に、どのように組み込まれているかを考える能力。不硫実性に対処する能力。

②予瀾的コンピテンシー：複数の将来（可能な将来、 可能性のある将来、および望ましい将来）を理解し評価す
る能力。自分自身の将来のピジョンを創造する能力。予防原則を適用する能力。行動の結果を評価する能力。リ
スクと変化に対処する能力。

〇績範的コンピテンシー：自分自身の行動の根底にある規範と価値観を理解し省察する能力。利益相反とトレー
ドオフならびに不確実な知識と矛盾がある中で、サステナピリティの価恒、原則、目的、および目標について話
し合う能力。

④方略的コンピテンシー：地元地域レベルやそれを越えたレベルでサステナビリティをさらに高める革新的な行
動を、共同で開発し実践する能力。

R協働コンピテ` ノシー：他者から学ぶ蛯力。他者のニーズ、視点、および行動を理解し尊重する能力（共感 (
empathy))。他者を理解し、他者に心を通わせ、他者の感情に敏感である艇力（共感的リーダーシップ （
emp●thicI●●de心hip))。グルーブ内の対立に対処する能力。協働的かつ参加型の問題解決を促進する能力。

⑥クリテイカル思考コンピテンシー：規範、慣行、および意見を問う.::とができる能力。自分自身の価値観、認
識、および行動を省察する能力。サステナピリティに関する対話の中で、 自分自身の立場を明確にする能力。

⑦自己認識コンピテンシー：地元コミュニティや（グローバル）社会での自分自身の役割を省察する能力。自分
自身の行動を継続的に評価し、さらに動機付ける能力。自分自身の感情や欲求に対処する能力。

⑧絞合された問題解決コンピテンシー ：上記のコンピテンシーを絞合しながら｀さまざまな問題解決の枠組みを
複を帷創なサスアナピリアイの問題に適用し、持綬可能な開発を促進する実行可態で包摂的かつ公平な解決の選択肢 09 

り出す包括的能力。

【参考資料1】SDGsの政策的な動向
① SDGsとは 「SustainableDevelopment Goals（持続可能な開発目標）」の略称。
SDGsは2015年9月の国連「持続可能な開発サミットJで採択。加盟193国が2016年ー2030年の15年問で
逹成すべき目標。

「我々の世界を変革する： 持続可能な開発のための2030アジェンダ」
h ・ nomic social develooment/sustainable develoomen 

（英語版 ・外務省仮訳）

・先進国を含む国際社会全体の開発目標として、 2030年を期限とする包括的な17の目標を設定。更
に細分化された169のターゲットあり。
・「誰一人取り残さない」社会の実現（＝人間の安全保障の理念を反映）、経済 ・社会・ 環境をめぐ

る広範な課題に、統合的に取り組む。

・全ての関係者（先進国、途上国、民間企業、NC-0、有識者等）の役割を更視
・5つの Pを璽視 ：People（人糊） 、 Planet（地球） 、Prosperity（繁栄）、 Peace（平和） 、
Partnership（パートナーシッブ）
＊注 ミレニアム開発目標 (MillenniumDevelop11ent Goals: I(応 ） ：2000年9月国連ミレニアム ・
サミッ トのミレニアム室言と国際開発目標を統合した枠組み。開発途上国の貧困削減を掲げ、 8つの目
標、 21のターゲッ ト、60の指揉が設定された国際目標です。目揉は1990年を茎準
年、 2015年を達成期限としていた。

5
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日本のSDGsの政策的な動向
・ 2016年5月 SDGs推進本部設握（内閣総理大臣）を本部長とし、全閣僚を構成員とする。＊
2201碑 5月G7伊勢志摩サミッ ト
・ SDGs推進円卓会頴を設置。 2016年9月と11月の2回にわたり、円卓会頴を開催。
SOGs推進本部の下、NGO/NPO、有誨者、民問セクター、国際機関等の広範な参加者で構成し開催。
・ 2016年12月に開催されたSOGs推進本部第二回会合において、 fSDGs実施指針」を決定した。
【日本の 8つの優先課題l
People（人間） 1.あらゆる人々 の活躍の推進 2．健康•長寿の達成
Prosperity（繁栄） 3.成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション 4.持続可能で強靭な国土

と費の高いインフラの登偏
Planet（地球） 5.省・再生可能エネルギー、 気候変動対策、面環型社会

6.生物多様性、森林、海洋等の環境の保全
Peace（平和） 7. 平和と安全•安心社会の実現
Partnership（パートナーシッブ） 8. SOGs実施推送の体制と手段
・ 2017年6月第3国SDGs推進本部会合
• 2017年12月第4回SDGs推進本部会合 「SDGsアクションプラン2018」決定
• 2018年6月第5国SDGs推進本部会合 「拡大版SDGsアクションブラン2018」
→2019年G20の大販開催に向けて日本の「SOGsモデル」の発信：その3本柱： （a) SOGsと連動した官
民挙げた「Society5. 0」の推進， （b) SOGsを原動力とした地方創生， （c) SDGsの担い手である次世
代・女性のエンパワーメントの観点で拡大版を作成。
SDGs未来都市」 2018年度29、2019年度31、2020年度33、2021年度31、2022年度30の合計154都市
・ 2018年12月22日 内閣府：SDGsアクションプラン2019→2019年度予算以降はSDGs問連予算
・ 2019年12月22日 内閣府：SDGsアクションプラン2020 SDGs実施指針改定版
• 2020年12月21日 内閣府：SDGsアクションプラン2021
• 2021年6月 SDGsに関する自発的国家レビュー (VNR)
・ 2021年12月24日 内閣府：SDGsアクションプラン2022

【参考資料2】ESD政策の動向①
① ESD (Education for Sustainable Development)持続的な開
発（発展）のための教育の訳

• 2002年国連承認された「ESDlO年 (DESD:2005~2014年） Decadeof Education 
for Sustainable Development (El本提案） UNESCO（コネスコ）が主導機関。
・ UNESCO総会（第37回／2013年）で「ESDグローバル ・アクションプラン」
(GAP: Global Action Plan 2015~2019) 

• 2014年 ESDに関するユネスコ世界会議が国連ESDの10年最終年に日本で開催
（名古屋市／岡山市）
・ 2019年11月 第40回ユネスコ総会
持続可能な開発のための教育： SDGs達成に向けて (ESDfor 2030)」 （＊)採択

• 2019年12月 第74回国連総会において＊決議 ユネスコが主導的な役割
瑛名 ：Educationfor Sustainable Development: Towards achieving the SDGs 
(ESD for 2030) 

「持続可能な開発」という考え方は、 19-87年、ノルウェーのブルントラント首相を委
員長とする 「環境と開発に関する世界委員会」が提唱した。 「将来の世代のニーズを

満たしつつ、現在の世代のニーズも満足させるような開発」と位翌付けられている。
1992年、国連環境開発会議が、アジェンダ21を採択し、その後ユネスコが中心になり
活動を推進している。
→環境教育／環境省の取組み。 EPO（環境lぐートナーシップ・オフィス）

ESD政策の動向②

② 日本では、日本ユネスコ国内委員会 (JapaneseNational Commission for UNESCO 
）が担当している。

「ユネスコ活動に関する法律」 (1952年）第5条に基づき、ユネスコ憲章「文部科学省
の特別な機関lに定められている「国内協力団体」として、日本における官民一体のユ
ネスコ活動に関する助言、企画、連絡及び調査を行う。下部組織として有識者らによる

運営小委員会、選考小委員会及び6つの専門小委員会（教育小委員会 ・自然科学小委員会
・人文・社会科学小委員会・文化活動小委員会・コミュニケーション小委員会・普及活

動小委員会）事務局は文部科学省国際統括官付に習かれ、事務総長は同国際統括官が務

めている。

② 国内の主な動きJ
・ 2005年「国連持続可能な開発のための教育の10年」関係省庁連絡会議の設翌
・ 2006年我が国における「国連持続可能な開発のための教育の10年」実施計

画の策定

・ 2008年 学習指潟要領等の改訂（幼• 9 | 1 ・中／3月公示） 忘校 • 特別苛号は2009年
第1期教育振興革本計画 (2008-2012)の策定

・ ESD国際フォーラム2008を国連大学にて開催（国連大学）→RCE構想 (RegionalCentre 
of Expertise on Education for Sus ta i nab le Development:：持続可能な開発のための
教育に関する地域の拠点）

* 2005年に国連大学高等研究所の持続可能な開発のための教育プログラム(EfSDプロ
グラム）で国際的に展開。
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ESDの動向③
・ 2008年「ユネスコ協同学校」を「ユネスコスクール」と改称。現在 (2018年1月）日
本では1,034校加盟承認 ASPUn i vNet（ユネスコスクール支援大学間ネットワーク）が
発足。現在 (2022年12月） 24大学（学部・大学院等）
＊ユネスコ協同学校(1953年にユネスコ憲章の理念を学校現場で実践するため、国際理
解教育の実験的な試みを比較研究し、その調整をはかる共同体としてASPnet( 
Associated Schools Project Network)が発足。15カ国33校で開始。
日本ではASPnetの加盟が承認された学校を「ユネスコ協同学校」と呼ぷこととし、中
学校4校と高等学校2校が参加。

• 2011年 「国連持続可能な開発のための教育の10年」の国内実施計画の改訂版
• 2013年第2期教育振興平本計画 (2013-2017)の策定
• 2014年 ESDに関するユネスコ世界会添が国連ESDの10年最終年に日本で開催（名古
屋市／岡山市）される。
・ 2015年持続可能な開発のための教育に関する関係省庁連絡会諸の設器 （文部科学
省と棗境省の次官が諸長）

• 2015年 持続可能な開発のための教育円卓会磁の設箇（文部科学省国際統括官・環
境省総合環境政策局長が庶務担当）

• 2016年3月 「持続可能な開発のための教育 (ESD)に関するグローバル・アクション
・プログラム」実施計画の策定
・ 2016年3月 文部科学省国際統括官付／日本ユネスコ国内委員会

「ESD（持続可能な開発のための教育）推進（実践）の手引（初版）」
• 2017年 日本における「ESDに関するグローバル・アクション・プログラム」の下で
のESDの取組について _J 

ESDの動向④
・ 2017年3月 学習指導要領の改訂（幼・小・中•特支小・中学部） 2018年学習指導要領
等改訂（高•特別支援学校高等部）
・ 2017年4月29日 日本ES~芋会設立総会 →第1回大会 (2018.8. 18-19 奈良教育大学）
cf. International Journal of Sustainability in Higher Education 
・ 2017年7月31日 日本ユネスコ国内委員会教育小委員会からのメッセージ案の審議
「持続可能な開発のための教育 (ESD)の更なる推進に向1ナて～学校等でESDを実践されて
いる皆様へ」
・ 2018年4月22日 ESD活動支援センターの開設（環境省と文部科学省で協議）
＊運営団体： NPO法人持続可能な開発のための教育推進会議 (ESD-J)と公益財団法人ユ
ネスコ・アジア文化センター (ACCU)
・ 2018年6月 第3期教育振興革本計画 (2018-2022)の策定
・ 2021年3月 小委員会「ユネスコスクールの新たな展開に向けて
・ 2018年5月 「ESD（持読可能な開発のための教育）推進の手引（改訂版）」
• 2021年5月 第2期ESD国内実施計画～SDGs達成のための教育の推進（文科省・環境省）
・ 2021年5月 「ESD（持続可能な開発のための教育）推進の手引（再改訂版）」
・ 2021年5月 ユネスコ・独政府「持続可能な開発のための教育 (ESD)ユネスコ世界会議
J ③ 地方教育行政の組織及び運常に関する法律 1956年法／2017年改正
第21条 教育委員会は、 当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げるも

のを管理し、及び執行する。

(1 ~14・略） 15 ユネスコ活動に関すること。 (16~19．略）
「ユネスコと日本ユネスコ国内委員会」 (2014年7月改定）より。

参照文献梅澤の主な著作・論考

1 日本の教師教育システムをどう構築するか～国立教員養成学部から見た実践的課題～74-79
中部教育学会中部教育学会紀要11号 2011年
2.これからの教科外活動の理論と実践ー21世紀型カリキュラム改革をめざして一 19-28
静岡大学附属教育実践総合センター紀要28号 2018年
3 アメリカ・ウィスコンシン州における教員養成・支援システムー教員養成・研修システムにおける州立大学
の役割に注目してー 29-38静岡大学附虞教育実践総合センター紀要28号 2018年共著（成松美枝）
4.地域・学校づくりをESDfor SDGsの観点で考えるー大学の役割を問いながらー 90-99 
日本教育政策学会第27号 2020年
5 教育実践を学校・教師改革に繋げる～ESD/SDGsのホールスクール・アプローチから～ 59-69
静岡大学附属教育実践総合センター紀要32号 2022年3月
6.公立学校の内発的な実践と改革のためのアクション・リサーチ～複線型思考とwhole-institutionアブローチ～
38-41教職大学院を活用した学校等改善事例集2021（静岡大学教職大学院学校組織開発コース）
7.EBPM時代における教育実践と制度改革の枠組みの構築～公立学校の変革支援の枠組みをどう創るか～
68-75日本教育政策学会29号 2022年6月
8. Society.5.0とSDGs/ESD政策の批判的分析～実践⇔制度改革の複雑系アプローチから～（全16頁）
静岡大学附属教育実践総合センター紀要33号 2023年3月予定
9 機関包括型(whole-institutionapproach)の教師教育改革を考える～令和の日本型の学校教育を創る
教師教育へ～ （全10頁）日本教師教育学会ブックレット学文社 2023年予定
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インࣃクト・マネジ࣓ント・ラ࣎の千葉と⏦します。3 年๓からほりぷに関わらせてい

ただきまして、これまで発⾲があったとおりྛ場でのロジックモデルの構⠏支援、コ࣓ン

トなどをさせていただきました。今回、梅澤先生から今度発展的評価に関しての話という

ことで࿧んでいただきました。

教育分㔝は本当に㛛እ₎でして、ᑓ㛛は評価ということになります。ですので、これか

ら私のㄝ明はᑡしⓙさんがᬑ段使われるࢱーࣀ࣑ロジー（用ㄒ）と㐪うとこࢁもあるかと

思いますので、分かりやすくㄝ明をさせていただきたいと思います。

私は今回、発展的評価という視点でᑡしᴫ要をお話しした後、このほりぷに関してもコ

࣓ントをさせていただきたいと思います。ᬑ段はこの評価というのをṊჾに௙事をさせて

いただいておりまして、୺に♫఍課題のいࢁんな現場におります。教育分㔝ももちࢁん関

わったこともございますし、Ꮚどもの㈋ᅔですとか㧗㱋者の⊂ᒃの問題、Ꮩ⊂の問題、⎔

ቃ問題、࢚ネルࢠーの問題➼々さまざまな分㔝にこの評価を使って関わっております。

私のイ࣓ージですが、2本のยをᣢっているイ࣓ージで、1つ┠がᚑ᮶のఏ統的な評価と

か、最近の࿧び方では「♫఍的インࣃクト・マネジ࣓ント（Social Impact management）」
とも࿧ばれております。これが川根本町さん、また佐々木先生の発⾲でありましたとおり。

バックࣕ࢟スティンࢢの考え方です。ロジックモデルを構⠏して、ありたいጼから㏫⟬的

に今やることを考えるというアプローࢳが一つです。

今回、୺にお話をさせていただく「発展的評価」がもう 1 本のยです。こちらは、「フ࢛

アࣕ࢟スティンࢢ」と࿧ばれ、バックࣕ࢟スティンࢢが㏫⟬思考なのにᑐして、フ࢛ア࢟

ࣕスティンࢢは㡰⟬思考のイ࣓ージです。ኳẼண報のフ࢛アࣕ࢟スティンࢢなどともゝい

ますけども、ᮍ᮶は㏫⟬的にண できないので┠の๓のことをᑡし先をண しながら状況

㐺ᛂ的にືいていく。こういった考え方で、発展評価をはじࡵ両者の展㛤をしております。

ちなみに、国ෆでは、♫఍的インࣃクトもᢅうෆ㛶ᗓも入ったイࢽシアࣈࢳにおいて、

を作成し、またఇ╀㡸㔠の指ᐃ統括ᅋ体㸸JANPIA「イドライン࢞」 というᶵ関があるの

ですが、そちらで「評価アドバイザー」をさせていただいております。いࢁんなᙧで現場

の実践だけでなく、国ෆでよりⰋい価್創造が㉳こるような評価がὶ㏻する௙⤌みづくり、

インフラ（ᇶ┙）づくりを行っております。

ᄇ࿶࿨ᅴअ֭ॗጅ

発展的評価の⡆༢なᴫ要を⡆₩にごㄝ明します。まず評価の話です。評価というのは、

「事実≉ᐃ」と「価್ุ᩿」からなるとゝわれています。「事実≉ᐃ」は、デーࢱをᢅう

ということです。「価್ุ᩿」は、ே々の価್ほをᢅうというとこࢁです。これによって

いࢁんな♫఍課題の解決ですとか、あとはア࢝ウンࢱビࣜティー、ㄝ明㈐任をᯝたしてい

こうというものが評価になります。

ですから、評価活ືは、私のᤊえによると、「♫఍的なᙅ者をຓけるᙺに立つ」、すなわ

ち「♫఍ṇ義の実現のたࡵにある」と思っております。評価というと後ࢁ向きの評価、や

ってどうだったのかというように思われがちですけども、「๓向きな評価」ですࡡ。まさ

に川根本町さんの発⾲のように、「今後価್を創造していくたࡵにはどういうᡓ␎がある

べきか。それをどういうふうに᳨ドすればいいか」ということで、๓向きな評価もྵࡵて

評価というイ࣓ージをつかんでいただけたらと思っております。

その評価の中の一つの大きなἼ、ᰕとして「発展的評価」というのが、2011 年、もっと

๓からあったんですけども、2011 年にṇᘧにまとまった本がฟまして、そこから評価のከ

分大きな₻ὶの中の一つになっていると思います。୺に໭⡿で発展をしていて、あとはオ

ーストラࣜア、ࣗࢽージーランド、日本でもそれなりの▱ྡ度があるものと思っておりま

す。これまでの評価は、スࢱティック（㟼的）な状況を想ᐃしてましたが、発展的評価は

౪࿊၀Ꭺ
Ө༉ᅳӨ๑ጃӨྞਈ׽بؖ׭؂ؓ׽פ؆بיᄤೂཆሓ෗Өࡴ
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インࣃクト・マネジ࣓ント・ラ࣎の千葉と⏦します。3 年๓からほりぷに関わらせてい

ただきまして、これまで発⾲があったとおりྛ場でのロジックモデルの構⠏支援、コ࣓ン

トなどをさせていただきました。今回、梅澤先生から今度発展的評価に関しての話という

ことで࿧んでいただきました。

教育分㔝は本当に㛛እ₎でして、ᑓ㛛は評価ということになります。ですので、これか

ら私のㄝ明はᑡしⓙさんがᬑ段使われるࢱーࣀ࣑ロジー（用ㄒ）と㐪うとこࢁもあるかと

思いますので、分かりやすくㄝ明をさせていただきたいと思います。

私は今回、発展的評価という視点でᑡしᴫ要をお話しした後、このほりぷに関してもコ

࣓ントをさせていただきたいと思います。ᬑ段はこの評価というのをṊჾに௙事をさせて

いただいておりまして、୺に♫఍課題のいࢁんな現場におります。教育分㔝ももちࢁん関

わったこともございますし、Ꮚどもの㈋ᅔですとか㧗㱋者の⊂ᒃの問題、Ꮩ⊂の問題、⎔

ቃ問題、࢚ネルࢠーの問題➼々さまざまな分㔝にこの評価を使って関わっております。

私のイ࣓ージですが、2本のยをᣢっているイ࣓ージで、1つ┠がᚑ᮶のఏ統的な評価と

か、最近の࿧び方では「♫఍的インࣃクト・マネジ࣓ント（Social Impact management）」
とも࿧ばれております。これが川根本町さん、また佐々木先生の発⾲でありましたとおり。

バックࣕ࢟スティンࢢの考え方です。ロジックモデルを構⠏して、ありたいጼから㏫⟬的

に今やることを考えるというアプローࢳが一つです。

今回、୺にお話をさせていただく「発展的評価」がもう 1 本のยです。こちらは、「フ࢛

アࣕ࢟スティンࢢ」と࿧ばれ、バックࣕ࢟スティンࢢが㏫⟬思考なのにᑐして、フ࢛ア࢟

ࣕスティンࢢは㡰⟬思考のイ࣓ージです。ኳẼண報のフ࢛アࣕ࢟スティンࢢなどともゝい

ますけども、ᮍ᮶は㏫⟬的にண できないので┠の๓のことをᑡし先をண しながら状況

㐺ᛂ的にືいていく。こういった考え方で、発展評価をはじࡵ両者の展㛤をしております。

ちなみに、国ෆでは、♫఍的インࣃクトもᢅうෆ㛶ᗓも入ったイࢽシアࣈࢳにおいて、

を作成し、またఇ╀㡸㔠の指ᐃ統括ᅋ体㸸JANPIA「イドライン࢞」 というᶵ関があるの

ですが、そちらで「評価アドバイザー」をさせていただいております。いࢁんなᙧで現場

の実践だけでなく、国ෆでよりⰋい価್創造が㉳こるような評価がὶ㏻する௙⤌みづくり、

インフラ（ᇶ┙）づくりを行っております。

ᄇ࿶࿨ᅴअ֭ॗጅ

発展的評価の⡆༢なᴫ要を⡆₩にごㄝ明します。まず評価の話です。評価というのは、

「事実≉ᐃ」と「価್ุ᩿」からなるとゝわれています。「事実≉ᐃ」は、デーࢱをᢅう

ということです。「価್ุ᩿」は、ே々の価್ほをᢅうというとこࢁです。これによって

いࢁんな♫఍課題の解決ですとか、あとはア࢝ウンࢱビࣜティー、ㄝ明㈐任をᯝたしてい

こうというものが評価になります。

ですから、評価活ືは、私のᤊえによると、「♫఍的なᙅ者をຓけるᙺに立つ」、すなわ

ち「♫఍ṇ義の実現のたࡵにある」と思っております。評価というと後ࢁ向きの評価、や

ってどうだったのかというように思われがちですけども、「๓向きな評価」ですࡡ。まさ

に川根本町さんの発⾲のように、「今後価್を創造していくたࡵにはどういうᡓ␎がある

べきか。それをどういうふうに᳨ドすればいいか」ということで、๓向きな評価もྵࡵて

評価というイ࣓ージをつかんでいただけたらと思っております。

その評価の中の一つの大きなἼ、ᰕとして「発展的評価」というのが、2011 年、もっと

๓からあったんですけども、2011 年にṇᘧにまとまった本がฟまして、そこから評価のከ

分大きな₻ὶの中の一つになっていると思います。୺に໭⡿で発展をしていて、あとはオ

ーストラࣜア、ࣗࢽージーランド、日本でもそれなりの▱ྡ度があるものと思っておりま

す。これまでの評価は、スࢱティック（㟼的）な状況を想ᐃしてましたが、発展的評価は

になります。ですので、≀事がすࢳック（ື的）な状況を想ᐃした評価アプロー࣑イナࢲ

ごくືいている状ែでもどういうふうに価್をᤊえるのか。そして、ㄝ明㈐任をᯝたすと

いうよりも「イ࣋ࣀーシࣙンをᘬき㉳こす」、そういったとこࢁにᙉみのある評価になっ

ております。

ᄇ࿶࿨ᅴअ֋๶ထ֧֖֥փ׊ඡੳ֧೙ᅏᄧࡗ

発展的評価は、Developmental Evaluation で␎して DE と、この㈨ᩱでも⾲グをしてい

ますが、この DE が๓提としている状況とかᏲഛ⠊ᅖを、まずごㄝ明します。VUCA の時

代という࢟ー࣡ードもฟてきましたけども、「ࢲイナ࣑ックかつ複雑で⃭ືする♫఍シス

テム」、例えば不☜実性ですࡡ。先が見えません、♫఍課題が複雑に⤡み合っている複雑

系のシステムという話。学校の現場もそうだと思います。≀事はࢲイナ࣑ックに⤯えずኚ

わっていく。こういった状況の中で♫఍ኚ革ですとか、例えば教育政策をよりⰋくすると

いうྲྀ⤌みもᇶ本的にこういう状況だと思っております。

こういった中で、まさに現場の方たちは複雑な状況の中でかじྲྀりをしていかないとい

けない。まさに自分たちのྲྀ⤌みのኚ化に㐺ᛂさせて、そこで価್の創造（バࣜࣗークࣜ

ーシࣙン）も行っていかないといけない。こういった状況を、発展的評価では୚௳（๓࢚

提᮲௳）としております。

ᄇ࿶࿨ᅴअ֭ภֽ֞׋გ૤

この発展的評価の生まれた⫼ᬒをお話しします。これは事ᴗ者の方たちからのクࣞーム

によって生まれました。現場で行っているイ࣋ࣀーティࣈな活ື、教育の活ືだけにとど

まらないと思いますけども、さまざまなイ࣋ࣀーティࣈな活ືは、ᚑ᮶のプロジェクトと

か、プロࢢラムの評価のᯟ⤌みには཰まらない。もっとⰋい評価はないのかということで

現場からのクࣞームによって生まれたという⫼ᬒがあります。

例えば新たな評価ࢽーࢬが生まれているとこࢁとしまして、┤近のコロナ࡬のᑐᛂとい

うのもまさに発展的評価のฟ番だったわけです。2011 年の時点では、こういったとこࢁの

新たな評価ࢽーࢬが生まれていて、「ᚑ᮶の評価ではᑐᛂできない」ということでㄒられ

ていたものでした。例えばᆅᇦの୺体性を大ษにしたい事ᴗですとか、ᆅᇦ඲⯡࡬のᙳ㡪

を考៖する必要がある事ᴗです。

これはまさに今回の教育改革、川根本町さん、南砺市さんの現場でもそうだったと思い

ますけれども、システムで考える必要があるものです。またከᵝな関ಀ者がいらっしゃる

と思いますので、「ໟᦤやከᵝ性を生かすヨみ」「コࣞクティࣈ・インࣃクト」という文⬦

でもこういった評価ࢽーࢬが生まれていて、ᚑ᮶の評価ではᑐᛂしづらいものです。

DE にὀ┠が㞟まっている 4 つの♫఍的なኚ化。Patton,M.Q（2011）にまとࡵられてお

ります(㈨ᩱ 9 㡫)。ご⤂௓しますと、いࢁんな♫఍課題がある中で世界的にさまざまな場

ᡤでイ࣋ࣀーシࣙンがồࡵられています。┠の๓のᑐฎ⒪ἲ的な἞⒪ではなくシステムࣞ

ルの根本的な἞⒪、ኚ化をಁすということが必要になっていること。あとは複雑系の考࣋

え方ですࡡ。これは先ほど梅澤先生からありました。こういったとこࢁがこの発展的評価

にὀ┠が㞟まっているኚ化としてまとࡵられているとこࢁになります。

ᄇ࿶࿨ᅴअ֭ฌै৑ӱᆷ఺૩֭ணևሑ

さらにご⤂௓したいことは、DE がᐤって立つ世界ほの話になります。発展的評価とᚑ

᮶型の評価についてですが、ロジックモデルづくりの㝈界にもゐれることになりますけれ

ども、決してྰᐃしているわけではなく、どちらも時と場合によって使い分けていただく

のがよいと思っております。みなさんが、実践を㐍ࡵられる一つのࣄントになればと思っ

て、こういうアプローࢳも⤂௓をさせていただきます。
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ᚑ᮶の評価の考え方は、まさにロジックモデルが用いられます。これが EBPM の一୎┠

一番ᆅかなというふうに思っております。ただ、複雑系を୚௳とするとᥥいたロジックモ

デルも඲↛そのとおりにいかないのが、自明のことかと思います。「こうなればこうなる、

こうなればこうなる」が㏻じないのが「複雑系の๓提」だと思いますので、このࣜࢽアな

論理モデルは、複雑系では㞴しいですよࡡというのがฟ発点になります。

複雑系の性㉁は、ここにᣲࡆたとおり、さまざまあります。ண想不⬟な事ែが㉳こって

きたとか、ఱかやると自分にఱかが㏉ってきてそれで๓提᮲௳がኚわる、フィードバック

の性㉁ですとか、さまざまあります。「ኚ化が㐃⥆的に㐍まない」「㠀⥺ᙧで㐍む」とか、

創発が㉳こって඲↛ண できない状ែというのが複雑系の性㉁かと思います。

複雑系とかシステム思考の必要性を⾲す 2 ᯛのスライドもご⤂௓します。1 ༉のࡒうさ

んがいますけれども、これまで一ඖ的に≀事をᤊえるということは、例えばࡒうの⫙・⬗

体をゐってこれをቨだとゝったり、㊊をゐってこれは木だとゝったり、㰯をゐってこれは

です。ですから、システムとして඲体を見ていく必要があࢁビだとゝったりとするとこ࣊

りますよࡡというのが、システム思考の必要性の話と思います。

もう一つのシステム思考の㇟ᚩ的なスライドがこちらになります。これは、このேが自

分の㞄のቨが㑧㨱だというふうにಽしてしまった後、これはఱが㉳こるでしょうかという

話です。このイラストが♧၀しているのは、今日の解決策が明日の問題になりᚓますとい

うことです。これは、⤖構大事な࣓ッࢭージと思います。システム඲体をᤊえないでఱか

௓入、ఱかྲྀ⤌みをしたとすると、思わࡠとこࢁで๪作用がฟて、より状況をᝏくしてし

まう。そういったྍ⬟性もあるということで、≀事はシステムでちゃんとᤊえるというこ

とが重要とゝわれていると思います。

システム思考の話とも関ಀしますが、ロジックモデルが୚௳とする世界とこの発展的評

価が୚௳とする世界で≀事や状況が㐪います。ロジックモデルは、complicated を「↹雑」

とヂしましたけれども、complicated の世界をண想したモデルとゝわれています。これは

例えると᭶にロࢣットを㏦るようなこととゝわれていて、ཝᐦなィ画や方程ᘧがᙺに立つ

世界です。どちらの性㉁の事ᴗかを見ᴟࡵることが必要だと思いますが、ここは一度成ຌ

の᮲௳が分かると、今後、⤖ᯝを☜実にฟすたࡵにロࢣットのᡴち上ࡆィ画というものが

ちゃんと考えられる、そういった性㉁の状況であると思います。

一方でᏊ育て（のႠみ）は、complicated ではなく、complex とゝわれていて、これは

「複雑」とヂしています。これは、「෌現性はない」ので、そのᏊにᛂじて自分たちのア

プローࢳもኚえていく必要があるということです。㛗⏨と次⏨と୕⏨ではከ分ྠじ᥋し方、

Ꮚ育ての方ἲではうまくいかないと思いますし、画一的なᯟ⤌みで教育をすると、そのᏊ

のಶ性というのも押しẅされるྍ⬟性もありますが、発展的評価がᢅうのはこちらの部分

になります。

ᄇ࿶࿨ᅴअ֭ฌै৑ӱᅴअ֭ 3 ፬૙

評価の 3 㢮型の話をします。ロジックモデルが使われる状ែは、プロࢢラムができてか

らそれが☜立する、ᙧ成ᶵ構（formation mechanism）に有効とゝわれております。ちゃ

んとモデルができてそれを改ၿしていくたࡵ、またはア࢝ウンࢱビࣜティーを☜ಖするた

にロジックモデルは使われることがከいです。けれども、先行きがどうなるか分からなࡵ

い状況では、ロジックモデルが使えません。そういった時に、この発展的評価の考え方が

有効になると思います。

評価の 3 㢮型についてㄝ明しますと、「⥲括的評価」はやってどうだったかという話です。

いちばんྑഃの⥲括的評価は、ࣞストランの例えですがコックさんが作ったᩱ理をおᐈさ

んがテーࣈルで࿡見をするという段階で使われる評価になります。┿ん中の「ᙧ成的評価」

は、コックが自分でᩱ理を࿡見をしながら࿡付けをⰋくしていくという時に使われる評価

7
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になります。「発展的評価」、そもそもఱを作ってఱを作るかが決まってない状況で、おᐈ

さんも自分が㣗べたいものが分からない状況の中でコックさんとおᐈさんでㄪ理場で話し

ながら、よりⰋいᩱ理を作っていく。こんなアプローࢳが発展的評価のイ࣓ージになりま

す。（中␎）

ץبט׻׮ؘעחמ؊֧ץبט׻׮ؘעפ׸؅

次に、バックࣕ࢟スティンࢢとフ࢛アࣕ࢟スティンࢢのイ࣓ージの㐪いをㄝ明します。

ロジックモデルでつくられたものは、バックࣕ࢟スティンࢢのᡭἲとゝわれ、♫఍のある

べきጼをᥥいてから具体的にどうするか。事๓にィ画するようなアプローࢳです。㏫⟬思

考ともゝわれます。

一方発展的評価のᚓ意とするフ࢛アࣕ࢟スティンࢢの考え方は、こんなᙧになります。

♫఍のኚ化と⤌⧊のኚ化両方▮༳で᭩きましたけども、♫఍のኚ化、ここが先行き不㏱

明なので⣽かいࢱームで見ていきながら、♫఍のኚ化に合わせて自⤌⧊やイࢽシアࣈࢳ、

今回であればほりぷとか教育ጤ員఍のືき方をኚえていく。これをフ࢛アࣕ࢟スティンࢢ

のアプローࢳと࿧んでいます。

フ࢛アࣕ࢟スティンࢢしていった㊊㊧をたどって、共有して㌶㐨ಟṇするのが発展的評

価のᙺ๭になります。評価は事実≉ᐃと価್ุ᩿ですので、これをデーࢱにᇶづきながら

関ಀ者の価್ほとか価್のุ᩿というのをその㒔度に行っていきながら、ィ画やືき（活

ື）を⤯えずಟṇしていく。これが、フ࢛アࣕ࢟スティンࢢのイ࣓ージになります。

ঊዿ֭ؠ،׬ب؟،

ཝᐦなィ画というのは㏻用しませんから、そういった時にはプࣜンシプルを活用しまし

ょうというのが、発展的評価の一つの考え方になります。このルールとプࣜンシプルの㐪

いは、例えばᩱ理の話でሷを小さじ 1 ᮼ加えるのがルールですけれども、プࣜンシプルで

はሷを㐺ᐅあるいは㐺㔞加えましょうとなります。活ືしていく上でఱを大ษにして行ື

するか、ここにまさに関ಀ者の価್ほが⾲われるわけですけども、自分たちが≀事をุ᩿

する上で大ษにしたい価್ほをしっかりとゝㄒ化をしておいて、それにᇶづいて先ほどの

⣽かいุ᩿をしていくということです。㏫⟬思考が㏻じない世界では、このフ࢛アࣕ࢟ス

ティンࢢ的なṌみができると「発展的評価」では整理をしています。

ֺりֶ֧֊֊わ֢֥ӱᅴअ࿨౩ணב९ၜ֖֧֞֒

今回ほりぷの活ືに参加をさせていただきまして、すごく私もຮᙉになりました。一番

大事だと思ったのは、もちࢁん現場でロジックモデルをつくってみたとか、それの効ᯝを

実ឤしたとこࢁもあると思います。しかし、一番は「評価的思考」を⋓ᚓされたことだと

考えます。「評価的思考」とはここに᭩いてあるᐃ義のとおりですけども、こういったㄆ

▱プロࢭスですとか、デー࢚・ࢱビデンスをಙじて≀事の必要なことを「見える化」して、

必要な問いをᢞࡆ᥃けて、「ෆ省をಁして意思決ᐃをする。行ືをする」というᙧですけ

れども、この評価的思考がまさに現場の方たちにインストールされる。そういったきっか

けになったのが、「ロジックモデルづくり」だったのではないかと思っております。

この評価的思考の話はここにありますが、発展的評価を使っていくにも、もちࢁん評価

的思考がすごく大事だと思います。これがෆ省をಁすことにつながりますし、現場にᬯ㯲

▱ですとか先ほどごㄝ明したプࣜンシプルをᘬきฟすことにもつながると思っております。

評価的思考のイ࣓ージでは、「大事なことを大事なとこࢁにᒆくようにする」たࡵに、㊊

場を⤌むこと。そんなイ࣓ージで私は考えています。関ಀ者が、評価的思考をちゃんと⋓

ᚓすることによって今後の複雑な状況でも自分たちの的☜な意思決ᐃやุ᩿ができるよう

になってくると思っております。たくさん具体的な DE の話が㈨ᩱにはありますので、ࡐ

ᚑ᮶の評価の考え方は、まさにロジックモデルが用いられます。これが EBPM の一୎┠

一番ᆅかなというふうに思っております。ただ、複雑系を୚௳とするとᥥいたロジックモ

デルも඲↛そのとおりにいかないのが、自明のことかと思います。「こうなればこうなる、

こうなればこうなる」が㏻じないのが「複雑系の๓提」だと思いますので、このࣜࢽアな

論理モデルは、複雑系では㞴しいですよࡡというのがฟ発点になります。

複雑系の性㉁は、ここにᣲࡆたとおり、さまざまあります。ண想不⬟な事ែが㉳こって

きたとか、ఱかやると自分にఱかが㏉ってきてそれで๓提᮲௳がኚわる、フィードバック

の性㉁ですとか、さまざまあります。「ኚ化が㐃⥆的に㐍まない」「㠀⥺ᙧで㐍む」とか、

創発が㉳こって඲↛ண できない状ែというのが複雑系の性㉁かと思います。

複雑系とかシステム思考の必要性を⾲す 2 ᯛのスライドもご⤂௓します。1 ༉のࡒうさ

んがいますけれども、これまで一ඖ的に≀事をᤊえるということは、例えばࡒうの⫙・⬗

体をゐってこれをቨだとゝったり、㊊をゐってこれは木だとゝったり、㰯をゐってこれは

です。ですから、システムとして඲体を見ていく必要があࢁビだとゝったりとするとこ࣊

りますよࡡというのが、システム思考の必要性の話と思います。

もう一つのシステム思考の㇟ᚩ的なスライドがこちらになります。これは、このேが自

分の㞄のቨが㑧㨱だというふうにಽしてしまった後、これはఱが㉳こるでしょうかという

話です。このイラストが♧၀しているのは、今日の解決策が明日の問題になりᚓますとい

うことです。これは、⤖構大事な࣓ッࢭージと思います。システム඲体をᤊえないでఱか

௓入、ఱかྲྀ⤌みをしたとすると、思わࡠとこࢁで๪作用がฟて、より状況をᝏくしてし

まう。そういったྍ⬟性もあるということで、≀事はシステムでちゃんとᤊえるというこ

とが重要とゝわれていると思います。

システム思考の話とも関ಀしますが、ロジックモデルが୚௳とする世界とこの発展的評

価が୚௳とする世界で≀事や状況が㐪います。ロジックモデルは、complicated を「↹雑」

とヂしましたけれども、complicated の世界をண想したモデルとゝわれています。これは

例えると᭶にロࢣットを㏦るようなこととゝわれていて、ཝᐦなィ画や方程ᘧがᙺに立つ

世界です。どちらの性㉁の事ᴗかを見ᴟࡵることが必要だと思いますが、ここは一度成ຌ

の᮲௳が分かると、今後、⤖ᯝを☜実にฟすたࡵにロࢣットのᡴち上ࡆィ画というものが

ちゃんと考えられる、そういった性㉁の状況であると思います。

一方でᏊ育て（のႠみ）は、complicated ではなく、complex とゝわれていて、これは

「複雑」とヂしています。これは、「෌現性はない」ので、そのᏊにᛂじて自分たちのア

プローࢳもኚえていく必要があるということです。㛗⏨と次⏨と୕⏨ではከ分ྠじ᥋し方、

Ꮚ育ての方ἲではうまくいかないと思いますし、画一的なᯟ⤌みで教育をすると、そのᏊ

のಶ性というのも押しẅされるྍ⬟性もありますが、発展的評価がᢅうのはこちらの部分

になります。

ᄇ࿶࿨ᅴअ֭ฌै৑ӱᅴअ֭ 3 ፬૙

評価の 3 㢮型の話をします。ロジックモデルが使われる状ែは、プロࢢラムができてか

らそれが☜立する、ᙧ成ᶵ構（formation mechanism）に有効とゝわれております。ちゃ

んとモデルができてそれを改ၿしていくたࡵ、またはア࢝ウンࢱビࣜティーを☜ಖするた

にロジックモデルは使われることがከいです。けれども、先行きがどうなるか分からなࡵ

い状況では、ロジックモデルが使えません。そういった時に、この発展的評価の考え方が

有効になると思います。

評価の 3 㢮型についてㄝ明しますと、「⥲括的評価」はやってどうだったかという話です。

いちばんྑഃの⥲括的評価は、ࣞストランの例えですがコックさんが作ったᩱ理をおᐈさ

んがテーࣈルで࿡見をするという段階で使われる評価になります。┿ん中の「ᙧ成的評価」

は、コックが自分でᩱ理を࿡見をしながら࿡付けをⰋくしていくという時に使われる評価
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。ㄞんでみてください。ありがとうございましたࡦ

ଣ୪হ࡝

小岱（ྖ఍）千葉さまの発展的評価のこの考え方から川根町教育ጤ員఍さん、あるいは梅

澤先生のプロジェクトについてお考えをお話しいただけますか。

千葉 今回のほりぷの活ືですとか、川根本町や南砺市の教育ጤ員఍のྲྀ⤌みですが、さ

らに後押しする意࿡でコ࣓ントしますと、発展的評価の考え方を使うなら、ᗄつか

のほ点があると思います、一つは、この市町の教育システム改革を、「࢚コシステム」

のࣞ࣋ルでᢅうことです。࢚コシステムとゝうとすごく₍↛としてしまいますが、

マクロと࣓ࢰと࣑クロの視点がそれࡒれ大事かなと思っております。マクロの視点

がまさに教育の政策ですとか、教育ጤ員఍の視点ということになると思います。࣓

クロといった時にはྛ教ᐊでの実践なのかなと࣑、ルでありますし࣋が学校のࣞࢰ

いうふうに思っております。

今回ほりぷの┠的も教師のෆ発的な実践をಁすということでしたので、このマク

ロと࣑クロと࣓ࢰを඲部つなࡆて統合していく必要があると思います。例えば、学

校の現場で行った実践というのを評価のᡭἲを㏻じてそのデーࢱとか価್をちゃん

とྍ視化し、それを࣓ࢰとマクロのࣞ࣋ルでもちゃんとᢅってディス࢝ッシࣙンを

して、また࣑クロの現場に㏉していく。ここの 㑏を評価のᡭἲを使いながらさら

にできていくと、より現場の視点が政策にも཯ᫎされるのかなと思っております。

このマクロと࣓ࢰと࣑クロの 㑏のフࣞーム࣡ークというのも発展的評価でも㛤

発がされているとこࢁですので、そういったものもࣜソースもありますので当たっ

てみていただけたらいいかなと思います。

2 つ┠は、教師のෆ発的な実践をಁすにはከ分、現場࡬のకዌ者が必要かなと思

っております。発展的評価でいうと評価者が担当するわけですけども、現場をより

Ⰻくしたい教師の方を支援する、そのྲྀ⤌みをデーࢱとしてᢅえる評価者というの

がㄡが担うか分らないですけども、しっかり現場にక㉮する方がいると、先ほどの

マクロ、࣓࣑、ࢰクロの 㑏は加㏿されると思っております。ከ分この発展的評価

のアプローࢳを担えるேᮦをどういうふうに考えるのか。そういったとこࢁは一つ

議論のポイントかなと思っております。2 点コ࣓ントをさせていただきました。

小岱 「ホールシステムアプローࢳ」で評価も考える「評価ᯟ⤌み」という༳㇟をཷけま

したが、㉁問➼ございましたらお願いいたします。

梅澤 私は EBPM をྰᐃしているわけではなくて、࢚ビデンスを㞟ࡵて、それをඖにいࢁ

いࢁと政策や方向性を考える。現状は、そのやり方が、ఱかᙧᘧ的というかᶵᲔ的

なことに課題をឤじています。デーࢱ㞟ࡵしているけれども、ఱのたࡵにデーࢱ㞟

ーシࣙンを㉳࣋ࣀをしているのか分からない。そこで、発展的評価のように「イࡵ

こす（ኚ革に⧅ࡆる）たࡵにデーࢱ཰㞟と᳨ド➼を行うᯟ⤌み」がないので、⤖ᒁ、

ᙧだけになる。担当⤌⧊をつくり、ேを㓄⨨しているが、ఱをやるのか分からない。

例えば、大学の教育学部では、教員᥇用ヨ㦂の合᱁者、入学者のฟ㌟分ᕸがどうか

➼のデーࢱを㞟ࡵている。それらのデーࢱが、イ࣋ࣀーシࣙンを㉳こすような評価

につながっていかない。企画・立᱌してこういうኚ革の方向性に⧅ࡆようとするᯟ

⤌みがないので、デーࢱはほとんどᙺ立てられていないというイ࣓ージです。ྠじ

ような問題は、学校評価でもあります。「あいさつできるᏊどもの⋡を 80㸣から

90㸣にしましょう」とか、「ᤵᴗが㠃ⓑいᏊどもの⋡を 80㸣から 90㸣にしましょう」

というのが評価のᐃ番になり、ఱかすごく評価が「▸小化されている」とឤじます。

私の先ほどの発⾲で、「ᶵ関ໟ括型のアプローࢳ（඲体ᅗ）」や「ᣢ⥆ྍ⬟性の⛣

小岱（司会）

千葉
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行ᅗ」の「モࣜࢱࢽンࢢと評価」のお話をしましたが、㸰つのᯟ⤌みを参考にして

評価を考える時に必要になってくるのは、「発展的評価」のᯟ⤌みではないかと考

えています。その㎶については千葉さんいかがでしょうか。私のこの考え方はጇ当

なのかどうか、お⪺きしたいなと思います。

千葉 もちࢁん⟅えをᣢっておりませんので、コ࣓ントだけになります。梅澤先生がゝう

「ホールスクールアプローࢳ」「ᶵ関ໟ括型のアプローࢳ」は、まさにシステム思考

の話だと思います。「≀事に本当に根本的なཎᅉがあって、そこをたたけばいい」と

いうよりも、「≀事のཎᅉは複雑に⤡み合っていて、もう≢ேᤚしができない状ែだ」

と思います。ですから、そういった時にまさにシステム思考的に「≀事のつながり

は඲部見ていきながら඲体最㐺を考える」というアプローࢳは、もちࢁん必要かな

と思います。

梅澤先生の今のコ࣓ントに重ࡡてゝいますと、評価が▸小化してしまうというと

こࢁは、「これをやればいいんでしょ」みたいなែ度です。☜かに▸小化してしま

うなと思いました。ከ分、「評価にᑐする୺体性をྲྀりᡠす」みたいなとこࢁがす

ごく重要で、デーࢱを㞟ࡵる意࿡とか┠的みたいなのをちゃんと関ಀ者で☜ㄆをし

たりとか、むしࢁこの現場をⰋくしていくたࡵにこの教育システムの中で自分たち

が▱りたいデーࢱはఱなのかとか、そもそも自分たちはどのࡄらいの⠊ᅖのシステ

ムをᢅいたいのかとか、そのあたりを関ಀ者で☜ㄆをして合意をしていくというプ

ロࢭス自体がすごく重要なのかなと思っております。୚えられた評価ではなく自分

たちでつくっていく評価のようなものが、このシステム改革に必要なのではないか

と思っております。

梅澤 その意࿡では、DE がイ࣋ࣀーシࣙンを㉳こすたࡵに考えられた評価論、評価理論

だというとこࢁが⫢ですࡡ。ᶵ関ໟ括型アプローࢳで、これから教育をࣜデザイン

をしていくとすると、それは「イ࣋ࣀーシࣙンを㉳こす」ことになるので、ある意

࿡では有ຊな評価の考え方になると思いました。

千葉 イ࣋ࣀーシࣙンを㉳こすとは、こうやればイ࣋ࣀーシࣙンが㉳きるというṇ解がな

い分㔝だと思います。なので、成ຌ例とか๓例もほࡰ参考にできないですし、ከ分

やりながらኻᩋをしてそこから立ち上がって学んで事ᴗ（ྲྀ⤌み）の改ၿにつなࡆ

る。これの⣽かいࢧイクルをどんどん回していくことの㐃⥆だと思います。ですか

ら、関ಀ者がより学習できるような評価とか、そういったことがまずは必要だと思

いました。

小岱 私は千葉さんのお話を⪺いていて、発展的評価について、教員はᤵᴗづくりで発展

的評価とはゝわないんですけれども、デ᩿的評価・ᙧ成的評価・⥲括的評価という

ゝ葉を使っていてイ࣓ージできます。Ꮚどもの成㛗発㐩がኚᐜすることは、本当に

発展的に考えるので、デ᩿的評価でᤵᴗのイ࣓ージをつくり、そしてᙧ成的評価を

行いながらෆᐜもᡭ立てもኚえていく。そして、⥲括的評価で評ᐃをするとか、3
ほ点でどれが㌟に付いているか評価をしていく。だから、ᤵᴗづくりのイ࣓ージで

私はつかࡵるんですけれども、それが⤌⧊の⤒Ⴀとなると㏵➃に◳┤化してしまっ

て PDCA でືきのない評価をしてしまう。学校はまだそのような状況ですので、ウ

ーࢲループ（OODA ループ）をྲྀり入れて日々ኚえていく考え方も先㐍的な学校で

はฟてきています。ウーࢲループとの発展的評価の関㐃性などお話しいただきたい

と思います。

千葉 小岱先生のお話は、Ꮚどもの成㛗の段階で考えるとすごく分かりやすいと思いまし

た。ウーࢲループと発展的評価については、┤᥋の関㐃性はないです。ฟどこࢁが

඲↛㐪うと思うんです。発展的評価は、評価論の中からฟてきたᯟ⤌みで、ウーࢲ

ループは、ከ分⤒Ⴀ学のほうだと思います。ただ、ከ分๓提にしてるとこࢁがシス

。ㄞんでみてください。ありがとうございましたࡦ

ଣ୪হ࡝

小岱（ྖ఍）千葉さまの発展的評価のこの考え方から川根町教育ጤ員఍さん、あるいは梅

澤先生のプロジェクトについてお考えをお話しいただけますか。

千葉 今回のほりぷの活ືですとか、川根本町や南砺市の教育ጤ員఍のྲྀ⤌みですが、さ

らに後押しする意࿡でコ࣓ントしますと、発展的評価の考え方を使うなら、ᗄつか

のほ点があると思います、一つは、この市町の教育システム改革を、「࢚コシステム」

のࣞ࣋ルでᢅうことです。࢚コシステムとゝうとすごく₍↛としてしまいますが、

マクロと࣓ࢰと࣑クロの視点がそれࡒれ大事かなと思っております。マクロの視点

がまさに教育の政策ですとか、教育ጤ員఍の視点ということになると思います。࣓

クロといった時にはྛ教ᐊでの実践なのかなと࣑、ルでありますし࣋が学校のࣞࢰ

いうふうに思っております。

今回ほりぷの┠的も教師のෆ発的な実践をಁすということでしたので、このマク

ロと࣑クロと࣓ࢰを඲部つなࡆて統合していく必要があると思います。例えば、学

校の現場で行った実践というのを評価のᡭἲを㏻じてそのデーࢱとか価್をちゃん

とྍ視化し、それを࣓ࢰとマクロのࣞ࣋ルでもちゃんとᢅってディス࢝ッシࣙンを

して、また࣑クロの現場に㏉していく。ここの 㑏を評価のᡭἲを使いながらさら

にできていくと、より現場の視点が政策にも཯ᫎされるのかなと思っております。

このマクロと࣓ࢰと࣑クロの 㑏のフࣞーム࣡ークというのも発展的評価でも㛤

発がされているとこࢁですので、そういったものもࣜソースもありますので当たっ

てみていただけたらいいかなと思います。

2 つ┠は、教師のෆ発的な実践をಁすにはከ分、現場࡬のకዌ者が必要かなと思

っております。発展的評価でいうと評価者が担当するわけですけども、現場をより

Ⰻくしたい教師の方を支援する、そのྲྀ⤌みをデーࢱとしてᢅえる評価者というの

がㄡが担うか分らないですけども、しっかり現場にక㉮する方がいると、先ほどの

マクロ、࣓࣑、ࢰクロの 㑏は加㏿されると思っております。ከ分この発展的評価

のアプローࢳを担えるேᮦをどういうふうに考えるのか。そういったとこࢁは一つ

議論のポイントかなと思っております。2 点コ࣓ントをさせていただきました。

小岱 「ホールシステムアプローࢳ」で評価も考える「評価ᯟ⤌み」という༳㇟をཷけま

したが、㉁問➼ございましたらお願いいたします。

梅澤 私は EBPM をྰᐃしているわけではなくて、࢚ビデンスを㞟ࡵて、それをඖにいࢁ

いࢁと政策や方向性を考える。現状は、そのやり方が、ఱかᙧᘧ的というかᶵᲔ的

なことに課題をឤじています。デーࢱ㞟ࡵしているけれども、ఱのたࡵにデーࢱ㞟

ーシࣙンを㉳࣋ࣀをしているのか分からない。そこで、発展的評価のように「イࡵ

こす（ኚ革に⧅ࡆる）たࡵにデーࢱ཰㞟と᳨ド➼を行うᯟ⤌み」がないので、⤖ᒁ、

ᙧだけになる。担当⤌⧊をつくり、ேを㓄⨨しているが、ఱをやるのか分からない。

例えば、大学の教育学部では、教員᥇用ヨ㦂の合᱁者、入学者のฟ㌟分ᕸがどうか

➼のデーࢱを㞟ࡵている。それらのデーࢱが、イ࣋ࣀーシࣙンを㉳こすような評価

につながっていかない。企画・立᱌してこういうኚ革の方向性に⧅ࡆようとするᯟ

⤌みがないので、デーࢱはほとんどᙺ立てられていないというイ࣓ージです。ྠじ

ような問題は、学校評価でもあります。「あいさつできるᏊどもの⋡を 80㸣から

90㸣にしましょう」とか、「ᤵᴗが㠃ⓑいᏊどもの⋡を 80㸣から 90㸣にしましょう」

というのが評価のᐃ番になり、ఱかすごく評価が「▸小化されている」とឤじます。

私の先ほどの発⾲で、「ᶵ関ໟ括型のアプローࢳ（඲体ᅗ）」や「ᣢ⥆ྍ⬟性の⛣

千葉

梅澤
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小岱

千葉
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テム思考とか複雑系の考え方が一つ୚௳としてあると思います。そういった意࿡で

共㏻的なものはあると思います。私のスライドでも、࣊ンࣜー・࣑ンࢶバーࢢの

「創発的なᡓ␎」を㍕せていますけれども、そこも複雑系とかシステム思考を๓提

として考えられたことだと思います。根本となるとこࢁの関㐃性はすごくあるかな

と思います。

小岱 㠀ᖖに㠃ⓑいお話をఛったなと思っております。ありがとうございました。

おわりに  梅澤 ཰（プロジェクト・ࣜーࢲー）

第 2 日┠のシンポジウムは、川根本町の教育報告を、ロジックモデルの活用の有効性の

ほ点からご報告していただき、ESD ほりぷの࣓ンバーの佐々木さんからは、ロジックモデ

ルの作成支援を行ったྲྀ⤌みを省察したコ࣓ント・評価をいただきました。その後、梅澤

報告では「ᶵ関ໟ括型の見方・考え方」を深᥀りして、「複雑系の実践⇔制度のアプロー

。の教育改革」の話をし、千葉さんから「発展的評価」についてお話をいただきましたࢳ

複雑系の考え方で見ていくとⰋかったと思うことが一つあります。それは、「自分の考

えを押し付けない」「自分の考え方を⤯ᑐ視しない」ということです。自分はこうやりた

いのにそれを押しとどࡵるேやᢈุするேがいると、㑧㨱するやつは、やっつけなきゃい

けない（ࣈࣁにする、ษりᤞてる）という方向になってしまいます。これこそが、「༢⥺

型（ࣜࢽア型）の発想」だと思うのです。┠的のたࡵに「一生ᠱ࿨によかれと思ってやっ

ているのに、それを㑧㨱するやつだから、᤼㝖する」ようなイ࣓ージになる。そんな時に、

「複雑系の考え方」は、ேの話をちゃんと⪺いてㄪ整して一緒にやࢁうよというマインド

になるたࡵの重要な見方・考え方です。つまり、心にవ⿱をᣢつことができます。

今回、川根本町の報告㈨ᩱがなかなかฟてこないので、もし᮶なかったらと心㓄事はい

っࡥいありました。けれども、ᚅった⏥ᩫがあって、⣲ᬕらしい報告㈨ᩱを作ってくれま

した。南砺市の教育㛗のᯇ本先生がトップࣜーࢲーとなって 3 年間やってきたので、まと

の報告は本ேが行いますので、ㄪ整などは必要でなかったと᥎察するのですが、川根本ࡵ

町の場合は、大ᶫ៞ኈ教育㛗からᒣୗᩧ教育㛗にかわり、⟶理୺事もᐑᓥ฼明Ѝ渡邉哲也

Ѝᯇ本἞ᶞさんに代わりましたし、議఍の関ಀで当ึィ画のኚ᭦・⦎り┤しがありました

から、分担して報告にまとࡵるのが大ኚだっただࢁうと思います。そういう事᝟を考えれ

ば、シンポジウムに間に合わない（✰が✵く）こともぬᝅしていましたが、⣲ᬕらしい実

践報告をしていただきました。「ಙじてᚅてば、ᛂえてくれる」ことを実ឤしました。

そういう意࿡で、一方的に考えを押し付けない、つまり、「どうせこうだࢁう」と決ࡵ

つけるのではなく、「ちゃんと話を⪺いてそれをඖにㄪ整していくこと」が大事になると

思います。考えてみれば、ே間♫఍において「話をすることが大事」とか「┦ᡭに話を⪺

いてみることが大事」とか一⯡にゝわれていることです。つまり、ே間♫఍も複雑系その

ものだということです。今まで文科省が政策を㝆して「こうやってください」というやり

方、また㈐任者（担当者）が㝆ࢁしてきて、「なࡐ༠ຊしない㸟」という構ᅗではなく、

いࢁいࢁな考え方でㄪ整すること（そして、実践を任せること）が大事なのです。

᫖日の㉥ᫍ報告は、複雑系の考え方でアクシࣙン・ࣜࢧーࢳの実践◊✲を行ったわけで

すが、学校現場にいたままではこのようなྲྀ⤌みにまで㐍ࡵなかった。教⫋大学㝔に᮶た

からには新しい方向で実践◊✲にྲྀ⤌みたいという意思によって、あの複雑系の考え方の

実践◊✲、アクシࣙン・ࣜࢧーࢳができたのだと思います。

よく考えてみれば、≀事はከ㠃的に見て⥲合的に考えなきゃいけないということの現代

∧に㐣ࡂないかもしれません。ある意࿡で学校はあまりにも◳┤化しᅛᐃ化していますの

で、ᑡし心の❆（行ືの❆も）を㛤いて、ᰂ㌾にものを考えኚえていくたࡵの方向性を、

このモデル㛤発で♧せたと考えています。

小岱

梅澤収（プロジェクト。リーダー）
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川根本町の渡邉哲也先生は、川根本町の教育改革のロジックモデルをつくって、今現場

でそれを実践しています。プロジェクトやほりぷによる改革支援のアドバイスは不十分で

したが、現場でやるとここまでできるのかという具体事例を、今日学ばせていただきまし

た。ほりぷの佐々木さんは、川根本町に一番関わり、プロジェクト自体のロジックンモデ

ルも作成してくれました。南砺市もロジックモデルつくることになっていましたが、コロ

ナもあって現場に行けずに実現には至らないで終わってしまいました。けれども、佐々木

さんと千葉さんが川根本町に関わり、教育改革のロジックモデル作成の支援を行なってく

れたことで１つの事例を提供することができたと思います。

千葉さんには、ロジックモデルについての考え方ではなく、今回は DE（発展的評価）

の考え方のお話をお願いしました。企画段階では、川根本町さんがロジックモデルをどう

考えて活かしているのかが不分明でしたので、川根本町さんも千葉さんも報告しにくいと

思いましたのでこの構成にしました。しかし、川根本町さんから学校現場でもロジックモ

デルを有効に活用できるということ、そして、千葉さんの報告からは、両者を使い分ける

ことが大事ということを学びました。

小岱先生がおっしゃったように、学校現場の中で学校評価の今までの在り方を超えて、

複雑系の実践⇔制度改革を、政策まで貫いてやっていく時に、この発展的評価モデルで学

校評価を行う考え方は、一つ重要な見方・考え方と方向性になると思います。

私の構想・思いが先行して、こういう企画になり、みなさん着いて行けない、着いてい

くのがやっとかもしれません。けれども、必ずや次期学習指導要領を改訂するという議論

にこのような論点や考え方が、文科省でもなされると思います。文部科学省のユネスコの

国際統括官は、次期教育課程の企画担当者が今（2022）年度に就任しています。文科省で

もユネスコの考え方を学校教育にどう盛り込むのかというのが、次回の教育課程の中心的

なテーマとなってくると考えています。その考え方を整理し、企画・デザインしないと、

具体的にどう学習指導要領を作成するのかに入れないでしょう。そもそも、こういう時代

に学習指導要領はどうあるべきなのでしょうか？そのような時代（時期）状況にさしかか

っているのです。私はこの令和の学校改革、教師教育改革に、この複雑系の考え方をビル

ドインすれば日本型学校教育は、世界に冠たるものになると考えています。

これは、「新しくみんなで創りましょう」ということで、国際的にアジアの教員養成大

学とも「一緒のフィールド（プラットホーム）で共にやりましょう」ということです。日

本のこれまでのやったことをモデルとして押し付けるものではありません。今や、押付け

型の支援はどの国も着いてきてくれないのです。だけど、この考え方ならば、「一緒につ

くりましょう」モデルになると思っています。

2 日間、とても有意義なシンポジウムになったと思います。ありがとうございました。

小岱 梅澤先生が自己省察なさっていましたけれども、参加した私たちは本当に創造的で

自立的な問題解決の視点をいただいたと思います。大体オンラインのシンポジウムって終

わりに近づくにつれて参加者が減っていくんですけれど、最後までお付き合いくださった

方は本当に深く学びたいという意欲のある方々だったと思います。ありがとうございまし

た。以上をもちまして ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムの SDGs P1 第 3 回（2022
年度）シンポジウムを終了いたします。

テム思考とか複雑系の考え方が一つ୚௳としてあると思います。そういった意࿡で

共㏻的なものはあると思います。私のスライドでも、࣊ンࣜー・࣑ンࢶバーࢢの

「創発的なᡓ␎」を㍕せていますけれども、そこも複雑系とかシステム思考を๓提

として考えられたことだと思います。根本となるとこࢁの関㐃性はすごくあるかな

と思います。

小岱 㠀ᖖに㠃ⓑいお話をఛったなと思っております。ありがとうございました。

おわりに  梅澤 ཰（プロジェクト・ࣜーࢲー）

第 2 日┠のシンポジウムは、川根本町の教育報告を、ロジックモデルの活用の有効性の

ほ点からご報告していただき、ESD ほりぷの࣓ンバーの佐々木さんからは、ロジックモデ

ルの作成支援を行ったྲྀ⤌みを省察したコ࣓ント・評価をいただきました。その後、梅澤

報告では「ᶵ関ໟ括型の見方・考え方」を深᥀りして、「複雑系の実践⇔制度のアプロー

。の教育改革」の話をし、千葉さんから「発展的評価」についてお話をいただきましたࢳ

複雑系の考え方で見ていくとⰋかったと思うことが一つあります。それは、「自分の考

えを押し付けない」「自分の考え方を⤯ᑐ視しない」ということです。自分はこうやりた

いのにそれを押しとどࡵるேやᢈุするேがいると、㑧㨱するやつは、やっつけなきゃい

けない（ࣈࣁにする、ษりᤞてる）という方向になってしまいます。これこそが、「༢⥺

型（ࣜࢽア型）の発想」だと思うのです。┠的のたࡵに「一生ᠱ࿨によかれと思ってやっ

ているのに、それを㑧㨱するやつだから、᤼㝖する」ようなイ࣓ージになる。そんな時に、

「複雑系の考え方」は、ேの話をちゃんと⪺いてㄪ整して一緒にやࢁうよというマインド

になるたࡵの重要な見方・考え方です。つまり、心にవ⿱をᣢつことができます。

今回、川根本町の報告㈨ᩱがなかなかฟてこないので、もし᮶なかったらと心㓄事はい

っࡥいありました。けれども、ᚅった⏥ᩫがあって、⣲ᬕらしい報告㈨ᩱを作ってくれま

した。南砺市の教育㛗のᯇ本先生がトップࣜーࢲーとなって 3 年間やってきたので、まと

の報告は本ேが行いますので、ㄪ整などは必要でなかったと᥎察するのですが、川根本ࡵ

町の場合は、大ᶫ៞ኈ教育㛗からᒣୗᩧ教育㛗にかわり、⟶理୺事もᐑᓥ฼明Ѝ渡邉哲也

Ѝᯇ本἞ᶞさんに代わりましたし、議఍の関ಀで当ึィ画のኚ᭦・⦎り┤しがありました

から、分担して報告にまとࡵるのが大ኚだっただࢁうと思います。そういう事᝟を考えれ

ば、シンポジウムに間に合わない（✰が✵く）こともぬᝅしていましたが、⣲ᬕらしい実

践報告をしていただきました。「ಙじてᚅてば、ᛂえてくれる」ことを実ឤしました。

そういう意࿡で、一方的に考えを押し付けない、つまり、「どうせこうだࢁう」と決ࡵ

つけるのではなく、「ちゃんと話を⪺いてそれをඖにㄪ整していくこと」が大事になると

思います。考えてみれば、ே間♫఍において「話をすることが大事」とか「┦ᡭに話を⪺

いてみることが大事」とか一⯡にゝわれていることです。つまり、ே間♫఍も複雑系その

ものだということです。今まで文科省が政策を㝆して「こうやってください」というやり

方、また㈐任者（担当者）が㝆ࢁしてきて、「なࡐ༠ຊしない㸟」という構ᅗではなく、

いࢁいࢁな考え方でㄪ整すること（そして、実践を任せること）が大事なのです。

᫖日の㉥ᫍ報告は、複雑系の考え方でアクシࣙン・ࣜࢧーࢳの実践◊✲を行ったわけで

すが、学校現場にいたままではこのようなྲྀ⤌みにまで㐍ࡵなかった。教⫋大学㝔に᮶た

からには新しい方向で実践◊✲にྲྀ⤌みたいという意思によって、あの複雑系の考え方の

実践◊✲、アクシࣙン・ࣜࢧーࢳができたのだと思います。

よく考えてみれば、≀事はከ㠃的に見て⥲合的に考えなきゃいけないということの現代

∧に㐣ࡂないかもしれません。ある意࿡で学校はあまりにも◳┤化しᅛᐃ化していますの

で、ᑡし心の❆（行ືの❆も）を㛤いて、ᰂ㌾にものを考えኚえていくたࡵの方向性を、

このモデル㛤発で♧せたと考えています。

小岱

応ヽ“、
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ESD• 国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト
第3回シンポジウム

指定討論

革新と利用を促進するための
複雑系概念の適用

発展的評価からのコメント

2023年2月27日

一般社団法人インパクト・マネジメント・ラボ
株式会社プルー・マープル・ジャパン

千葉直紀

自己紹介、組織紹介

千葉直紀（ちばなおき）
一般社団法人インパクト・マネジメント・ラポ共同代表
株式会社プルー・マープル・ジャバン代表取締役
一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチプ手務局
一般財団法人CSOネットワーク評価士業コーディネーター

社会的インパクト・マネジメント、発展的評価等を通した社会的玉業の開発・改善、組織のマ
ネジメント支援を専門としている。 NPO/NGO、民間企業、行政、金融機関等の評価・マネジ
メント支援や人材育成、同分野に関する国内外の調査を広く行ってきている。JANPIA設立
時から評価アドパイザーを務める。

€ 
/ 
.:: JANPIA 
Jレ →moむ、 e亭霙●雌： 鴫嶋

5ヽ
3

こ、
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DEの目的、定義

DEの定義

発展的評価 (DevelopmentalEvaluation)とは、とは、社会イノベーションなど、目的が
固定されているというよりも目的自体が変化し、時間軸も予め設定されているというよりも湮

馳的で前進的な対象を評価するための評価のやり方である。そこから得ようとするのは、外部

への説明責任というよりも、 イノベーションや変化から学習することである。

P皿"・M- 0. (2011). 0叫年9...““涵螂如＂”加g位呻創C叩祁”“涵心lnn<N•細血1Use．枷Y匹：珈a蠍心 P函＆

Developmental 
Evaluation 

二
返
ヶ委

＼
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じ
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ー

9
9
^
”.
-打-.."'”’'m.l..，.山............＼・-

2011年 2016年
〇れXl93..口--thc......"ユ釦上9.“ 4

 

DEの前提と守備範囲

DEの守備範囲は、ソーシャル・イノベーターが活動している分野であり、複雑でダイナミックな
環境におけるイノベーションの評価である。

前提：ダイナミックかつ複雑で激動する社会システム

社会課題は複雑に絡み合っている む灰-とは瀞的ではなく
（複雑系システム） 動的であり絶えず変化している

9- 99 
ソーシャル・イノベーションは、本質的にダイナミックかつ複雑で、
し1il.,1お数動する社会システムの中で展開される。

一ソーシャル・イノベーターは、複雑な状況の中で

自分たちの取り組みをうまく変化に適応させていかなければならない。

一五匹9 霞 ,̀M¥止 C…,"'“9m釦 L-r.ai

DEにおけるソーシャルイノベーターと評価者の関係性

ソーシャル・イノペーターとDE評価者の関係性

ソーシャル・イノベーションの実現

- 遁-―ソーシャル・イノベーター

複雑な状況の中で、自分たち
の取り組みをうまく変化に適応さ
せていかなければならない。

複雑な問題に対してソーシャ
ル・イノベーターが生み出す創発
的・創造的・適応的な介入をお
こなう。

一DE評価者伴走型

← 紐続かつタイム
リーに実施

協拗C
結論を出す

イノベーショ><JJ:たlセスa店果の両方を追
訊．文書化し、改革＆邸むD木質とそ
こも祖られる示唆匂け釈する手助けをし、
さらに紹続的に変化し続けるイノベーショ
況尤口に必翌ぶ百報をJ邸しするた
めの教JIIや示峻を引き出す支援を行う。

ソーシャル・イノベーションの迎展に伴走し
ながら、次々 に出現する問題や新たな戦
略砂都度変化する目揉を以失わない
よう支臣する

イノベーシ3ン：諜解な問庖に9,Jして新l,¥.Iアプローチを111J造するこt¥'>、変化する状況に力3グラムを達虻之せること、効果的なア）ンシプルを
”(J)新l,1,1文廠に過用すぶごと（スケーリング・イノベーション）．システム変x(J)触媒となって変革を促遠可るa:．氾機的状況下で迅速な
対応を図ることなどを含む広い重味での口念である．

臼ヽ
4
こ
”
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DEが生まれた背景

DEは、ソーシャル・イノベーターが従来の評価を批判し、自分たちの活動を適切に評価す
る新たな方法を求める中で生まれたものである。

参考コメント

そのような時代に、なぜ私たち（評価者）は、プロジェクトやプログラムの評価iに忙
殺されているのでしょうか。なぜ、その評価が行われている大きな枠組みやシステム
に関与することはおろか、それを理解することすらしないでいられるのでしょうか`

(Ofir,2018) 

従来のプロジェクトやプログラムの評値では、地球規模でのシステムチェンジには対
応できない。 （中略）実際、こうした伝統的な評価手法は、変革のビジョンを評
価者力喰れ親しんだ手法に従った狭いプロジェクトの箱に押し込めることで、システ
ム変革の障壁となってしまう可能性がある。(Patton 2020) 

o,．9A m99 0口M-n.Im..R心釦9.“

DEが生まれた背景

DEは、ソーシャル・イノベーターが従来の評価を批判し、自分たちの活動を適切に評価す
る新たな方法を求める中で生まれたものである。

新たな評価ニーズが生まれているところ

・地域の主体性を大切にしたい事業、
地域全骰への影響を考應する必要がある事業

・環境の持続可能性に関する事業

・ネットワークや協働のあり方

・リーターシップ

・包摂、多様性を生かす試み

・コレクティブ・インパクト

・スケールアップ

評価者がソーシャル・イノベーター
の伴走を柏み匹ねていくと、彼ら
が抱える悩みやニーズに評価が「
役に立つ」ものになっていない場
合が多いことに気がついた。

それは、現代社会において、評
価したいけれど伝統的な評価で
はうまく評価できない案件や姦象
が増えているということ。評価実
践を変えていく方策として、DEが
編み出されていった。

C ト・→’9X日'”“' R ......，~． “09m a4り9.，4

DEに注目が集まる4つの社会的変化

DEが注目される理由として、4つの社会的変化を確認しておきましょう。

世界的にイノベーションが求められている
世界の人口が増え、気候変動が脅威となり、テクノロジーが視野や可能性を指数関数的に広げて
いるなか、ソーシャル・イノベーションはグローパルな課題への対処に不可欠である。DEはイノベーショ
ンの創発を企図している．

システムレベルでの変化が必要となっている
大きな社会問題は、システムレベルで捉えて理舶写ることが必要となる。ブロジェクト単位を対象とし
た評価は、システムレベルの変革にはつながらない。DEはシステムレペルで評価することに適応してい
る。

複雑性理論
世界の変化を理解するために、イノベーシ3ンやシステム思考は複雑性理論を必要とする。ソーシャ
ルイノベーションが生み出されるにつれて、相雑なシステムのダイナミクスをどのように把握し、描き、理
解していくのか、DEはli]うている。

DEが正当な評価として承認されつつある
DEが妥当性と信頼性を担保する評価として認識が広がりつつある。Pattonの著む＊により、DEの
目的が明確になり、実践者間の共通言語が作ジ1た。
・ Patton, M. Q.知 elo”向 talEvaluation: Applying Com,lexlty Concepts to En⑬nee Innovatlon and Use (201 I). 
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DEの守備範囲
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と●紅してし1.. 

．．．．．．ー・・ー・ー・・ー・--・一響--・ー・・・ー・・・ー・---・------・--・・----、--響＿＿―-一 ，

aas．断しい塵■や歌911みの＇比ヽ ど ．霧 ’イノベーシ,,'和の●血•り氏住，
書に●い餃鴫から99ベーンaン3プロセス：艮＂コと a=9ィがよ・言るエネ..ギ-a慶：
●●（たのに云'onてい●.. :＂たのの鯖いウ ： 

: ltOM渇鷺”"覺と虞畳こa•設工てて；
：ヽ9..  
................................, 

””入ケーUXは．II轟．．"・""・":あ●冨嘱ぼ力ばX●肩いて’"a急履霞：
鯰の万肇心99●●化の駅遭a“に して． ：．．．嶋鴫の■n舅島●鼠司●でに慧●重：
萱畢蚤”'大霞·はシス”ム置畢●象＂●攣：覆ぷ畢鵬mし位µ••モル•など．. : 
9謳んにし・肩さnている,.. ・置ざま“しペル〇●電●鼻じて．ブ0ティァシ

：ュコロンピア州,,..... 贋鳳を配軍す●"9● : 
.、9について9ィードi999量■砥ている． ， 

〇ャ tA2099..口--n.Iに “q0心 “ma 10 

DE評価者の立ち位置と役割

立ち位阻

✓ 外部評価者、内部評価者のいずれも成立しうる。

✓ ソーシャル・イノベーターに伴走する立場で、
イノベーターのチームの一員となる。 （ソーシャル・イノベーション、イノ
ベーターについては後述）

✓ 伴走相手 (NPOなどの事業実施者）と長期的かつ継続的な関
係性をもつと効果的。

役割

✓ 革新・適合のプロセスを見える化する。

✓ 変遷する状況を受けて、継続的にリアルタイムでデータにもとづく意
思決定を支援する。

r~りべJU 匹3.... M冨正鼻～n． 9~”員｀釦 4 「•いi 1 1 | 

評価者の立ち位置

一一 ―
 
一

°’“'AX)99 0口 M冨加真....＂に贔置 a叩t̀..-J「""・ 12 
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マイケル・クィン・パットンと実用重視の評価の系譜

「評価は、役に立ってなんぼ／

．饂 立工巴督提供、あるいはその活里登
偲室ことが評 の役割。

・誰が「主たる評価の使い手」かを考え、使い
手が使いやすいように評価を仕立てる。

重視評編の到遵点
の目的の確認

界をより公正かつ1寺続可能なものにすること」

． 
_ UTILl:ZATION-FOCUSED-

.、 EVALUATION~ :=-

一―
• 一· ・ っ｀゜‘ - ...- ←ー• C 

一、 i下`

.：72--1 、、9:l節
`9, ．叫....叫…，＿ ，ぃ心 •dumd mm11,umi

m如炉・嵐口"'“4-..，..“に口om土09..m叫im
呵四

人物

マイケル・クイン・バットン

実用重視評価、発展的評価の提唱者かつ第一人者。全米評価学会会長
(1988)をはじめ、『莉jffi関連の要職を歴任．

一般財団法人CSOネットワーク主催の 『伴走評価エキスパート育成事
業』 （日本財団助成）の統括アドバイザーを務める。

マイケル・クィン・パットンと実用重視の評価の系譜

1978 1997 2008 •疇

ぃまぷ伝ュtbし←、
~ ヽ ·m． 
ル如“に加

漏細,.. ' 

翻訳l し 2011 

冒
l)(ir1alolup, nlfllじIl
E1 uaiion 

, .. -r -,＋・―.,-：：：：：・.,. ・・ 

2016 

2022 
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DEが拠って立つ世界観

モデル・セオリーの限界？
従来の評価アプローチでは、明確な目的を示し、直線的な論理モデルで記述された力］セスによって達成

されると考えられてきた。

しかし、イノベーション、探求、不確実性｀社会的動揺、創発といった手前に予測できない状況下では通
用しない。時期尚早なモデIE)具体化は、探求や適応を制限し、イノベーションを阻害してしまう．

Improvement（成果・改善）vs. Development（発展型）

--.I:!.. 

JIS 
¥0↑ Turns out t西 ethis…‘̂ I 

... タ'!, ―--
"'"'" ヽ ，。

d 
ヽ

I 
‘1 91び

<I ::-:::'!-'/ ` ．．'・ダ痔
I 

I 

I~’ ’ °”“ ‘ 
".,_Y /.. -_,. I 

ーーニ「ごモ．／が三‘¥

巧ご一`，``ーご
Or1直潤"..口--｀’に~““”"叫99
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DEが拠って立つ世界観

複雑系の性質
・ ·• •• ・.．．.．．.．．．．．．．.．．．..．．．．．．．．・ •・・・・・··.. ． ．．．.・ • ・ • ・ •.．．、
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複雑系の特徴いろいろ
(DE Companion P.12) 

印雑なシステムの中で活動する

場合、変化の影喜を理解するの

は難しいものです。担雑なシステ

ムの中では、多様な要素の間に

高度な迎結性と相互依存性が

あり、それらの相互作用によって

予測不可能な結果が生まれま

す．

イノベーションとは、しi;tl,iよそれま
での坑界を壊すことですから、こ

れはイノベーターの現場そのものと

なります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・..・・・・
^“口｀·~”匹這 9"'~“, ． 4“`m31-r.“i 17 

DEが拠って立つ世界観

状況の分類

単純 煩雑 複雑
simple complicated complex 

ケーキを焼く

肝心なのはレシピ

● レシピは誰がやってもうまくいく
ように検証済

• 特別な専門能力は不要だが、
経壌を栢めば成功率が向上

● レシビがよければ毎回ほぼ同じ

ケーキが焼ける

・ 品良のレシピがあれば毎回よ

い結果を出せる

編

月にロケットを送る

厳密な計画や方程式が必須

• 一度ロケットを月に到着させれ
はう欠回からの成功率が向上

■成功させるには多様な分野の
高度な専門能力とトレーニン

グが必要

• ロケッ トの成功条件は毎回必
ず同一

■結果の確実性が高い

f
 
／勿

ウエスいレ”塁が世界を変え匹ソ •シルイノベーショソぷ工か却る』 (7C08 ：長泊出翫）

C ド"4Xl9.... H“血町叩． 9心＾·鼠員r→~1

子ともを育てる

厳密な手段は限られた応用性

しかも逆効果のこともある

■子どもを一人育てれば経験に
はなるが、下の子もうまくいく保

証はない

■専門能力は役立つこともある
が、すべての子どもに有効とは

かぎらない

■子どもは唯一無二の存在、個
として理解しなければならない

● 結果の不確実性

が残る

臼ヽ
4
こ
”



ᇀఱӾӠӼԁ႘༌ӽᆪ
ӠӠӠᆷ఺૩֭ಲ๯çฑဗ֭آ،ח՛ूࡱੱ֭׶ॹ

70

分
冊
４
　
　
27
日
第
３
部

分冊４ー

評価類型の違い

一評価の3類型
発展的評価 形成的評価 総括的評価
Do-aIEvaI“““' Formative Evaluation Summa如 Evalu“如

事業（や事象）が発展・変
車業の改善の余地があるとき 事業がすでに確立しているとき

遷・様変わりしているとき

社会的介入の逸応に向けたデ
進行中のプログラムのモニタリン

プログラムが目標を達成したか
ザインを行い、主に発展・変革

グおよび平業改曽を志向する
とうかの判断をあおぎ』辺2と

を志向する 2ピ1Jz::f.-堕堡を志向する

...創出期...! 形成期 ！←1= ... 
あくまでも琴業の発展段階のみで3類型を監理した図．
この挫理だけが、DEの位臣付けを示すものではないことに注意が必要。

―Xl29 0口ー一．．'"'・“̀”心巫r.“ 19 

アカウンタビリティの山（三層構造）
従来の評価ア尤ーチでは、明確な目的を示し、直線的な論理モデルで記述された力"2スによって達成
されると考えられてきた．
しかし、イノベーション、探求、不確実性、社会的肋揺、創発といった手前に予測できない状況下では通
用しない。時期尚早なモデルの具体化は、探求や適応を制限し、イノベーションを阻害してしまう．

隕9謁：／んTパ加い疇心eo.“⇔ m細 I

霰弦効笞慣忌つける l. 1l11り笞（環頃やシステムがいm3変化している
覧展的評ill蔓;9う か．そしてその変化患いかに埋解し」自分たら
穀略フレームの坪偏を行う の字四、週応、発層に幌つているか

システムの改変鳥イノベーシ9ン．讀雑住 2. 9分に夕"”Sフレームを見つめ、そnが仕事
の鳴察など のP”5やイン1（クド9つくり万にいかに影●鸞

与えているかについての深い考察を6つことが
てきているか

3. Q分た切ステークホルダーやパートナーのが，9
だの関係やつな”り方はしWにあるか

.. 自組ほの多く多様な邸分がい”にぼと田”這；l
る全体を鯛成しているか

I. 主饗なステー”"B9ーや）（ートナーと鯖全な
関係構棗がでさているか

2. 想定した攀藁の成祭やインパクHぷ釘紐・
nくらい、いかにできているか

3. ji,]曼字紅し、その学輩量いかに過用し」事震
改鶴がてさているか

聾り事戴の評価

戟喧の"Ill
壇攀へのアンクート羹1!1．壇Ill，，タD
フィードバックを受11111lる
組織の＂割亀臼べる
スタのか効フ,•-FI[9ク虻竺9取るな
ど

M務と霞投資リクーン検証
人事考課
情報システム冒讀

デュー・ディリジ1ンス
定的な助成敲告など

I. 事璽e；直這l"こ行っ研
2. 事菓冥薦にあたり．属本的な賃的水澤を漏
たたか

“↑9匹 9柑 -̀..̂’̀“3m..L-r.、

バックキャスティングとフォアキャスティング

~ 
｝［ックキャスティング（逆算思考）
あるべき姿から逆算して計画・戦略を立てる

ー

'“”̀h X)99....--へ9に 9̂鼠9心鼠9▼い］ 21 
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バックキャスティングとフォアキャスティング

社会の変化

現状 ミッション・ビジョンは「仮置き」

組織の動き

フォアキャスティング（順算思考）
現状から（大事にしたいこと）を基準にフォアキャストしていく

一~

―‘  Copyright 2023 Blue Mart,にJapan,Inc・ NI R帥 ER⇔ewai 22 

DE評価者に求められる力量

心構え

・複雑な問屈に取り組む信念と勇気

・システム思考で詈えて行動することへの意欲

・曖昧さ、不確実性、人々が望む変化を理解することやそ

こに到達するために起こりうる緊漬状態に対する耐性

能力

• 新しい解決渡を試し、どのような況察が生まれるかを11
認し、それを繰り返していくブロセスヘの閲心と経験

• 自分が置かれているより広い環境における
文係と変化を追跡する意朦と能力

柵限

・フィードパックや洞察によって必要とわかった場

合に、取り組みを閥整、変更遺応させる権限

をもつこと、あるいは櫂限を他に与えること

• '）ーダーシップや意思決定毛へのアクセスと閲与

Copynght 2023 田ueMa巾leJapan, Inc・ Al RlghE R⇔ew叫 23 

DE評価者に求められる力量

＂量のたOO賃彎がで●ること“• DE<c禽むすべて，，＂蝙の〒嶋覺Cすも ： 
0でT．畢膏”で遍応n.＂’・鴫“杖え 00で．“：,...の卓切な愴 ： 
胴—っは． ＂●のた＂の●賣，，70スにぷいて．鰐鑑•剥闇ず＊人に ・
と9てO•，，尋ワ●●である・噴詈＂働0貫悶として鰊ワ上99ていくことで ・ .. 
• -----------------------------------------...． 
DE"霞●は．そ＂吹叉で起こ 9てい●●●，，口娼‘●、...について賓配 ： 
・,..,,.,に~ ．．ざ置な一彎9,._，.ト,.し．それら憂艶會し● ・ 
，，ら、事亀と賓く鐸贔鰐につ●易う必鸞，，あり累亨．鸞たDE"●●の壼’’ ’ 
には専々“璽●，，ぶり會9てい●T・重賣e二3アンスや遍い鷺塵鳥化 ・
ずに噸々C,.胃量からテーマや●息零び曼攣工言る・力が必員となり拿 ． 
言．

............................................... 
D"":曹に●●い出見•JJが〇璽であ9．費が鯰こ9てい●かと糟竃し．名 ： 
”け•ことがで•“"nばなり置雙'-DE呵●としての...•のと“• . 
の.,._0EJH1•として’“の翼れがとく＂昂的に直重9 ●ことで．それに" . 
..,．し・デー，．0•し．分桁し”鍾的皐囀€·雙し~ ．．浪寛●行う • 
置でO-．のブロ●スが●置""・
.............................................. 
DE胃●●は、町星“量りに冨郎言●と虹••入する●金●見つけ·" : 
曇•”'．力と＂饉貪議●葛（ことに鴫遍した99イドである必覺が曇，．す． ． 

oa,...」、雲●●役瓢と鑽点で●虞snと←ムで仕事●Tることが• : 

くなりま7．これ•のテームにU9り墓““”`·"冨閃傷鬱＂倉羹n• : 
T．沢 ：
言． 9-ムメンバー¢置1：,.....員好なユミュニ9ーシ•ン．つながりが ・

鼻れば． 9ームが1t"”に彎え、 重寛●攀•輩‘‘ 不鵬n"•鴫で●賃に亨 ． 
ぷことがで●●ようになり寡T,

四臼•は3 ●ざ●●胄量 9狂攣いこな▼ことがで1●●で＇”{駅こ ： 
＂＂＂躙輯皿 9-＂”磯心＂るだし 9,8(．m .
は蛉の檀々g分＂から"1lに便えヽツー，，，で學這•mで優いこQTこと ・

•O貫で9．軍に D<胃●●払 9 鼻•と文●”......,..,. : 
●（の胃•るテークし●9交，，しびー働約し 9.

........................................... 
＂劃,.環碩う U會冒駈m‘“’"＇’てい`こm.,〇鰤 ：
．皐に●いて●町に●くことが9鼠9．震．これによりブ0リz?"”‘ . 
om騎悧書かeo債•霞●●の●こと●で●●書．鬱9●9讐•について ・

賣鷺があると．よ？●いしべ............艶にな 9. "●●ぴ皿•よ9 • 
- ... 0ることがで●●9・一に． 外量E80『.，，....會●り入れ• : 
こa...や••切'““”’`“”こと9で•ヽ●●心り ： ・T.
............................................... 
ロ·の●9に凰人々●属のT-•こ●え．鯛量9ふことで9.D9C&99● : 
79シリ●ーシ●ンとは．人々●●らかじあれに•=....に●こうと，．こと·

ではなく` A9が彎ん． R遍叫鰐鸞遭摩9•e佗匹•O逼量•作砂•, .
“_9,．ことで9."竺遍欝は●●な虞慮と人に9...t●●●D● • 
直惰如•置皇h拿9.c疋"..はこの景嶋ざに―.....＂と｀●えのに●：
●な●亀慶員上し裏事．

虎れ貫臼 9ぺてが璽鳳属＂と いう""（心9拿とん●●な人，，貫に零 ： 
u.•たC・曇んで．瓢拭に1U19●と●、 ”立●＇起こ9.+m立9疇 ＇ 
．に収冥e•出すこと，，●●に予•ah●9. ［＊心•には、 饗嘱 ， 

＂バブループ内の力....公事に，，●よう●置”け．人々が寡0ステ9ブ•ff ' 
艶●配こビる”..し，介●えする電力が9になること●暴9拿.. : 

〇ル9•J99,.，，.... mm*  mpan, Inc Al Rlgh区 R匹 w叫 24 
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DE評価者に求められるブリコラージュの姿勢

“プリコラージュ＂とはもとはフランス語の「 Bricoler」（素人仕事をする、日曜大工をす
る）から発展した言葉で「あり合わせの遵具や堕赳で物を作ること。持ち合わせている
もので、現状を切り抜けること」という意味で使われている（デジタル大辞泉）。

"DE評価者を表現するための鍵概念となっている。

プリコラージュの姿勢
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DE評価者に求められるブリコラージュの姿勢

伴走技術 ：ニーズの把
握、信頼醸成、情報収
集、ファシリテーション、
ワークショップデザイン

評価技術：評価設計、
社会調査（定量・定

性）等
システム思

四⇔ 認識カノ

考・パター‘

団
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評価的思考を養う

評価的思考とは、

・好奇心に駆られ、エビデンスの価値を信じて、

・物事の想定事項を見える化し、

・思慮深い質問を投げかけ、

・内省や視点の選択を通じて物事の深い理解を追求し、

・状況をよく理解した上での決断を下し、 行動を用意する

認知1Dセスである。
Tom Arthi屈 Idand比畑恥改l的、 PromotingEvaluative Thinking: A Key Ingredient in Evaluation Capacity (2012) 

B拿9員平倉（m，，撃1叫） 覧讀的”艤Cル.,:,攣8繭膏ア氏髯景スラ＂七扇工
螂 :J/www.誡......,rt,1e,a,．紺伽ol鴫3氾)S/d)7/
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評価的思考を養う

伴走型評価を通じた評価的思考の醸成

◆内省を促す問いを投げかける (What? So What? Now What?) 

◆暗黙知やプリンシプル（団体の運営において大切にしていること）の言語化する

◆「成功している状態」を一緒に描き、その状態を達成する手段や状態を精査する

◆収集したデータの意義付けを行う（センスメイキング）

＝＞安心して表現できる「場」づくり、ファシリテーターとしての評価者

U•-り09omn

B言9.,艤7含 ('1》22年1祖） 巽慶的噂鎗l'>シシ呻i1iJ17氏費．壼スライドむ皿
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DEは方法、ツール、あるいはテクニックの集合体ではなく、従うべき一迎のステyプはない。むしろDEは、
,． ．‘一ミ ・ ペーミ｀ ー ＼―' ＾ 一 である。

よって、方向性は示すが、文脈や状況によって解釈され適応されなければならない。

以下の8つの原則は、そのための基本的なマインドセ川卜となる。呉体的には、ソーシャル・イノベーションに
おける評価の役割についての考え方、そして、状況l.:lfilJ応するイノベーションの過程においてソーシャル・イ
ノベーターと協働する方法である。これらの8原則は、一部をえり好みするものではなく、全てが不可欠な
ものである．

7.共 2.評値iの厳格さ
をもつ

3.実用重視

4.イノベーションとの親和性

匹 9 XI99.... --n. I心“•·元・- 30 
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原則 1

発展的目的の原則 (DevelopmentalPurpose) 

［盟霊：雲□［讐こ三翌で言ぷ迄雲嵐雷悶塁ご‘ J
情報を伝え、サポートする。

DEの目的は発展的である。なぜなら、イノベーシ3ン自体が発展的だからであ
る。評価は「何が、どのように様変わりしつつあるのか」を受けてイノベーションと
適応プロセスの性質と意味を明らかにしなければならない。イノベーションが生み
出され、適応するにつれて、DEの設計や実行も柔軟に対応する。設計、デー
タ収集、フィードバック、評価的統合、そして振り返りのサイクルが短いのがDE
の特徴である。

DEが対象とする発展（イノベーション、適応など）には、以下の5つが含まれる。

(1)重要な問題に対して新しい介入を策定する
(2)既存の介入やアプローチを、変化する状態や新たな知識、新たなクライアントの
要求に対してイノペーテイプに適応させる
{3)ある文脈で妥当な原則や実践を、異なる文脈に適応させインパクトを出す
(4)システムレベルでの変化やシステム横断的な変化を生み出す
(5)危機的状況において迅速な対応を策定する （人道的、政治的、社会的、経済的危機など）

ヽ

C如↑tXln....H"此知pan,Inc NIR"hER翠 W的 31 

原則 2

評価の厳格さの原則 (EvaluationRigor) 
適切な問いとして評価の質問を立てる。評価的に思考し関与する。前提を疑う。
履ロシックを適用する。適切な方法を用いる。データを厳密に集め、解釈し、報告する。 ］ 
DEは、「様変わりしているもの」の意味を理解するために、データを収葉した上
で解釈することが必要である。データがなければ評価は出来ない。

DEは簡易版の評価ではないが、 一方で、評価方法の厳格さを無作為化比
較実験 (RCT)や外部評価など狭義に限定するものではない。評価の厳格
さは方法や手順によって決められるものではなく、 評価を実施する際の思考に
よるものが大きい。仮説の構築から、情報を求めて確認したり、データ分析をし
たり、得られた知見の意味を評価するために協働したり、結果や結論を疑問
視したり、試したり、再調査したり、あらゆる活動に表れるのが評価的思考で
ある．

ソーシャル・イノペーターや白金提供者にとってこのような評価は、のデータ収集を体系的に行い、
その意味づけをすることで、イノベーター自身の経験的感覚を補完し深めること、 ②データを用いて
外部の現実に対して説明黄任を果たすことを可能にする。

Copynght 2023 田ueMa巾leJapan, Inc AI Rlgh区 R⇔ew叫 32 

原則 3

［翌翌竺りり貫誓貫編雪盆 当て、実用性と実際に利用することが ］
確実になるように評価プロセスを円滑に進める。

DEのユーザーの多くは、ソーシャル・イノベーターや白金提供者である。

ユーザーがソーシャル・イノベーターである場合は、革新的な戦略や決断を
明らかにし適応させていくことに、 DEのフィードパックや知見は用いられる。
一方、ユーザーが資金提供者である場合は、 DEの知見は白金提供をす
るか否かの判断や説明責任への期待や要望匹芯えるために使われる。

このようにユーザーを特定してDEを活用してもらう際、様々 なレベルやタイプの発展的イニシア
チブに従事するソーシャル・イノベーターがどのような情報を必要としているか、洗練された理解
が欠かせない。なぜなら、何の情報が誰にとって、何の目的で最も有用なのかを判断する指

針となるからである。例えば、ソーシャル・アントレプレナーとシステム・アントレオノナーは、リソー
スをどのように活用するか、どこに働きかけるかが異なるため、必要な情報も巽なってくる。

〇かtXl99....mm＊頁匹．応．“”かUに上 33 
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原則4

l［疇誓讐：；四竺竺翌竺雷かを解明する。 ］ 
DEはイノベーション（現状を著しく変えること） を生み出すことを、その過
程と成果を記述し、解釈し、フィードバックすることでサポートする。

原則 1で前述したように、イノベーションは現状を改善することではない。
イノベーションが起こす現状の変化は、程度や性質が著しいものである。
時には、既にあるイノベーションを新しい文脈に適応ざざることを指すかも
しれない。

DEはイノベーションを生み出すことが目的であるため、 DE咲釦割は文脈を考屈しながらや関
係者間でイノベーションを定義することも含む。評価者は、イノベーターが行っていることを記述
し、関連データを集め、解釈をし、彼らにフィードパックをすることで、彼らが意味するイノペーショ
ンに対して理解を深め、進化ささていくことが求められている。この一連のプロセスを定期的に
実施しながら、イノベーションに関するキーワードを定義していくことは、評価者の非常に大切な
役割の一つであるかもしれない。

Cト・¥,nn.... ＊疇加~.,心心的囁虹即．“ 34 

原則 5

DE評価者は、複雑系の概念を適用してイノベーションを理解した上で、
評価を設計し実施しなければならない。なぜなら、大きな変化を目指す
破壊的イノベーションはたいてい、複数の変数が不確実で予見不可能な

方法により相互□彩回し合う、複雑な動的システム（「厄介な問題」と
呼ばれる）に追入されるからである。この複雑な動的システムは、非線
形的な影密、 それまでの秩序を壊す混乱、事象の予期せぬ生成・出現

により特徴づけられる。

複雑さを前にして、評価自体がその場に応じて適応的に設計された上で、 DEによって得られた
知見の出現に真剣な眼差しを向けることが不可欠である。線形と非線形の関係、意図した結
果とそうでないもの、予想された相互作用、プロセス、成果、システム・チェンジと予見されなかっ
たものの双方が言語化されて評価されるべきである。

Copynght 2023 田ueMa巾leJapan, Inc AI RlghE R⇔ew叫 35 

原則6

［言7竺誓詈疇〗名芸孟盆盟望ご言ぢiこ ］ 
システム思考は、イノベーティブなプロセスや介入が進展する時に、多次元
的な影響や相互関係、相互作用を概念化するためが手段になる。ソー
シャル・イノベーターと評価者が、「システム・チェンジが生じているのか、どの
ように、どの程度、どのような方法により生じているのか」、共に考え理解を
深めることを手助けする。

複雑系の概念とシステム思考は、イノベーティブな状況とダイナミクスを理解するために強力な
見る眼を提供するのである。

“"’“on....～心~飢丘““”立叫j 36 
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原則7

竺讐言三ェニ醤誓言嵩言なから］
評価者は、事業介入の一部分となるよう、状況を見計らって、
重要な情報を記述し、報告し、熟考することが求められる。そう
した活動に密に関わることで、評価者はソーシャル・イノベーターと
の相互信頼関係を構築していく。

評価者はソーシャル・イノベーターと協働し、適応、意図する変化、発展の過程において、
新しいアプローチを概念化し、設計し、テストしていく。 DEは重要な関係者を関与させ、
双方向的なコミュニケーションを取りながら、イノベーション、発展、適応、評価のダイナミクス
を調整し適合させていく。それが共創となっていくのである。

Copyright 2023 Blue Mart,● Japan, Inc・ NI R帥 ER⇔ewai 37 

原則8

I；~雪鱈言1彗閉霜置霜虚うのみでなく : 

タイムリーなフィードバックが必要な理由は、タイムリーな意思決定、
適応、そして岐路に立った時の資金提供や戦略決定をサポートする
ためである。何が重要で有意義かは、状況に応じて刻々 と変化する
ため、得られた知見の斬新性と有用性を維持するためにはスピード
が大切なのである。

Copynght 2023 田ueMa巾leJapan, Inc AI RlghE R⇔ewed 38 

DEの特徴：評価の思考と実践の境界が柔軟に変化

従来の評価では、最初に設計した後は、それに従い粛々 と実践をしていくことが求められる。
しかし、 DEでは、従来の評価と比較して、思考と実践の反復が繰り返され、その境界を柔軟
に変化させることが求められる。それはひとえに、 DEがソーシャル・イノベーションを創出すること
を目的としているからである。

本著書の事例から、従来型の評価の教えと異なるDEの特徴は以下の4つににまとめられる。

1. 
評価的助言は、

プロジェクト中に
継続、反復して

実施される。また、
それらの助言は、
迅速かつ状況に
応じて適応性を
もって行われる
必要がある。

2. 
DE評価者は評価
だけではなく、イノ
ベーションの発展
に対して、密接か
つ協力的に活動
することがllll待さ
れる。

3. 
DE評価者は多く
の役割を担い、ま
たイノベーターは
評価者になる。

4. 
DE評価者が利用

するツールやアプ
ローチは多くの分
野や部門からもた
らされる。

c．＂メl9,023....n麟ue"pan,Inc AlRlgh区 R匹 w叫 39 
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DEの特徴 ：評価の思考と実践の境界が柔軟に変化

従来型の評価の教えと巽なるDEの特徴は、以下の通りである。

1.評価的助言は、プロジェクト中に継縞、反復して実施される。また、それらの
助言は、迅速かつ状況に応じて適応性をもって行われる必妻がある。

革新的なイニシアチプが（イノベーションの）発展に有用であり続けるために、評価者は時問の経

過とともに、評価設計を現状に適応、変化、発展させることが出来なければならない。イノペーショ
ンの発展1Dセスにおいて設計、行動、振り返りがかなり短いサイクルからなるため、DEもそうでなけ
ればならない。その過程では、変化する利害関係者やコミュニティのニーズを考慮すること。

J
 

2. DE評価者は評価だけではなく、イノベーションの発展に対して、密接かつ
協力的に活動することが期待される。

DE評価者は、イノベーション開発チームの中心的メンパーとなり、評価とイノベーションの開発に対
して協力的に取り組む。従来の評価者は、苓業からは完全に独立した立場を維持し、一定の距
離を西くことが期待されていた。しかし、DE評価者は、イニシアチブの中心になり、メンパー全員が
データを用いて批判的かつ評価的に思考し、決断を下せるよう、イノベーション発展のカコセスに統
合される。

er.，，9..,3触口比心 ≫ヽn1に“しか口紅文ma 40 

DEの特徴：評価の思考と実践の境界が柔軟に変化

従来型の評価の教えと異なるDEO)特徴は、 以下の通りである。

3. DE評価者は多くの役割を担い、またイノベーターは評価者になる。

DE評価者は、幅広いデータ収集や分析の設計と実施のほか、ファシ，)Tーションや交渉、カウンセリ
ング、囮仔、映像制作、戦略やコミュニティに対するアドバイス等、多梅な役割を担う。同時に、評
価的な思考や実践がイノベーションの発展過程に活かされるにつれて、評価の専門知識がイノベー
ターやメンバーに移転し、発展過程に統合される。その結果、著しく世界を変える様な成果が得ら
れる。

ヽ~

I 4. DE評価者が利用するツールやアプローチは多くの分野や部門からもたら
される。

三宍品雷誌雲9は翌温芦記芋盟／ネジメントと戦略、システムや複雑系の科学、現場の知識等）のツールや手段を用いる。
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